
























































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「──主あるじを食べた人外は、燼じんというものになる」

　兄が言う。弟おと切ぎり潟せき。お兄ちゃん。弟切飛とびにとって、兄はたった一人の肉親だ。どうして兄がここに。学校の屋上に。

　兄は一人じゃない。マスクの男と一緒だった。ずいぶん大柄で、鍔つばのない帽子を被かぶり、ブルゾンを着て、長靴を履いている。男の目はまるで模造品のようだ。奇妙なマスクをつけている。口を覆うマスクに、口の絵が描かれているのだ。歯が剥むき出だしになっていて、なんだかおぞましい、もしくは悪ふざけのようでもある、口が。

　清掃員。

　雫しずく谷だにルカナがそう呼んでいた。今は屋上の縁へりの低い立ち上がり壁に腰を下ろしている、あのマスクの男を、清掃員、と。

　雫谷はもういない。飛の同級生は、彼女自身の人外・サイファに食べられてしまった。おかげでサイファは膨れ上がっている。今にもはちきれそうだ。何なんだ、こいつは。食べるとは。よりにもよって、自分の主を食べてしまうなんて。

　でも、雫谷が言ったのだ。「あたしを食べて」と。

　飛の兄が、潟が、そうするよう仕向けた。仕向けた？

　そうじゃない。あれは命令だった。潟は命じたのだ。「サイファにきみを食べさせろ」と、雫谷に。

　バクは飛の足あし許もとに転がっている。そうしていると、まるでただのバックパックみたいだ。バクは怖がっていた。清掃員をひどく恐れているみたいだった。

「すごいな、ルカナは。素そ質しつがあったんだ」

　潟がサイファを撫なでた。サイファの体は鉛色の丸々とした卵のようだ。頭と胴の区別はない。卵型の体に目が六つある。何でも食べてしまいそうな大きな口は一つだけだ。腕のような脚が四本も生えていて、それとは別に、細い腕が二本のびている。

　サイファの妙につやつやした唇が震えるように動いて、声を発した。

「Ｓ様」

　間違いない。それは雫谷の声だった。Ｓ。潟か。Ｓとは潟SEKIの頭文字なのだろうか。

　飛の兄が目を細めた。

「燼になっても、意識を保っている。すばらしいよ」

　雫谷と、飛の兄＝Ｓ＝潟は、知り合いだった。単なる顔見知りじゃない。雫谷は潟のことをＳ様と呼んでいる。そして彼女は潟に従った。人外に自分を食わせろという、恐ろしい、とんでもない命令に。二人はいったいどんな関係なのか。

「なんっ──」

　飛は何か言いかけた。何を言おうとしたのか。自分でもわからない。

　潟が飛に視線を向けた。あれは飛の兄だ。兄にしか見えない。

　でも、本当に兄なのだろうか。

　弟おと切ぎり潟せきとは何者なのか。飛とびは知っているつもりだった。それどころか、兄のことしか知らなかった。飛は覚えていないのだ。兄と二人であのアパートで暮らしはじめる前のことは、何も。あのアパートじゃない、どこかにいた。それは確かだ。兄もそこにいた。

　飛は兄に連れだされた。

「僕と一緒に来るかい、飛？」

　兄が言う。

　あのとき、飛は同じ言葉を聞いた。一緒に来るかい、飛、と。あのとき。

　飛はうなずいた。あのときは。具体的に、それはいつの出来事なのか。とにかく、兄は飛を連れてあの場所を出た。その後、二階建てのアパートに移り住んだ。あの場所。

　兄と飛はどこにいたのだろう。今また飛がうなずいたら、今度はどこへ連れてゆかれるのだろう。

　本当に叶かなえたい願いがあるなら、秘密にしておくんだ。兄は昔、そう話していた。つい先程、「飛、僕にはね」と兄は言った。「叶えたい願いがあるんだ」と。

　兄の願いとは何なのか。何をしようとしているのだろう。何を企たくらんでいるのか。

「行かないと、Ｓ様」

　サイファが雫しず谷くだにの声で言った。
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　兄はやさしげな目つきで六つもあるサイファの瞳を見た。

「ああ。そうだね──」

「と、飛とび……っ……」

　バクが呻うめくように飛を呼んだ。バクはまだバックパック以外の何物でもない。怯おびえている。恐ろしくてしょうがないのだ。それでもバクは飛を引き止めようとしている。行ってはだめだ、と。

　飛は身を屈かがめた。兄と一緒に行くべきなのか。行くべきではないのか。とても決められない。ただ、バクと離れるわけにはいかない。それだけはわかっていた。飛はバクのストラップに手をのばそうとした。そのときだった。

　ヴンッ……という耳障ざわりな翅は音おとが聞こえた。虫か。蚊とか蝿はえではないような気がした。もっと大きな、虻あぶや蜂のたぐいだろうか。とっさに飛は音の発生源を探した。案の定だった。やはり虫だ。大きい。ぎょっとするほどの大きさだ。その虫は飛のすぐ頭上にいて、素早く上昇した。

　離れてゆく。

　虫はサイファと潟せき、清掃員を飛び越していった。そこにも虫がいた。一匹じゃない。何匹もいる。蜂、なのか。だとしたら、大きさからしてスズメバチだろうか。黒い。遠くを飛んでいる姿が黒く見えるだけか。いいや。真っ黒だ。

　清掃員が上を向いた。黒いスズメバチに気づいたようだ。立ち上がって、首を巡らす。全部で何匹いるのか。五匹か、六匹。それ以上か。黒いスズメバチたちは清掃員らの上空でヘリコプターみたいに空中停止ホバリングしている。

　潟も黒いスズメバチたちを振り仰いで、微かすかに眉をひそめた。

「これは……」

　清掃員が膝を曲げて腰を落とした。跳び上がって、でかい両手で黒いスズメバチを打ち払おうとしたのだろう。空振りだった。清掃員は垂直跳びで一メートル以上ジャンプしたが、黒いスズメバチたちはふわりと浮き上がって逃れた。清掃員が着地したのと同時に、屋上のドアが勢いよく開いた。

　開いたドアから黒ずくめの男が現れた。黒ずくめといっても、全身黒じゃない。喪服のような黒いスーツを着て、黒いネクタイを締め、黒い縁のある帽子を被かぶっているが、ワイシャツは白い。清掃員ほどではないとしても、大柄だ。潟のように背が高いだけじゃなくて、がっしりしている。見たところ、おそらくそう若くはない。髭ひげを蓄えている。きれいに整えられてはいない。無精髭だ。

「おぉ──」

　男は帽子を押さえて少し持ち上げ、腫れぼったい瞼まぶたの下で色の薄い瞳を光らせた。

「そこの人外、清掃員じゃねえか。てことは、まさか……サリヴァンなのか」

「Ｓ様ァアァァ」

　サイファが獰どう猛もうな番犬のように唸うなった。雫しず谷くだにの声に、何か別の恐ろしげな音が混じっている。六つの目が男を睨にらみつけ、鉛色の全身が不気味に膨張しはじめた。

「そうか」

　潟せきはうつむいて、上目遣いで男を見た。

「きみは……特とく案あんの？　長い間、僕を追いかけ回していた──たしか、そうだ、ハイエナだったかな」

「あのサリヴァンが、こんな優男だったとはな」

　男は、はっ、と低い笑い声をもらすと、髭ひげにまみれた口くち許もとをゆがめた。トクアンだかハイエナだか何だか知らないが、この男はきっと悪人だ。善人にはまったく見えない。飛とびの兄は悪い人間に追いかけ回されていた。だとしたら、兄は悪くない。何か事情があって、今まで身を隠していた。そうだ。そうに違いない。

「俺のニセバチだ」

　男は黒いスズメバチたちを指さした。そのときになって飛は気づいた。あれはスズメバチじゃない。

　ただの虫じゃなかった。あのハイエナとかいう男の人外だ。

「行け」

　ハイエナが静かに号令をかけると、ニセバチたちが不穏な翅は音おとを響かせて一斉に飛び広がった。

　清掃員がきびきびと頭を振る。何匹いるのか、少なくとも十匹ほどはいそうなニセバチたちの動きを、模造品めいたその目でとらえようとしているのだろう。近づいてきたら即座に叩たたき落とすつもりなのだ。

　ニセバチは上下左右、ばらばらに動き回りながら、潟たちに襲いかかる機会をうかがっている。標的はあくまでも潟と清掃員のようだ。それと、サイファもだろうか。飛は蚊か帳やの外らしい。それでも飛は完全にニセバチたちに気を取られていた。

「うぉっ……」

　バクが驚いて、飛も「あっ──」と声が出た。何かがバクを跳び越えていったのだ。何かが。違う。誰かが、だ。

　ハイエナだ。

　潟がハイエナに顔を向けた。その瞬間、多数のニセバチが潟に殺到しようとした。すかさず清掃員が左右の腕を振り回すと、ニセバチたちはさっと退ひいた。しかし、全部じゃなかった。例外がいた。清掃員の両腕をかいくぐって潟に肉薄しようとするニセバチが、一匹だけいたのだ。

「ンンゥヌッ……！」

　サイファが細い腕をのばして、間一髪、そのニセバチを払いのけた。指先がニセバチをかすめただけだったから、本当にぎりぎりだった。ニセバチはしゃぼん玉みたいにパッと弾はじけて雲散霧消した。

　その間に、ハイエナが潟せきに詰め寄っていた。

　素手じゃない。いつの間に抜いたのか、ハイエナは刃物を手にしている。あれはナイフだ。身のこなしが普通じゃない。素人臭くない、というか。刃物の扱いに慣れているのか。実際、ハイエナは玄プ人ロなのかもしれない。玄プ人ロとは具体的に何なのか。飛とびにはわからない。そんなこと、わかるはずがない。

「──っ……」

　のけぞるようにして下がった潟の足が、屋上の立ち上がり壁にぶつかった。潟はそれ以上、後退できない。落ちてしまう。

　ハイエナはなおも潟に迫ろうとした。体を横向きにし、滑らかに体重を移動させて、流れるように前進する。フェンシングか何かのような動作だ。飛は息をのんだ。

　清掃員が強引に割って入らなければ、ハイエナのナイフは潟に届いていただろう。

「ぉっ──」

　ハイエナはよろめきかけたが、すぐに体勢を立て直した。

「かってぇ手だな、おい……」

　何が起こったのか。一瞬だったから、はっきりと見えたわけじゃない。でも、どうやら清掃員が右手でハイエナのナイフの切っ先を引っぱたいたようだ。

　清掃員はハイエナに躍りかかるそぶりを見せたが、ふたたびニセバチたちが押し寄せてきた。清掃員がニセバチを追い払おうとすると、隙が生じる。ハイエナはその隙を突いて、また潟に攻めかかろうとしたに違いない。でも、サイファが黙っていなかった。

「エスサマアアァァァ……！」

　もはや雫しず谷くだにの声とは似ても似つかない。サイファは咆ほう吼こうして跳んだ。上じゃない。ハイエナめがけて、斜めどころか、ほぼ水平方向に吹っ飛んだ。

「おぉ、こわっ……」

　ハイエナは横っ跳びして避よけた。慌てている様子がまったくない。ただ、黒い帽子が脱げて、コンクリートの床に転がり落ちた。飛は思わず帽子の行方ゆくえに目を奪われた。

　はっとしてハイエナを見直すと、あの男の右手にナイフとは明らかに違う、別の物体が握られていた。

「てっ──」

　飛は絶句した。鉄砲。拳銃だ。いつの間にか、ナイフは左手に持ち替えられている。

　不快な翅は音おとがやかましくなった。ニセバチたちの動きが激化して、どっと攻勢に出たのだ。清掃員はニセバチの対処に忙殺された。サイファも潟のもとに戻ろうとしている。

　ハイエナが痛みでも感じたかのように顔をしかめ、歯を食いしばった。今、ニセバチが一匹、清掃員にはたき落とされたのと何か関係があるのか。でも、変化があったのは表情だけだ。体勢は乱れていない。ハイエナは片膝立ちになって、銃を持つ右腕をまっすぐのばし、ナイフを握った左手の甲で銃把の底部をしっかりと支えている。撃つのか。

　引いた。引き金を。

　けたたましい銃声が轟とどろいた。一発じゃない。ハイエナは三発連続で撃った。

　ひょっとすると、サイファは身を挺ていして潟せきを庇かばおうとしたのかもしれない。間に合わなかった。

　突風に煽あおられたかのように、潟の体がひるがえった。

　被弾したのか。鮮血が飛び散ったように見えた。

「お兄ちゃん……！」

　飛とびの叫び声は半ば銃声にかき消された。ハイエナの仕業だった。また発砲したのだ。もっとも、今度はサイファが間に合った。サイファは潟の前に立ちふさがり、鉛色の体で銃弾を受けた。

「ウゥッ、グゥッ……！」

　二発か三発の銃弾がサイファの体にめりこんだ。一発は六つある瞳のうちの一つに当たった。弾痕から青黒い粘液が流れ出している。あれは血なのか。何かもっと別の液体か。弾を食らった目は開けていられないようで、つぶっている。でも、サイファはハイエナに向かって突進しようとしていた。きっと何発撃たれても止まりはしないだろう。

「ちっ……」

　ハイエナは舌打ちをして、床から片膝を離した。逃げるのか。

「──ガッ……」

　突然、サイファがつんのめった。前のめりに倒れこんで、起き上がらない。起きようにも起きられないのか。腕でもあるような六本の脚がぴくぴく痙けい攣れんしている。

　サイファの背から一匹のニセバチが飛び立った。きっとあのニセバチがサイファに何かしたのだ。ニセバチ。ハチ。ニセバチは本物のスズメバチのように毒針でも持っているのか。それでサイファを卒倒させたのだろうか。

　潟は右手で胸を押さえて、前まえ屈かがみになっていた。真っ白いシャツの、手で押さえている部分が、そして彼の手も、真紅に染まっている。髪の毛が垂れ下がって、顔の大半を隠していた。ただ、彼の口くち許もとは綻ほころんでいる。

　笑っているかのように。

　わからない。飛にはわからなかった。どうして兄は笑っているのか。血が出ている。撃たれたのに、笑っているなんて。

　ハイエナが銃を構えて、潟を狙い撃とうとしている。でも、撃たなかった。

　撃てなかったのだ。

　清掃員が無造作にサイファを持ち上げた。身動きがとれないサイファを、どうするつもりなのか。投げた。しかも、回転を加えて投げつけてきた。縦じゃない。横回転だ。

「馬鹿力めっ……」

　ハイエナは右方向に身を投げだした。さもないとサイファがハイエナを直撃していたはずだ。飛とびは狙われたわけじゃない。それでも身がすくんだ。サイファは屋上の床に激突してからも、円盤みたいにぐるぐる回った。

　飛は清掃員に目を戻した。潟せきが清掃員に担ぎ上げられている。潟は清掃員の左肩を支えにして体を折っていた。ぐったりしているのか。左腕はだらりと垂れている。右手は胸を押さえたままだ。清掃員に身を預け、あえて力を抜いているのだろうか。清掃員は屋上の縁へりの低い立ち上がり壁に片足をかけている。そこから飛び降りるつもりだ。

「待っ──」

　飛が言い終える前に、清掃員と潟の姿は屋上の向こうに消えた。

「クソが……！」

　ハイエナは吐き捨てるなり屋上のドアのほうへ駆けだした。飛はバクのストラップを引ひっ掴つかんで肩に掛けた。ドアじゃない。屋上の縁を目指して走った。

　乱暴にドアを開ける音がした。ハイエナは階段を下りて外に出るつもりだろう。

　飛は縁から身を乗りだして見下ろした。清掃員は中庭から駐車場に抜けようとしている。潟は清掃員に担がれたままだ。無事なのか。わからない。でも、胸を撃たれたのだ。無事なわけがない。

「おい、おまえ……！」

　ハイエナが声をかけてきた。まだ屋上にいたのか。

「……飛っ……飛……オレは……」

　バクが何か言っている。

「ちょっ──」

　ハイエナは飛を制止しようとしたのかもしれないが、知ったことじゃない。飛はするすると外壁を伝い下りた。中庭から駐車場に出て、清掃員を捜した。

「いない……どこに……！」

「や、やめろ、飛、よせ……」

　バクがじたばたしている。無視して、飛は駐車場を駆け抜けた。

「い、行くな、飛……行くんじゃねえ！」

　バクがついに怒鳴った。

「やばいんだよ、マジで、あのマスク野郎は……！」

「お兄ちゃんの──兄さんの人外だ！」

　飛とびは兄と二人で暮らしていたアパートを覚えている。外壁の色は白っぽかった。外階段、外廊下の二階建てだ。二階の角部屋が兄と飛の住処すみかだった。窓の外に黒塗りの柵があった。兄は煙草たばこを吸いたくなると、雨が降っていても必ず窓を開けた。

　たまに誰かが訪ねてきた。その男は鍔つばのない帽子を被かぶっていた。上背がある兄よりずっと体格がよくて、手が大きすぎるほど大きかった。長靴を履いていた。それに、マスクをつけていた。あれはマスクの男だった。清掃員。兄の人外だったのだ。

　清掃員は手ぶらじゃなかった。いつも肩にバッグを掛けていた。バックパックを。

　バクだ。

　あれはバクだった。

　何者かに襲撃されて、兄と飛はあのアパートから逃げだした。途中で兄は撃たれた。あのときも銃で撃たれたのだ。二人はそのあと離ればなれになった。おぼろげに覚えている。路地。ビル。裏口。飛は暗い場所に隠れた。兄に言われた。「僕がいいって言うまで、じっとしてるんだ」と。飛は約束を守ろうとした。守りたかったのに、破ってしまった。扉が開いて、兄だと思った。兄なら何か言うはずなのに。もういいよ、出ておいで、とか何とか。むしろ、ただ扉を開けるだけじゃなく、迎えに来てくれるはずだ。それなのに、飛は外に出てしまった。違った。兄じゃなかった。一つ目の男だった。あの一つ目の男がバクを置いていったのだ。それがバクとの出会いだと信じていた。そうじゃなかった。

　バクは清掃員が持っていた。

　清掃員は兄の人外だ。清掃員が勝手にバクを持ち歩いていたとは思えない。兄だ。おそらく、いいや、間違いなく、兄の意思だろう。バクは清掃員に、つまり兄に囚とらわれていた。兄はわざと飛からバクを引き離していた、ということだ。

　バクは飛の人外なのに。

　兄がいなくなって、ようやくバクは飛のもとに戻ってきた。一つ目の男がバクを飛に返してくれたのだ。どうして？

　なぜ兄はそんなことを？

　雫しずく谷だにルカナは兄を、Ｓ様、と呼んでいた。ハイエナは、サリヴァン、と。

　ハイエナは銃を持っていた。アパートを襲った者たちも。もしかして、ハイエナはアパートを襲った者たちの一味なのか。

「頼む、飛、頼むから……」

　バクは震えている。

「せ、清掃員……あのマスク野郎が、オレを……」

　同じなのだ。飛と同じように、バクも今まで忘れていたのだ。

「あぁ……ちくしょう……弟おと切ぎり潟せき……あいつだ……おまえの兄さんが……」

　飛は誰を追っているのだろう。

　兄？

　弟おと切ぎり潟せき？

　潟とは何者なのか？

　かつて何をして、今は何をしていて、これから何をしようとしているのだろう？

　飛とびはとっくに学校の敷地から出ていた。角を曲がって細い道に入ると、行く手に大きな黒塗りの車が停とまっていた。そこらでは見かけないような、重厚感のあるＳＵＶだ。日本の車なのか。外国製の車かもしれない。後部座席と車両後方のドアが開いている。

　そのＳＵＶのすぐそばに、清掃員の後ろ姿があった。

　潟はまだ清掃員に担がれている。清掃員と潟はあの車に乗りこもうとしているのか。

　何かとんでもないものが屋根の上にのっかっている、あの車に。

　あれは、何だ。

　スーパーマーケットなどで売られている、パック詰めされた調理前の肉に似ている。冷蔵ケースに陳列された鶏とり肉にくだの豚肉だの牛肉だのを、全部かき集めて無理やり固めたら、あんなふうになるだろうか。そこらのスーパーマーケット一軒分では足りないかもしれない。おそらく、数軒分の生肉が必要だ。

　肉のかたまりが車の上に鎮座している。車が潰れていないのが不思議なほどだ。あれが軽自動車なら、ぺしゃんこになっているだろう。

「じっ、人外かよ……」

　バクが狼ろう狽ばいしている。飛もほとんど呆あつ気けにとられていた。

　車の後部座席のドアの前で、清掃員が潟を下ろした。

　潟はこちらを見て胸から手を離した。

「平気だよ。かすっただけだ」

　強がっているのか。兄は血だらけだ。もっとも、シャツと手しか汚れていない。着替えて手を洗えば、撃たれたようにはとても見えないだろう。

「一緒においで、飛」

　弟に向かって血塗られた右手を差しのべると、兄は眩まぶしそうに目を細めた。微笑ほほえんでいる。あの頃のように。二人でアパートの角部屋に住んでいた頃と、変わらない笑い方で。ずっと会いたかった。捜していた。兄が呼んでいる。そうしたいと望むのなら、飛は兄と一緒に行けるのだ。

　でも、足が動かない。いつの間にか飛は立ち止まっていた。行きたいのか。兄と一緒に。それとも、行きたくないのか。

　わからない。

「……そう」

　潟は右手を下ろして車の上に目をやった。

「大丈夫だよ」

　何が大丈夫なのか。飛とびには見当もつかなかった。いずれにせよ、潟せきは飛ではなく、肉のかたまりにそう言ったのだ。

　巨大な肉のかたまりが反動をつけて跳ね上がると、ＳＵＶの車体が軋きしむ音を立てて激しく上下した。着地したときは、もっとすさまじかった。その衝撃は地面を震わせた。飛もそれを感じた。

　肉のかたまりは車に乗るというよりも、車両後方のドアにどうにか入りこんだ。あのおぞましい肉塊には、どうやら手足らしきものがあるらしい。ぶよぶよした肉の手足を駆使して、どうにかこうにか自分自身を車内に押しこんだ。もしくは、ねじこんだ、という表現のほうがふさわしいかもしれない。

　潟と清掃員は後部座席のドアから乗りこんだ。後部座席のドアは閉まったけれど、車両後方のドアは開いたままだった。肉のかたまりがはみ出していて、ちゃんと閉まらないのだろう。

　黒いＳＵＶが急発進した。

　走りだすとみるみるうちに加速して、少し先の角を後輪を横滑りさせながら曲がっていった。飛とバクを置き去りにして、車はあっという間に見えなくなった。
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　事件のあと、柊ひいらぎ伊い都と葉はは救急搬送され、丸一日入院した。検査を受けて、異常が認められなかったため、退院して帰宅したことはわかっている。学校には来ていない。柊は家にいるはずだ。

　龍りゆ子うこがまた玄関チャイムのボタンを押そうとしている。また、というか、これでもう四回目だ。どうせ反応はないだろう。飛とびはそう見越していたけれど、止めはしなかった。龍子はけっこう強情だ。気のすむようにさせるしかない。

　案の定、ピーンポーン、というチャイムの音が聞こえたきり、柊という表札がかかっている古い一戸建ては、しんと静まり返っている。

「……やっぱり」

　龍子が振り向いた。眉がきれいにハの字を描いている。口はへの字だ。

「出かけている……んですかね？　どう思います？」

「いや──」

　飛は迷ったが、結局、思ったとおり正直に答えることにした。

「居留守なんじゃ……」

「そう……です、よね……」

　龍子はうなだれて、中にチヌことチヌラーシャが入っている赤いポシェットをさわった。ため息をつく。励ましたいが、どう言っていいか、飛にはよくわからない。

「まぁ……」

　代わりにバクが何か言おうとした。言いかけただけだった。

「行こうか」

　飛が声をかけると、龍子は下を向いたまま、か細い声で「ふぁい……」と応じた。

「……ふぁい？」

　思わず確認してしまった。龍子は顔を上げて言い直した。

「はい」

「……なんか、ごめん」

「謝らないでください。飛はちっとも悪くないもの」

「あぁ、でも、龍子も……」

「はい？」

「悪くない、と思う──っていうか、悪くないよ、龍子は全然。責任感じたりとか、する必要ないから。どう考えても。うん……」

「すっ」

　龍りゆ子うこは口にしかけた言葉を、のみこむというか吸いこんだ。目をぎゅっとつぶって、頭を振る。振りすぎたのか、龍子は「……ゎわっ」とよろめいた。

「大丈夫かよ……」

　バクに先取りされたので、飛とびは開きかけた口を閉じた。

「大丈夫です！」

　龍子はやけに力強く言いきって、はぁっ、と息を吐いた。

「ついつい謝ってしまうところでした。そうじゃないですよね。謝るんじゃなくて──」

　龍子は丁寧にお辞儀をした。

「ありがとうございます。飛は、わたしのこと、心配してくれたんですよね。すごく嬉うれしくて、感に堪たえません。感無量です」

「……大おお袈げ裟さだよ」

「本心だから」

　龍子はまっすぐ飛の目を見つめた。

「自分の気持ちは、ちゃんと伝えておきたいんです。悔いを残したくないので」

　飛はどうだろう。悔いていないのか。兄と一緒に行かなかった。せっかく再会できたのに。もっと話したかった。飛はもう十四歳だ。昔と違って、今なら訊きける。訊きたいことがたくさんある。飛が知らないこと、覚えていないことを、兄は知っているはずなのだ。

「行きましょうか」

　龍子が笑ってみせた。飛は黙ってうなずいた。

　柊ひいらぎ伊い都と葉はの家を離れようとしたら、何かが近づいてくる気配がした。

「オッ……」

　バクが身じろぎした。その直後、肩に掛けているバクが重くなった。

「えっ？」

　見ると、バクに黒い鳥のような生き物が止まっている。カラスか。それにしては小さいし、胸のところが白い。白い部分はハート型だ。

「ふっ──」

　龍子が両目を瞠みはった。

「フクロウさん……？」

　それだ。カラスじゃない。頭が大きめで、耳のような出っぱりが二つある。黒くて胸が白いフクロウもいるのか。いるのかもしれない。そういえば、フクロウはほとんど音を立てずに飛ぶと、何かの本に書いてあった。

「違うよ」

　──と、フクロウがしゃべった。

　龍子が「ひゃっ!?」と跳び下がった。飛も度肝を抜かれた。

「人外か！」

　バクは身をよじった。黒白フクロウもどきはしっかりとバクに足の鉤かぎ爪つめを食いこませていて、離れようとしない。

「まあね。この子はずっきゅんだよ。よろしくね」

「……ハァ？　この子ォ？」

「ボクはサラマンダー」

「意味不明にも程があんだろ！」

「キミ、頭が悪いの？」

「何だとォ!?　ずきゅんだかサラリーマンだか知らねえが──」

「この子はずっきゅんで、ボクはサラマンダー。一回で覚えてよ。やっぱり頭が悪いんだね。期待するほうが間違ってるか。バッグだもんね、キミ」

「オレはただのバッグじゃねえ、バックパックのバク様だ！」

「わぁ、自分のこと様付けするとか……」

「こ、このォ、離れろ、バカッ！　いつまで掴つかまってやがる！　地味に痛えし！」

「わかったよ」

　黒白フクロウもどき人外、ずっきゅん、もしくはサラマンダーが、バクから飛び立った。翼を羽ばたかせて、そのままどこかへ飛んでいってしまうのかと思いきや、そうじゃなかった。人外は龍りゆ子うこの頭の上、右のお団子と左のお団子の間に止まった。

「きゃっ……」

「じっとしてれば、平気だよ」

「……じ、じぃっと──」

「そ。バックパックみたいに暴れなきゃね。痛くないでしょ？」

「はい……痛くは、ないです」

　龍子は直立不動の姿勢を保っている。頭を動かさずに、上目遣いでなんとか人外を視野に入れようとしているみたいだが、角度的にほとんど見えないだろう。

「ええと、つまり……」

　飛とびは龍子の頭の上で羽を休めている黒白フクロウもどき人外を指さした。

「人外の名前が、ずっきゅんで──その……主あるじが、サラマンダー？　で……しゃべってるのは、ずっきゅんじゃなくて、サラマンダー……ってこと？」

「せーかい」

　ずっきゅんの目は黒い瞳孔の周りがピンク色だ。しゃべるとき、口が動く。その口をよくよく見ると、くちばしじゃない。サルのそれにやや近いだろうか。

　ずっきゅんはフクロウに似ている。フクロウ似の人外なのだ。

「弟おと切ぎり飛。キミの頭はそんなに悪くないね。キミのバックパックと違って」

「いちいちオレをディスるんじゃねえ！」

「あと、キミのバックパックみたいにやかましくない」

「飛とび、そいつを黙らせろ！　オレが許す！　とっつかまえて焼き鳥にしてやれ！」

「ずっきゅんは鳥じゃないし、食べてもおいしくないよ」

「ンなことは食ってみなきゃわかんねえだろ！　それとも、サラマーンだったか、おまえは自分の人外を食ったことあるのか!?」

「サラマンダー。ちなみに、サンショウウオのことね。自分の人外を食べたりするわけないでしょ。頭が悪いね、バックパックは。ほんと、頭悪すぎ」

「……ヌ、ヌ、ヌヌヌゥッ……」

「お、落ちついて、バク」

　龍りゆ子うこは頭を上下動させないようにバランスをとりながら言った。

「ですが、サラマンダーさんは言葉が過ぎるのではないかと。……というか、飛のことをご存じなんですか？　え……？」

「柊ひいらぎ伊い都と葉はは、ずっきゅんが見張ってるから、平気」

　ずっきゅんが発する声は、子供か、若い女性のものだろう。

　飛はあたりを見回した。どこかにサラマンダーが隠れているのか。見あたらないが、物陰や路地に身を潜めているのかもしれない。

「萌も日に花かはね、パイカっていうんだよ。ナキウサギのこと。知ってた？」

「……いや」

　飛が首を横に振ってみせると、ずっきゅんは龍子の頭から飛び離れた。そうして上空をぐるっと一回りしてから、柊家の屋根に止まった。

「くっそ、アイツ……」

　バクが歯は噛がみしている。比喩じゃない。ファスナーの部分がガチガチ鳴っている。

　龍子がずっきゅんを見上げて手を振った。ずっきゅんはサラマンダーの声ではなく、フイィー、という鳴き声で答えた。

「萌日花の、お友だち？　なんでしょうか……」

「さあ……」

　正直、飛にはよくわからない。萌日花の知り合いではあるのだろう。でも、友だちなのかどうか。兄についてゆかなかったことを、飛は後悔しているのか。それとも、一緒に行かなくてよかったと思っているのか。本当に、自分でもわからないのだ。
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　すぐに退院できた柊伊都葉と違って、浅あさ宮みや忍しのぶはまだ入院していた。高たか友とも未み由ゆ姫きと同じ病院だった。受付で尋ねると、浅あさ宮みやがいる部屋を教えてもらえた。その部屋はカーテンで四つに仕切られていて、パジャマ姿の浅宮が右手奥のベッドに腰かけていた。

「浅宮」

　飛とびが呼びかけても、浅宮は返事をしない。

　他の三台のベッドは空だった。どのベッドにも荷物がある。たまたま今いないだけで、三人ともどこかへ行っているのだろう。

　浅宮は窓のほうに体を向け、うつむいて長い前髪をいじりながら、両足をぶらぶらさせている。

　右のスリッパが脱げ落ちた。左のスリッパはその前から床に転がっていた。

　龍りゆ子うこが腰を屈かがめて浅宮の顔をのぞきこんだ。

「あの、浅宮くん……？」

　前髪をさわっている浅宮の手が止まった。両足も静止した。

「ン……」

　バクが短く唸うなった。飛も息を詰めて浅宮の様子をうかがった。

　不意に浅宮が顔を右のほうに向けた。飛と龍子は浅宮の正面、ベッドと窓の間にいる。浅宮は自分のベッドの枕か何かに目をやっているようだ。声を出した。

「ああ……」

　飛たちを認識しているのか。一応、飛も龍子も、浅宮の目に入ってはいるだろう。けれども、意識的に見ているような感じはしない。

「うん……」

　浅宮は低く呟つぶやいて、また前髪をつまんでひねったり、両足を揺らしたりしはじめた。

「……見たところ、体は──」

　龍子は自分に言い聞かせるように言った。

「どこも悪くなさそうですし、それは……その点については、よかった……とは、言えませんけど……」

「そうだね」

　飛は同意してから、手で口を押さえた。何か他ひ人と事ごとのような口調だったので、我ながら驚いたのだ。

　──本当は、俺、嬉うれしかったんだ。

　スーパーマーケットのフードコートで、浅宮が言っていた。

　──弟おと切ぎりとは……話したりとか、この頃してるし。だから、なんていうか……。

　浅宮は飛のことを友だちだと思ってくれていた。他人事のわけがないのに。

「虚心症……ってヤツか」

　バクが忌いま々いましそうに言った。

　人外を失った主あるじは、精神活動性が低下する。すなわち、思考、感覚への反応、自分の意思による運動といった機能に障害をきたす。

　ちょうど目の前にいる浅あさ宮みやのように、虚心症患者は明らかに正常じゃない。でも、医学的にはとくに問題がないらしい。脳などにダメージを受けているわけじゃない、ということだ。だから、医者には治せない。浅宮はこうして起き上がることができているし、そのうち退院することになるだろう。

　虚心症は、発症時より悪くなることはあまりない。そんなことを、学校の用務員、灰はい崎ざき逸いつ也やが言っていたような覚えがある。

　何の慰めにもならない。今の浅宮はまるで抜け殻だ。家に帰ったところで、どうなるのか。通学なんてとても無理だ。普通の生活を送るのも難しいだろう。

「わたしに任せてください」

　急に龍りゆ子うこがすっと背筋を伸ばした。ちょっと背が高くなったようにさえ見える。ところが次の瞬間、また縮んだ。

「……言いすぎました。でも、わたし、考えがあって」

　赤いポシェットに手をかけて、龍子は何をするつもりなのだろう。開けるのか。

　開けた。角がひょこっと出てきた。それから、もふもふした白い毛が。

　チヌはポシェットから抜けだすと、龍子の腕をよじ登って、右肩の上にまで到達した。

　うゅー。

　チヌは微かすかに頭を斜めに傾け、毛の合間からとても小さな口をのぞかせた。

　飛とびは一瞬、ぞっとした。思いだしたのだ。見てはいけないものを──あるいは、見たくないものを目にしてしまった。チヌの口から、異様なものが顔を出していた。あれは文字どおり顔だった。チヌの中に小さな、とても小さな柊ひいらぎ伊い都と葉はがいて、口から這はい出ようとしているかのようだった。

　何かの間違いだと思いたい。でも、はっきりと覚えている。あれは夢でも幻でもない。

「……そいつの──声を聞こうってのか？」

　バクが訊きいた。なんとなくバクも腰が引けている。バックパックに腰があるとすれば、だが。

「ええ」

　龍子は肩の上のチヌにそっとふれた。やや目が泳いでいる。あのときのチヌを見て、龍子も愕がく然ぜんとしていた。チヌは誰にも聞こえるはずのない声を代弁することができる。それがチヌの力だ。けれども、あれは普通じゃなかった。異常事態だったのだ。

「何か、手がかりを掴つかめるかもしれませんし」

「知らねえぞ、どうなっても……」

　バクがぼやきたくなる気持ちわもかるが、龍子のことだ。止めても、どうせまたやりたがる。下手をすると、龍りゆ子うこ一人で実行しかねない。どうなるか。何が起こるか。予想がつかないからこそ、見守っていたほうがいい。飛とびは黙って首を縦に振った。

「チヌ」

　龍子に撫なでられてうながされると、チヌは小さな口を、ぁぁー、と大きく開けた。

　飛はバクのストラップを強く握った。バクも身構えている。

「あぁ……」

　声がした。これは、違う。チヌの声じゃない。龍子でも、バクでも、もちろん飛の声でもない。浅あさ宮みやの声だ。

　出てきた。チヌの口から。その奥から。せり出してきた。せいぜい数センチの何かが。凹凸があって、細かく振動している。それは蠢うごめいている。

　何しろ、小さい。目を凝らして見ないと、判別できない。顔、なのか。

「なんか……」

　髪の毛や眉毛は生えていない。しかし、人間の顔だ。

「よかったよなぁ……」

　浅宮の顔だ。しゃべっている。

「友だちに……」

　小さな、小さな浅宮が。

「弟おと切ぎりと……友だちになれて……」

「──っ」

　飛は思わず浅宮に一声かけたくなった。浅宮本人に言えばいいのか。それとも、チヌか。チヌの口からせり出している、小さな浅宮に言うべきなのだろうか。

「みゆ……」

　小さな浅宮が、飛に続いて高たか友とも未み由ゆ姫きの名を口にした。

「大丈夫かなぁ……みゆ……早く……よくなって……あぁ……」

　高友はこの病院の集中治療室ＩＣＵにいる。意識が戻ったという話は聞かない。容態はとりたてて変わっていないようだ。

「なんで……──」

　小さな浅宮が口をつぐんだ。

　チヌがえずくような仕し種ぐさをした。龍子は顔を引きつらせ、震えている。

「なんで……──」

　小さな浅宮は繰り返した。

「なんで……なんで……なんで……なんで……なんで……なんで……なんで……」

「もういい」

　飛は黙っていられなくなった。チヌが、それに小さな浅宮も、ひどく苦しそうだ。

「もう、いいよ」

「……チヌ」

　龍りゆ子うこは手でチヌの口をふさいだ。ぎゅっと目をつぶった。

「なんで……なんで……なんで……なんで……なんで……なんで……なんで……」

　くぐもった声が聞こえる。小さな浅あさ宮みやの声が。

「ありがとう、チヌ、もういいから……」

　小さな浅宮の声が聞こえなくなるまで、龍子はきつく瞼まぶたを閉じていた。

　浅宮は前髪をいじりながら両足をぶらぶらさせている。

　唐突に、「ああ……」と呟つぶやいた。

「……うん……ああ……」

　浅宮は頭の中で誰かと会話しているのか。それとも、意味もなく声を発しているだけなのだろうか。わからない。飛とびには知る由よしもない。





+++ + ++++






　浅宮の病室を出て一階に下りると、受付カウンターの前に並ぶ長椅子に制服姿の女子中学生が脚を組んで座っていた。髪の毛がちょっとぼさぼさで、ヘッドフォンを首にかけている。彼女は飛と龍子を見つけると、軽く片手を上げた。

「や」

「萌も日に花か」

　龍子がぱたぱたと靴音を鳴らして浅あさ緋ひ萌日花に駆けよってゆく。飛は龍子のあとをゆっくりついていった。萌日花が飛を見て目をすがめた。

「何？」

「べつに」

　とだけ飛は返した。

「自分の胸に訊きいてみりゃいいんじゃねえの？」

　バクが皮肉っぽく笑うと、萌日花は肩をすくめた。

「私は私のやるべきことをやってるだけ」

「それは、自分の意思で？」

　飛は萌日花にそう質問してから、自分が彼女にわだかまりを持っていることに気づいた。浅宮の虚心症や、不本意な形での兄との再会、雫しずく谷だにルカナや柊ひいらぎ伊い都と葉はの件など、萌日花が現れてから起こった出来事の数々を、彼女のせいだと思いたがっている。

「知らないでしょ」

　萌日花は一瞬、軽蔑するような冷たい光を両りよ眼うめに宿らせた。でも、すぐに横を向いた。

「私のこと、何も知らないくせに」

「知らないよ」

　飛とびは声を荒らげそうになって、ぐっとこらえた。

「知りたくもない」

　我慢するつもりだったのに、言わなくてもいいことを言ってしまった。

「と、と、飛……？」

　龍りゆ子うこは見るからにあわあわしている。気の毒になってきた。龍子には何の責任もない。だったら、萌も日に花かが悪いのか。それもきっと違う。ただ、萌日花が属している組織はどうなのか。責任というか、関係はあるはずだ。

「私のことはどうでもいい」

　萌日花は立ち上がった。

「ちょっと顔を貸して。外で車が待ってる。相手は公務員だから、安心して」





+++ + ++++






　病院の外で飛たちを待っていたのは、前にも乗ったことがある銀色のワンボックスカーだった。あのときは、内閣情報調査室管理課の課長、久く藤どう圭けい鬼きという男から名刺をもらった。今回は運転手しか乗っておらず、萌日花と飛、龍子の三人とバクが後部座席に乗りこんだ。

　車内では龍子が何度か萌日花に話しかけたけれど、返答は短くぶっきらぼうだった。結局、ほとんど口をきかずに目的地に到着した。

　そこはあまり新しくはなさそうなマンションだった。ぱっとしない外観だが、妙に大きくて、一階にスーパーマーケットが入っている。ワンボックスカーはエントランス前の車寄せで飛たちを下ろして走り去った。玄関の自動ドアを通った先に管理人室があって、眼め鏡がねをかけた福々しい老人が萌日花に挨拶した。

「こんにちは」

　萌日花が「どうも」と会釈をしたので、飛と龍子も目礼した。

　エレベーターで六階に上がった。萌日花は６０３号室のドアを鍵を使って開けた。

「入って」

　靴を脱いで薄暗い廊下を進むとドアがある。その向こうが部屋だった。天井は高くないが、けっこう広い。部屋一面にグレーの絨じゆ毯うたんが敷かれていて、二台の黒いソファーと、スツールが三脚、足置きオツトマン、液晶テレビの前にゲーム機が置いてある。窓際にサボテンが三鉢、並んでいた。同じ種類のサボテンらしいが、背丈が違う。ちょうど大、中、小だ。

　片方の黒いソファーに男が一人、腰かけていた。

「よう」

　黒いスーツに、白いワイシャツ。ネクタイはしていない。黒い帽子は被かぶらずに手でもてあそんでいる。髭ひげは生やしているというより、面倒でまめに剃そっていないという感じだ。腫れぼったい瞼まぶたの下で、色の薄い瞳が飛とびを見すえている。

　萌も日に花かはスツールに腰を下ろすと、顎をしゃくってみせた。

「適当に座って」

「あっ……」

　龍りゆ子うこはきょろきょろして、うろうろした。

「ええと、はい、ううんと──」

　どこに座るべきか、迷いに迷っている。いくらなんでも迷いすぎだ。

「ふっ……」

　男が髭面を綻ほころばせた。学校の屋上で出くわしたときとはずいぶん雰囲気が違う。あの日は状況が状況だったからか。飛は龍子の前にスツールを移動させた。

「ほら」

「……おふっ」

　龍子は謎の音声を洩もらして、恐縮しきった様子でスツールに座った。

「すす、すみません、何かこう、わたし、き、緊張しており、まして……」

「無理もない」

　男は帽子を被ろうとしてやめ、ソファーの座面に置いた。

　飛は別のスツールを龍子の隣まで運んだ。座らずにあらためて部屋を見回すと、隅に積まれたビールや炭酸水、カップ麺の段ボール箱、きれいに片づいた対面キッチンの他に、あるものが目に入った。バクが「ムゥ……」と唸うなってわずかに身震いした。

　ニセバチだ。

　天井と壁の境目や、テレビの縁、中サボテンの鉢にもくっついている。キッチンの冷蔵庫にも。大型のオオスズメバチだと、働きバチの体長が最大で四センチ程度だ。ニセバチは五センチ以上ある。ざっと数えただけで、五匹。もっと隠れているかもしれない。

　飛は右手の人差し指と親指を伸ばしてみせた。

「今も持ってるの？」

　男は無言で両手を広げた。

　飛がスツールに座ると、男はソファーに深く腰かけ直して両手を軽く組み合わせた。

「色々大変だったな。こうなったら、さすがに萌日花じゃなくて、俺の口から説明しなきゃまずいだろう。それでわざわざご足労いただいたってわけだ」

「あぁ、いえ、これは、ご丁寧に……」

　龍子が頭を下げようとした。飛は止めた。

「どこが丁寧なんだよ。あの人、まだ名乗ってもないだろ」

「そうだったな」

　男はスラックスのポケットや、ジャケットの懐を探った。その際、拳銃のホルスターらしきものがちらりと見えた。

「……あんまり使わねえんだよな。課長と違って、名刺なんか」

「社会人としてどうかと思うよ」

　萌も日に花かが鼻先で笑った。

「反論はしねえ」

　男は手ざわりがよさそうには見えない顎を撫なでながら少し考えた。そして、あきらめたように一つ息をついた。

「俺はホンダだ」

「ホンダ・レイイチ」

　萌日花が悪いた戯ずらっぽい調子で口を挟んだ。

「本のホンじゃなくて、順番の番に羽って書く翻に、田んぼの田。レイイチは、麗しい一。すっごい似合ってる」

「パイカ」

　男が顔をしかめてたしなめると、萌日花は「それ、いや」と頬ほおを膨らませた。

「ナキウサギがいいって言ってるでしょ」

「好き嫌いの問題じゃねえ。長えだろ」

「あんたは、ハイエナ」

　飛とびはハイエナこと翻ほん田だ麗れい一いちを睨にらんだ。自分がこの男に敵意を持っているのかどうか。飛自身、はっきりしない。でも、胡う散さん臭くさくて、物騒な男だ。どうやら翻田と親しいらしい萌日花のことも信じられない。

「パイカ。それに、サラマンダー。灰はい崎ざきが……カワウソ、だっけ。課長。久く藤どう圭けい鬼き。内閣情報調査室。あんたたち、何者？」

「公務員だよ」

　ハイエナは開き直ったようにふんぞり返って、左膝の上に右足をのせた。

「内閣情報調査室ってのは本ガ当チだ。その中に、特定事案対策室っていう組織があってな。通称、特案。こいつは公表されてないから、ネットで検索しても内閣情報調査室の組織図には載ってない。俺は特案で実働部隊を一つ任されてる。名はクチナシ。何だそりゃって感じだろうが、暗号名コードネームってやつだ。そこはあんまりツッコまんでくれ」

　龍りゆ子うこが興味深そうな表情でうなずいた。

「部隊の名前が、お花で……隊員さんの名前は、動物なんですね？」

「まあな」

　ハイエナは帽子を掴つかんで持ち上げた。

「特定事案ってのは、ようするに人外絡みの事件、事故だ。知ってのとおり、人外は見える人間にしか見えない。大多数の見えない人間にとって、原因不明の謎めいた事故、怪事件を調査、解決する。そのために創設されたのが、俺たち特案ってわけだ」

「見えない人にとっては、オカルト同然だから──」

　萌も日に花かがソファーから立ち上がってキッチンのほうへ歩いてゆく。冷蔵庫を開けた。

「そういえば、喉、渇いてない？　炭酸水とビールと……ブラック無糖のアイスコーヒーしかないけど」

　飛とびは首を横に振った。龍りゆ子うこは首だけじゃなく、手も左右に振ってみせた。

「いえ、どうかお構いなく……」

「そっか」

　萌日花は五百ミリのペットボトルを出して蓋を開けた。口をつけて飲み、はぁ、と息を吐く。ペットボトル内の液体は透明で泡立っている。炭酸水のようだ。

「それ、ハイボール用なんだがな……」

　ハイエナは指先で帽子をぐるりと回した。

「とにかく、前に久く藤どうって男から話があったと思うが、きみらをうちにスカウトしたい」

「ほんとは前回も、隊長が出てくるはずだったでしょ」

　萌日花は炭酸水を持ったままソファーに戻って腰を落ちつけた。

「課長は官僚だから回りくどいし、最初から隊長が話したほうが手っとり早かったよ」

「……ちょっと黙ってろ、パイカ」

「ナキウサギ」

「あと、隊長ってのはどうもな……」

「実働部隊のリーダーなんだから、隊長でいいでしょ」

「あのな、実働部隊ってのは、たとえっていうかな。部隊ってより、班っていうか、チームっていうか……」

「隊長は、私の上司で、後見人でもある」

　萌日花はハイエナを半分無視して飛と龍子に話した。

「一応、親代わり？　そんなふうには、とても見えないだろうけど」

「あぁ──」

　龍子は深々とお辞儀をした。

「萌日花には日頃、大変お世話になっておりまして、その節はどうも……」

「聞いてるよ」

　ハイエナはまた帽子を回転させた。

「萌日花は友だちがいねえし、仲よくしてくれてありがたい」

「やめてくれる!?」

　萌も日に花かがいきり立った。照れているらしい。バクは不審そうだ。

「スカウト、ねぇ……」

　飛とびもすっきりしない。バクを見るハイエナの眼光がやけに鋭い。鋭すぎる。

「いやだったら断れるの？」

　飛が訊きくと、ハイエナは即答した。

「もちろん」

「無条件で？」

「きみらは特定事案に関わりすぎてるからな。もっと言えば、きみら自体が特定事案だ」

　途端に龍りゆ子うこの顔から血の気が引いた。怖おじ気けづいてもしょうがない。飛は怯ひるんでこそいないが、少し腹が立っていた。

「だから何？　はっきり言えば？」

「中学生のきみらをとっ捕まえて閉じこめたりはしない。ただし、監視はさせてもらう」

　黒白フクロウもどきのずっきゅんが思い浮かんだ。

「柊ひいらぎみたいに？」

「そうだ。場合によっては、行動の自由が制限されることもあるだろう。悪いが、警察なんかに訴えても無駄だ」
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「あんたたちは、公務員だから」

「はっきり言ったほうがいいか？　俺らは国家権力の手先なんだ。ようするに、警察ともグルなんだよ」

　バクが、ヘッ、と唾でも吐きたそうに短く笑った。

「汚え大人ってヤツか」

「私は飛とびや龍りゆ子うこと同い年だけどね」

　萌も日に花かは炭酸水入りのペットボトルを軽く揺すった。中身が泡を立てている。

「正直に話すけど、私たちの仲間に入ることには、メリットもデメリットもある。給料がもらえるし、私みたいな天涯孤独の人間でも身分が保障されるっていうのは、けっこうな利点かな。国が面倒を見てくれるってこと。隊長が私の後見人になったのもその一環だしね。龍子はともかく、飛にとっては悪くない話でしょ？」

　特案とやらに入れば、施設を出られる。出たくて仕方ないわけじゃないが、留とどまりたいわけでもない。二度と施設に帰れないとしても、べつに寂しくない。未練はない。

　そして、給料。まだ中学生の飛が自分で生活費を稼げるというのは、萌日花の言うとおり、たしかに悪くない。

「デメリットのほうは？」

「働かざる者、食うべからずって言葉があるよな」

　ハイエナは言いながら苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔になった。働かなくても食っていけるのなら、働きたくない、とでも言いたげな表情だ。

「任務を遂行してもらうことになる。このオファーを受けたら、きみらはクチナシに配属されるだろう。萌日花同様、チームの一員として、俺の命令に従ってもらう。正当な理由もなく逆らったら、懲罰だ」

「こう見えて、うちの隊長、無む茶ちやな命令はしないよ」

　萌日花は薄笑いを浮かべた。

「危険がないって意味じゃないけど」

　龍子は下を向いてポシェットを抱きしめ、ずっと黙りこくったままでいる。考えこんでいるというより、何か物を考える余裕もなさそうだ。

　飛は考えているつもりだけれど、すぐには決められない。決断するための材料が不足している。わからないことだらけなのだ。

「雫しず谷くだにはどうなったの？」

　飛がその名を口にした瞬間、龍子がびくっと震えてこっちを見た。

「無事だ」

　ハイエナは、ふう、と息をついてから、言い直した。

「彼女はそれこそ、存在自体が特定事案だからな。隔離して様子を見てる」

　唐突に思いついた。雫しず谷くだにと話ができないだろうか。

　雫谷は弟おと切ぎり潟せきのことを知っている。たぶん、飛とびがまったく知らない兄のことを。

　特案に入れば、ひょっとしたら、どこかに隔離されている雫谷と会わせてもらえるかもしれない。もっとも、仮に話せるとして、あの雫谷と会いたいか。サイファに食われて燼じんになった彼女と向かいあって、飛は正気でいられるだろうか。あまり自信がない。

「返事は今ここでしなくていい」

　ハイエナは帽子をソファーにそっと置いた。

「急せかしたくはないんだが、一週間を目め処どに頼む。次の任務があってな。俺も萌も日に花かも動かなきゃならん」

「……一週間」

　龍りゆ子うこが小声で呟つぶやいた。萌日花がスツールから立ち上がった。

「車を呼んで、送ってもらうから」

　龍子もいそいそと萌日花を追いかけようとしている。飛は立たなかった。

　ハイエナが薄い色の瞳で飛を見ている。

「飛……？」

　龍子に呼びかけられた。

「先に行ってて」

　そっけない口調になってしまった。龍子は萌日花に連れられて出ていった。

「サリヴァンのことだろ」

　ハイエナのほうから切りだした。

「あれは、我々特定事案対策室が長らくマークしてる男だ。俺はあれが初対面だったんだが、気分としてはここで会ったが百年目ってところでな。弟切飛。あの男は間違いなくきみの兄さんなのか？」

「たぶんね」

　飛はそう答えてから、うろたえた。弟切潟。あの人は飛の兄だ。疑う余地もなくそう思っていた。それなのに今は、たぶん、としか言えない。

「そうか」

　ハイエナは目をつぶった。まばたきにしては長すぎる。やがて押し上げられた瞼まぶたは、ずいぶん重たそうだった。

「やつは、複数の死傷者を出した特定案件への関与が疑われてる。それも、一件や二件じゃない。やつ絡みの案件で、殉職した者もいる」

「殉職……殺された？　兄さんに──」

「やつが直接、手を下したかどうかは定かじゃない。ただ、やつの人外……あの清掃員ってのは、俺も見かけたことがある。やつ自身はめったに人前に姿を現さないが、代わりに清掃員が動く。その名のとおり、あれは掃除屋だ」

「だから、撃ったの？」

「殺やらなきゃ殺られるからな」

　ハイエナは帽子を手にとって、目ま深ぶかに被かぶった。

「俺は、きみの兄さんに鉛玉を食らわせてすまないと、謝るべきなのかもな。ただ、正直、悪いとは思ってない。やつには訊ききたいことが山ほどあるし、できれば生きたまま捕まえたいが、それが無理なら俺は次も銃を抜く。やつもきっと俺に手加減はしないだろう。明日、俺が清掃員に処分されたとしても、おかしくはない」

「……飛とび」

　バクが飛に倒れかかってきた。心細くて、すり寄ってきたのだ。

「オレは清掃員アイツが怖ぇ。だけど……このままじゃまずいよな？　いつまでも怯おびえてばかりいたんじゃ、オレは……また、こないだみたいに……」

　飛は黙ってバクを抱えこんだ。バクは負い目を感じている。清掃員を恐れるあまり、肝心なときにただのバックパックに成り下がってしまった。

　もう二度と清掃員に会わないようにするか。それとも、恐怖心を克服するか。バクはどちらを選びたがっているのか。尋ねるまでもない。飛にはわかっている。

「俺たちはこれからもサリヴァンを追う」

　ハイエナは帽子を手で押さえて少し持ち上げた。その眼まな差ざしは苛烈で、容赦がない。鋭利で、まっすぐだ。少なくとも、飛を子供扱いしていない。それだけはわかった。

「任務外だろうと、清掃員やあの男を見つけたら、俺は決して見過ごさない。さっきの申し出は、それも込みで返事してくれ」

「もう一つだけ」

「ああ」

「小さい頃、僕は兄さんと二人でアパートに住んでた。アパートが襲われて、僕たちは逃げて……離ればなれになった。そのときも兄さんは、銃で撃たれた」

「心当たりはない。俺たちがサリヴァンに目をつけたのは、七年前だ」

「じゃあ、関係ないんだろうね」

　飛はハイエナの瞳を見すえた。

「今の話が嘘うそじゃなければ」

「嘘じゃない」

　ハイエナは目をそらさない。まばたきもしない。

　飛はうなずいた。

「わかった」





[image: ]




　灰はい崎ざき逸いつ也やはアパートの天井を眺めていた。

　そういえば、この布団はいつから敷きっぱなしだろう。引っ越して以来ずっと、ということはないはずだ。でも、干したり片づけたりした記憶がない。覚えていないだけか。

　職場に近くて、家賃が手頃という理由で借りている十帖じようワンルームは、交通量の多い通りに面した二階の一室だ。おかげで窓を開けるとうるさくてしょうがない。通りを挟んで建っているマンションの部屋から丸見えだから、できるだけカーテンを開けないようにしている。今も閉めたままだ。

　外は夕焼けなのか。カーテンが橙だいだ色いいろに見える。本当は黄色いカーテンだ。

　ふと思う。黄色は好きでも嫌いでもない。それなのに、どうして黄色なのか。男の一人暮らしにはそぐわないような気がする。

「安かったんだよな、たしか……そうだ……安売りしてた……」

　特化９８０円、という値札がついていた。特価じゃない。なぜか特化だった。

「こんなことに限って、やけに覚えてる……」

　枕元でイタチのようなオルバーが丸まっている。

　指でくすぐるように首筋を撫なでても、オルバーはぴくりともしない。

「おまえが無事でよかったよ……逃がしてよかったよな、あのとき……ぎりぎりだったけどさ……おまえまでやられてたら……おれは今頃、虚心症に……」

　灰崎は弾力を失って久しい枕から頭を浮かさずに部屋の中を見回した。臭いの発生源となるものはちゃんと捨てているし、衣類は洗濯している。奮発して乾燥機付きの洗濯機を購入したのは、我ながら好判断だった。脱いだものが溜たまったら洗濯機に詰めこんでスイッチＯＮし、乾燥が終わったら中から出して着ればいい。タンスは不要だ。スーツやコートを吊つるすハンガーがいくつかあれば事足りる。

　掃除はあまりしていない。最後に掃除機をかけたのは、どうだろう、やはり記憶がない。ロボット掃除機は便利そうだ。でも、この部屋では活躍の場がない。様々な物が散乱していて、おそらく走行不能だ。

「なんかもう……あれだな……虚心症になってたらなってたで、よかったかも……べつに、なぁ……おれがどうなったって、悲しむような人も……」

　灰崎はくすくす笑った。愉快なわけじゃない。笑うしかない、という気持ちだった。

「なぁ、オルバー……どうしようもないやつだよ、おれって……気がついたら、何年も墓参りしてない……母さんも……親おや父じも……死んじゃったときは、それなりに泣いたりしたはず……なんだけど……どうだったっけ……じいちゃん、ばあちゃんのときは、葬式で何かがツボにハマって、笑いこらえてた思い出しかないし……しょうもな……どうなんだよ、人として……」

　高二の夏休み中だった。朝、胸が痛いと母が言いだした。尋常じゃない痛がり方だった。父は狼ろう狽ばいしきって取り乱していたから、灰はい崎ざきが救急車を呼んだ。

　母は風邪も引かないような人だったし、まさかそのまま死んでしまうとは思いもよらなかった。急性大動脈解離という病気で、手の施しようがなかったらしい。

　夏休みが明けて登校したら、灰崎をイッツーと呼ぶような親しい友人たちが不思議がっていた。親友のタカアキには直ちよくで言われた。「イッツー、母ちゃん死んじゃったのに、普通に笑ってっからさ。みんな軽く引いてるって」と。

　父は大学一年の、やはり夏休み中に死んだ。平日の出勤日で、父がなかなか起きてこなかった。灰崎が父の部屋を見に行くと、すでに息がなかった。夜中にくも膜下出血を起こし、そのまま心臓が止まってしまったらしい。

　大学の友人には報しらせずに葬儀などをすませたので、夏休み後、講義が始まってから話した。友人たちは驚いていた。「いや、そんな普通に親死んじゃったとか言われても……びっくりするって。ていうか、なんで灰崎、笑ってんの……」

　だって、死んだのはおまえの親じゃないし。おれの親だし。

　そりゃあね。おれは悲しいけど。それなりにね。自分の親だし。でもまあ、しょうがないしさ。病気はね。運みたいなものだし。死んじゃったら生き返らないし。秘密にしてるのも気まずいから話すだけで。話したからって、べつにどうにもならないんだけど。一応ね。だけど深刻に受けとって欲しくないから、笑ってるだけで。

　灰崎には灰崎なりの理屈というか、理由がある。自分が間違っているとは思わない。ただ、友人たちが人として変に感じるのも、きっと当然なのだろう。

　何人もの友人に言われた。「なんかイッツーって、ズレてるよな」とか、「灰崎って変わってるよね」とか。たいていの友人は人間らしい気遣いを発揮して、そのあとに付け加えてフォローしてくれる。「そこが面白いんだけど」とか、「嫌いじゃないけど」とか。

　自分はズレてなんかいない。変わっているとは思わない。そう強く主張したいところだが、多数決を採ったら確実に負ける。

　認めざるをえない。灰崎逸いつ也やは欠落している。人として大事なものが、いったいそれが何なのか、灰崎自身にはわからないが、とにかく何かが足りていない。

「……でも、そのぶん、おれには……オルバーがいるし、な……」

　何が起ころうと、大丈夫だ。灰崎は一人じゃない。つらい出来事があっても、友人に泣き言を聞いてもらう必要などなかった。聞き役ならいる。オルバーだ。オルバーが黙って聞いてくれる。文句一つ言わず、いつまでも灰崎に付き合ってくれる。

　死ぬまでひとりぼっちになることはない。オルバーがいる。ずっとオルバーが一緒だ。もしオルバーが人外に食われるか何かしていなくなれば、灰はい崎ざきは虚心症になる。おそらく何もわからない。何も感じない。それはもう死んだも同然だろう。いずれにせよ、灰崎とオルバーは一いち蓮れん托たく生しようなのだ。

「だから、おれは……」

　強くいられる。何があろうとオルバーさえいてくれれば平気だ。怖いものなんかない。

　大学在学中、特案にスカウトされたときは、これで七面倒な就職活動をしなくていいと浮かれたくらいだ。公務員試験を受けて合格しておけば、のちのち役職や給与などの面で有利になると言われたが、冗談じゃない。せっかく就職が決まったのに、勉強なんかしてたまるものか。オルバーのおかげで、国家公務員になれるのだ。オルバーと一緒に他人とは違う仕事をして、危険手当込みとはいえ、なかなかいい給与を受けとり、おもしろおかしく過ごす。夢のような生活だ。

「……先輩……恨むよ……や……恨んでないけど……死んじゃうんだもんなぁ……しかも、おれのせいで……ほんっと、おれって……──」

　泣けるものなら泣きたかった。でも結局、灰崎の口からは、ふはっ……という気の抜けた笑い声しか出てこない。

　ピンポーン、とドアチャイムが鳴って、オルバーが頭を上げた。

「……はぁーい」

　灰崎はとりあえず返事をしたが、出る気にはなれない。このアパートにはインターフォンもついていないのだ。応答するには、わざわざ玄関まで行かないといけない。宅配便が来る予定はないし、ＮＨＫの受信料はちゃんと払っている。きっと新聞の勧誘か、詐欺まがいのセールスだろう。

　ピンポーン。また鳴った。ピンポーン。ピンポーン。ピンポーン。まだか。ピンポーン。手て強ごわい。ピンポーン。まだ鳴るとは。

「もうあきらめてくれぇー……」

　鳴らなくなった。訪問者はようやく去ったようだ。そう思った矢先に、ピンポーン。ピンポーン。ピンポーン。ピンポーン。ピンポーン。ピンポーン。ピンポーン。ピンポーン。ピンポーン。ピンポーンがもはやピンポンピーに聞こえる。このガシガシという物音は何だろう。訪問者がドアチャイムを乱打しているのか。灰崎は恐ろしくなってきた。

「わ、わかったって……」

　やむをえず起き上がったら、ふらついて「ぉっ……」と転倒しそうになった。なんとか持ちこたえて、床に散らばる紙切れだの本だの衣類だのレジ袋だのをできるだけ踏まないようにしながら、玄関へと急いだ。その間もピンポンピンポンガシガシガシガシ怖い音は鳴り止やまない。灰崎はずいぶん焦あせっていた。つい覗のぞき穴から外を確認しないでドアを開けてしまった。

「は、はいっ、なっ──」

「よお」

「わあぁっ」

　灰はい崎ざきが尻餅をつくと、オルバーが駆けよってきて首に巻きついた。

　ドアから無遠慮に押し入ってきた髭ひげ面づらの男は、まるで喪服のようなスーツを身にまとっていた。もっとも、ネクタイは締めていない。黒い帽子を被かぶっている。

「久しぶりだな、カワウソ」

「……ハ、ハイエナ……さん」

「具合はどうだ」

「……いやぁ……まあ、そうっすね……」

　いつまでも尻餅をついているのも何なので、灰崎はとにもかくにも正座した。

「どう……かな……ううん……」

　しかし、こうやってハイエナに見下ろされて正座していると、途方もなく情けない気分になってくる。

「上が……ります？　狭い……汚いところですけど。今、マジで汚いんすけど……」

「ああ」

「……わぁ。上がるんすね。マジか……」

　灰崎はぶつくさ言いながらハイエナを部屋に通した。灰崎は電気を点つけて布団の上に座ったが、ハイエナは立ったままどこにも腰を下ろそうとしない。

「ひでえな」

「……階段から落ちたときの怪け我がは、打撲数箇所ってところで、たいしたことないんですけど。倦けん怠たい感かんがやばすぎて、まだ本調子じゃないんで。学校も休みましたし」

「普段は片づいてるって感じでもないだろ」

「男の一人暮らしなんでね……」

「言い訳になるかよ、阿あ呆ほう」

「わざわざそんな小言を言いにきたんすか」

「そう思うか？」

　ハイエナは持っていたレジ袋を灰崎の膝先に置いた。ハイエナがレジ袋を持参したことと、自分がやはり正座していることに、灰崎はそのとき気づいた。

「見舞いだ」

「……すみません。ありがとうございます」

　灰崎はレジ袋の中をのぞいた。ゼリータイプの栄養補助食品、乳酸菌飲料、パック入りの野菜ジュース、値段高めの瓶入り栄養ドリンク、おにぎり、サンドイッチに加えて、チョコレートまで入っている。

「……そうだった。この見た目で、意外と気配りができる人なんだよな……」

「何か言ったか？」

「いっ、いえ。何も言ってなっ……いっ……すよ？」

　実はかなり喉が渇いていたので、灰はい崎ざきは乳酸菌飲料と野菜ジュースを立て続けに飲み干した。その流れで栄養ドリンクまで一気にキメたら腹が鳴った。ハイエナに笑われた。

「いきなり飲み食いするのかよ」

「あぁっ。ごめんなさい。で、ですよね。弱ってて、頭がぼうっとしてるせいかな……」

「いいけどな。かえって安心したよ。俺が引導渡した頃よりはずっと元気そうだ」

「その節は……」

　うなだれてしゅんとしてみせても、腹の虫は静かにならない。我慢できなくなって、灰崎はサンドイッチを開封し、一口食べた。いわゆるコンビニのたまごサンドだ。

「……沁しみるぅ」

　うますぎて、物の十秒でたまごサンドを平らげてしまった。

「やっぱよくないっすね、人間、ちゃんと食わないと。生き返ったわぁ……」

「あいつが死んだあと、おまえがそのふてぶてしさの片へん鱗りんでも見せてたら、もう現場では使えないと判断したりしなかったかもな」

「……おれ、ポンコツでしたからね。実際、現場仕事は無理でしたよ。そのあと異動した総務課も、同じくらい無理でしたけど。体を動かしてないと、どうも……」

「現場から外されたら、どうせ辞めるだろうなとは思ってたさ」

　ハイエナは帽子を脱ぎ、手でもてあそびはじめた。

「色々引っかき回したあげく、今さらうちでアルバイトを始めるとは、これっぽっちも予想してなかったが」

「それは、まあ……なんていうか──」

　灰崎はレジ袋からおにぎりを取りだして、透明のフィルムを剥むいた。海の苔りはきれいに巻けた。具はツナマヨネーズだ。あっという間に食べてしまった。

「……やっぱり、放っておくのは違うよなって。前途ある子供たちを、できるだけ巻きこみたくなかったんですよね。うん……」

「そんなのは、ちゃんとした大人の台詞せりふだ」

「大人ですけど？　あっ──」

　ハイエナに額を小突かれた。デコピンだった。灰崎は額を押さえてハイエナを睨にらんだ。

「……ってぇ。何するんですか。そういう時代じゃないっすよ」

「時代なんぞ知るか」

「マジでもう、通用しないですから」

「そうかよ」

　ハイエナはしゃがんで灰はい崎ざきと目線を合わせた。この男の腫れぼったい瞼まぶたの下で光る薄い色の瞳には何が見えているのか。

　ドールこと紫し摩ま曈とう子こは、かつてハイエナの相棒だった。

　ハイエナとドール。ダリア２は特案実働部隊の最精鋭だったのだ。

　ダリア２は数々の特定事案を処理しながら、サリヴァンという謎の人物を追っていた。その途中で、べつに袂たもとを分かったわけじゃない。特案は人材不足だった。後進を育成するために、二人はそれぞれ新人や中堅どころと組んだ。カワウソこと灰崎逸いつ也やもドールの教えを受けた。あげくの果てに恩を仇あだで返した。彼女を死なせてしまった。

　ハイエナは灰崎を責めなかった。それどころか、そのあと短期間だが灰崎と組んだ。

　灰崎を実働部隊から外すよう、ハイエナが上司の久く藤どう課長に進言したのはなぜなのか。あのまま灰崎が現場に出つづけていたら、どうなっていただろう。灰崎はたぶん自暴自棄になって危険を冒し、死に場所を求めるような行動をとっていたに違いない。

　ハイエナのおかげで、灰崎は命拾いしたのだ。

「カワウソ。外部協力者なんて半ハン端パな形じゃなくて、俺の下につく気はあるか」

「……課長がどう言うかな。予算とか。そっちにも都合があるんじゃ」

「そのへんは俺がなんとかする」

「本気ですか？」

「阿あ呆ほう。冗談でこんなこと言うかよ」

　ハイエナは立ち上がって帽子を被かぶった。

「クチナシは実験台モルモツトだ。俺は反対だったが、逆に餓鬼どものお守りをさせられる羽目になっちまった」

「課長が考えそうなことですね……」

「おまえの学校での仕事ぶりは調べさせてもらった。子供の相手は得意なんだろ」

「だから、手伝えって？」

「無理にとは言わん」

　ハイエナは灰崎に背を向けた。オルバーは灰崎の首に巻きついたままだ。

　灰崎はオルバーの被毛を撫なでた。

　微かすかに手が震えている。

「……ニセバチは、どれだけ残ってるんですか？」

「こないだ二匹潰された」

　ハイエナは部屋を出る寸前に足を止めた。その左肩のあたりから真っ黒いスズメバチのような人外が飛び立ち、低く翅は音おとを響かせながら空中停止ホバリングした。ハイエナのどこかにひっついていたらしい。喪服のようなスーツの色が保護色になっていたのか。まったく気づかなかった。

「こいつ以外は外にいる。あと十一匹だ」

「……おれと組んだときは、たしか二十四匹でしたよね。ニセバチの毒は一回きりでしょ。毒を使っちゃったニセバチは、ミセバチみたいなものだって」

「ダジャレかよ」

「そっちが言ったんですよ」

「覚えてねえな」

「まだ毒が残ってるのは……そのうち、何匹なんですか」

「相棒でもねえやつに、そこまで教えられるかよ」

　ハイエナは軽く笑って部屋をあとにした。

　灰はい崎ざきはレジ袋の中からチョコレートを取りだして齧かじった。やけに甘かった。首に巻きついているオルバーをふたたび撫なでた。灰崎逸いつ也やは一人じゃない。いつだってオルバーが一緒にいてくれる。だから、怖いもの知らずでいられた。自分のせいで紫し摩ま曈とう子こを死なせてしまうまでは。

「オルバー」

　いつしか手の震えは止まっていた。

「おれにもまだ、やれることがあるみたいだよ。──先輩……」
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　帰宅するのが少し遅くなってしまったので、食堂の空気がいつもより張りつめていた。

　近所の人たちがお屋敷と呼ぶ白しら玉たま家は、手入れされた生け垣に囲まれていて、庭には池や雑木林、東あず屋まやがあり、母おも屋やの他に離れと倉と車庫がある。

　母屋の食堂は、学校の教室を少し細長くしたような部屋だ。祖父母と孫娘の三人には広すぎる。

　木製の黒ずんだ食卓は、堂々としていて立派だけれど、古めかしい。祖父は必ず食堂の窓を背にして、一番奥の席につく。祖母は祖父の右斜め前の席で、龍りゆ子うこは祖父から見て左側のもっとも離れた席だ。

　夕食は、白身魚の西京焼き、吸い物、ほうれん草のおひたし、おからの煮物、卵焼きと黒豆、ご飯だった。吸い物からは、まだ仄ほのかに湯気が上がっている。

「冷めますよ」

　祖母がぽつりと言うと、祖父は咳せき払ばらいをして食卓に両手をついた。祖父の半開きの目が龍子を見すえている。何を言われるのだろう。ひやひやする。

「学校で、また何かおかしなことが起こっているようだな」

　龍りゆ子うこはうなずいてから、「はい」と答えた。口の中がやけに乾いている。

　祖父が右手の指で食卓を叩たたきはじめた。掌てのひらの底の部分だけ固定して、五本の指の先で、トントントン……と。あの音を耳にすると、龍子は息苦しくなってきて、思わずチヌが中にいるポシェットを抱きしめてしまう。

「なぜ黙ってる」

　祖父は指で食卓を叩くのをやめない。目をそらしたら祖父は機嫌を損ねる。わかっているのに、龍子はうつむいてしまった。

「だいたい、何だそれは。そのバッグみたいなもの。どうしてそんなものを食事の席に持ってきてるのかと訊きいてるんだ。ファッションか。おかしいだろう。どうなんだ」

「その子はいつも持ってますよ」

　祖母が呆あきれたような声音で口を挟んだ。

「わかってる。そんなことは」

　祖父はほとんど怒鳴るように言った。その間だけ、トントントン……という例の音が鳴りやんだ。

「なぜ話もろくにできないんだ。事件だか事故だか知らんが、学校で何かあったら説明しなさい。そのくらいのことができなくてどうするんだ。それとも、口をききたくないのか。ずっと黙っているつもりか。いいか。人間はな、目を見て話さないと、お互い何もわからんのだ。もう中学校二年生だろう。少しは物を考えろ。ちゃんと頭を使わんと、人に利用されるだけで終わるぞ。そういうろくでもない人間を大勢見てきた。おまえもあいつらと同じようになりたいのか。どうなんだ」

「……わ、わか……わかりません」

「何がわからんのだ」

「考えて……頭を、使って……」

「どこが頭を使ってるんだ。しっかり目を見て話せと言っただろう」

「……はい」

　龍子はおそるおそる顔を上げた。

　祖父の目つきは、まるで龍子を憎悪しているかのようだ。もちろん、そんなことはありえない。祖父は龍子を憎んでいるのではない。龍子に対して怒っているのだ。

　祖父は外から白しら玉たま家に入った。曾そう祖そ父ふが市長だった頃、祖父は市役所で働いていた。とても優秀だったから、見込まれて白玉家の婿養子になった。白玉家の資産や事業を受け継いで、市会議員も務めた。祖父は頭がいい人で、昔から自分にも他人にも厳しいのだ。

　心配してくれているのに。そうだ。祖父は龍子の身を案じてくれている。それなのに、龍子はぐずぐずするばかりで、学校での出来事を説明することもできずにいる。今に始まったことじゃない。いつもこんな具合だ。祖父が腹を立てるのも無理はない。

「……学校、は……」

「もういい」

　祖父は指で食卓を叩たたくのをやめ、右手を額に押しつけた。顔をしかめている。祖父は四年前に大病を患った。しばらくしてから祖母が病名を教えてくれたが、癌がんだったのだ。病気になるまでは剣道と柔道をたしなみ、ゴルフにもよく行っていた。でも、最近では週に一度、剣道場に通うくらいだ。食もめっきり細くなった。

「……大丈夫、ですか？　お祖じ父い様さま……？」

「何がだ」

　祖父はぎろりと龍りゆ子うこを睨にらみつけた。

「そのバッグを部屋に置いてこい。食事のときには金輪際、持ちこむな。居酒屋や喫茶店でもあるまいし。目障ざわりだ」

「で、でも……」

　龍子が口答えしようとした瞬間、祖父の顔面が引きつった。もし祖母が「龍子」と冷たい声音で割りこまなければ、きっと祖父は今度こそ激げき昂こうしていただろう。

「その鞄かばん、見えないところに置いておきなさい。明日あしたからは食堂に鞄を持ってこないでちょうだい」

「……はい、お祖ば母あ様さま」

　龍子は斜めがけしていたポシェットを外して、隣の空いた椅子の座面にそっと置いた。心の中で、ごめんなさい、とチヌに謝っておいた。祖母に礼を言おうとも思った。けれども、見れば祖母はそっぽを向いていて、龍子と目を合わせようとしない。

　祖父が激怒しそうになると、祖母は決まってとりなしてくれる。龍子を庇かばってくれているのだ。ただ、祖母と親しく会話を交わした記憶が、龍子には一つもない。たまに祖母のことがわからなくなる。それどころか、正直、龍子には皆目見当がつかない。祖母はどういう人なのだろう。

「食べなさい」

　祖父がそう告げたら、たとえ食欲が湧かなくても食事に取りかからないといけない。

「いただきます」

　祖母が一礼して箸を取った。龍子もそうした。祖父は、いただきます、とは言わない。黙って箸を持ち、まずお吸い物を啜すする。祖父が病気をしてから、白しら玉たま家の食卓に味み噌そ汁しるが出ることはなくなった。塩分を控えるためだ。どの料理も全体的に味つけが薄い。

　料理は祖母が作る。

　昔は、フミサン、という家事全般をする女性がいた。いつの間にかいなくなった。

　龍子は祖母が料理をしているところを数回しか見たことがない。何年か前に台所で祖母の後ろ姿を眺めていたら、やめてちょうだい、と言われた。それきりだ。

　あのことを祖父母に話さないといけない。どうやって切りだせばいいだろう。




「──っ……」

　龍りゆ子うこは息をのんだ。

　しばらくの間、箸を持ったまま、何もしていなかったらしい。ところが、ご飯やお吸い物がいくらか減っている。卵焼きや西京焼きも食べたあとがある。

　食べた気はしない。龍子は何も覚えていない。ぼうっとしていたのだ。あのことを話さないといけないのに。あのことを。あのこと。何だっけ。よくわからない。

　わからないわけがない。そうだ。相談しないと。あの件だ。特定事案対策室。政府の機関だ。仕事をしないかと持ちかけられている。やるにせよ、やらないにせよ、祖父母に黙っているわけにはいかない。これは大事なことだ。説明しないといけない。ちゃんと話さないと。

　さっき祖父が言っていた。目を見て話すのだ。さもないと、お互い何もわからない。

　どこから話せばいいのだろう。人外。チヌラーシャ。まずはチヌのことだ。そこから話すべきだろう。祖父母には見えない、チヌのことを。理解してもらえるだろうか。




「──っ……」

　まただ。龍子は箸を持っている。ご飯やお吸い物は少し減っている。卵焼きはもうない。食べたのだ。誰が？　龍子だ。いつの間に？　覚えがない。ぼうっとしていた。

　祖父母にあのことを話そう。どうやって？　わからない。でも、話さないと。考えていたはずなのに。

　祖父が箸置きに箸を置いてため息をついた。龍子は胸が締めつけられた。

「あら」

　祖母が言った。祖父は椅子から立ち上がった。

「もういいんですか」

　祖母が訊きくと、祖父は「いい」とだけ答えて食堂から出ていった。荒々しい足どりではなかったし、ドアも静かに閉めた。それでも、祖父が上機嫌だったとはとても思えない。

「龍子」

　こんなときでも、祖母はまるで他ひ人と事ごとのような言い方をする。

「お体に障さわったら困るわ。お祖じ父い様さまを怒らせないでちょうだい」

「はい」

　龍子も箸を置きたかった。これ以上、食べられそうにない。しかし、祖母がせっかく用意してくれた食事だ。残すわけにはいかない。

「ごめんなさい、お祖ば母あ様さま……」
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　決断するのに時間はかからなかった。一応、一日か二日は考えるつもりだったのだけれど、一眠りして目が覚めたら飛とびの心は決まっていた。飛がベッドで身を起こす前に、床の上からバクが訊きいてきた。

「いいんだな？」

「うん」

　朝、登校したら、靴箱で龍りゆ子うこが待っていた。

「……あのう、それで──あの件は？」

「僕は決めた」

「そう……ですか」

「龍子は？」

「わたし、も……決めた──と、いうか……難しい、というか。わたしの場合、たとえ一週間あったとしても、そう……ですね、わたしには、どうしても……」

「アァ？」

　バクが軽く身じろぎして首を突っこんできた。

「はっきりしねえな。つまり、どういうこった？」

「ええと、ですから……」

　飛と龍子は廊下を並んで歩いていた。飛がずいぶん速度を落とさないと、龍子は遅れてしまう。今にも止まりそうだ。

「……無理なんです、わたしには」

「無理ィ？」

　バクは放っておいたら龍子に躍りかかりそうな勢いだ。飛はストラップをきつく握ってバクを引き寄せた。止まりそうどころか、すでに二人とも立ち止まっている。

　龍子は下を向いて、自分の胸にポシェットをぎゅうぎゅう押しつけた。

「……わたし、両親が──亡くなってしまったので、祖父母が……わたしを引き取って、養子にしてくれて。だから……戸籍上、祖父母は、わたしのお父さんとお母さんで。でも、お祖じ父い様さまと、お祖ば母あ様さまなんです」

「うん……」

　飛はうなずいてみたものの、龍子の話は要領をえない。バクが苛いらついている。

「お龍、おまえ、何が言いてえんだよッ」

「……ですから、その……色々なことを……ざっくばらんに打ち明けられるような間柄じゃない、というか。余計な気苦労をかけるわけにもいきませんし……全部、わたしのせいなんですけど。わたしがもっと、はきはきしていて、お祖じ父い様さまのように賢ければ、こんなふうにはなっていないはずで……」

　龍りゆ子うこは飛とびよりずっとはきはきしている。飛が思うに、愚かでもない。でも、きっとそういうことではないのだろう。龍子は祖父母に気を遣っているのだ。

　飛も龍子も親がいない。けれども、龍子には親代わりがいる。しかも、実の祖父母だ。何をするにせよ、無視して事を進めるわけにはいかない。実際問題、そんなことはできないだろう。

　飛と龍子では事情が違う。たぶん、ずいぶん違っている。

「そっか」

「はい。ごめんなさい……」

「謝ることないよ」

「……はい。ごめんなさい……」

「あのよォ──」

　バクが何か言おうとしたので、飛は軽く肘打ちをお見舞いしてやった。

　そのあと教室で萌も日に花かに飛の意思を伝えた。萌日花に段取りをつけてもらい、ハイエナに会いに行くことになった。龍子もちゃんと自分の口で断りたいという。それならばと、同行することになった。

　放課後、学校を出て萌日花についてゆくと、道端に銀色のワンボックスカーが停とまっていた。飛たちは後部座席に乗りこみ、あの古いマンションの車寄せで車を降りた。

　６０３号室にはハイエナともう一人、パンツスーツ姿で首にスマホをぶら下げている小柄な女性がいた。女性は颯さつ爽そうと飛と龍子に歩み寄ってきて、名刺を手渡した。

「ヤシキといいます。弟おと切ぎり飛くんと白しら玉たま龍子さんですね？　初めまして」

　名刺には、内閣情報調査室、総務課、主任、八や式しき佐さ香か音ね、とあった。声が低くてハスキーだが、身のこなしに躍動感がある。感じのいい女性だ。

　ハイエナも名刺をくれた。ハイエナの名刺には、内閣情報調査室、管理課、係長、翻ほん田だ麗れい一いち、と印刷されていた。

「もしうちと契約することになったら、ヤシキが窓口になって手続きしてもらう。わからんことがあったら、何でも聞け。彼女はたぶん、うちで一番まともな人間だ」

「一番まともな人間です。よろしく」

　ヤシキが笑顔で手を差しだしてきた。飛は思わず握手してしまった。小さい手だったが、力はわりと強かった。

　龍子はヤシキとの握手を拒んだ。

「……あの、わたしは、その──実は、お断りさせてもらおうかと」

「そうなの？」

　ヤシキはスツールに座っている萌も日に花かを見た。萌日花は肩をすくめた。浮かない顔をしている。学校で龍りゆ子うこの意向を知って以来、ずっとだ。

「ま、しょうがないよ」

「そうだな」

　ハイエナは平然としている。あるいは、この男は予想していたのかもしれない。飛とびはスカウトを受うけ容いれて、龍子は断る。最初から織りこみ済みだったのではないか。

「どっちにしても、これっきりとはいかない。座ってくれ」

　ハイエナとヤシキ、飛と龍子が、向かい合わせになっている二台のソファーにそれぞれ腰を下ろした。バクはすぐ隣に置いた。

「で、きみはどうする？」

　ハイエナはすでに萌日花から聞いているはずだ。それでもあえて訊きいたのだろう。

「やるよ」

　飛は膝に手をついて頭を下げた。

「お願いします」

　そんなことをした自分に内心ちょっと驚いた。顔を上げると、ハイエナも意表を衝つかれたのか、眉根を寄せて唇を変な形にひん曲げていた。

「……いや。おう。そうか。うん。まあ、こっちこそ、ええ、何だ……」

「じゃ、契約ですね」

　ヤシキが立ち上がって、スマホを手にした。どこかに電話をかけているらしい。ヤシキはスマホを耳に当ててその場を離れた。

「もしもしヤシキです、はい、ええ、そうです、例の、はい──」

「仕事が早いんだ。せっかちでな」

　ハイエナが小声で言うと、ヤシキが振り向いた。

「聞こえてますよ。おまけに地獄耳だなんて言ったら、ただじゃおきませんから」

「言わねえよ」

「どうだか」

　ヤシキはキッチンのあたりを歩き回りながら、電話の相手と話しこみはじめた。

「さて──」

　ハイエナはソファーの背もたれに引っかけていた黒い帽子を手に取った。

「そうと決まれば、仕事の準備に取りかかってもらうことになる。暗号名コードネームも決めねえとな。当面は、弟おと切ぎりでいいか？」

「べつに、どうとでも」

「弟切」

　ハイエナは帽子をぐるりと回した。

「めずらしい名字だよな。調べたんだが、全国探しても、弟おと切ぎりって名字を持つ人間はきみしかいない」

「……僕だけ？」

「ああ」

　ハイエナはうなずいた。

　飛とびは兄がいなくなって保護されたあと、無戸籍だと判明して、戸籍を作ってもらった。その際、自分の名前を覚えていたので、弟切飛になった。

　あのアパートで兄に字を教わった。ひらがなだけじゃない。漢字で、弟切飛、と書く練習をした。兄に褒められるのが嬉うれしくて、何回も書いた。

　弟切飛という人間はもともと存在しなかった。

　弟切潟せきという人間も存在しない。

　潟と飛の親にあたる、弟切某なにがしという人物もいない。誰かが潟や飛を産んだのだろうが、何の手がかりもない。

「いい名前だと、思いますけど……」

　龍りゆ子うこが飛の腿ももに手をのばした。ふれようとしたのだろうか。

「──はっ……」

　でも、龍子は途中で手を引っこめ、頭を激しく左右に振った。

「すっ……すみません、わたし、なんとなく……ですから、その……」

「あぁ。うん……」

「お仕事、がんばってくださいね、飛！」

　龍子は胸の前で両手を握り締めた。ダブルのガッツポーズだ。

「手伝うことはできませんけど、わたし、応援してますから！　遠くから──」

　そこまで言ったところで、首をひねった。

「遠く……なんでしょうか？　あの、お仕事というのは具体的にどういう……？」

　ハイエナが口を開こうとしたが、萌も日に花かに先を越された。

「教えられないの。龍子には悪いけど」

「あ──」

　龍子はうつむいて、膝と膝の間に両手を無理やり潜りこませた。

「……です、よね。わたしは……部外者、ですし。重要な……秘密の仕事ですもんね」

「ごめん……」

　萌日花も下を向いてしまった。申し訳なさそうだ。それだけなのか。萌日花は何かずいぶんしょんぼりしている。なぜそんなに意気消沈しているのだろう。龍子が特案の仕事をしないとしても、クラスは同じだ。学校に行けば会える。そこは今までと変わらない。

　変わらないはずだ。違うのか。

「まあ、詳しいことまではな……」

　ハイエナは帽子を目ま深ぶかに被かぶった。

「とはいえ、何も言わないで急にってのも、あれだろ。場所だの何だのを特定できるような情報は明かせねえが、そうだな……弟おと切ぎりと萌も日に花かには、ある学校を調査してもらう」

「ある、がっこう」

　龍りゆ子うこは鸚おう鵡む返しに言った。まるで聞いたことのない単語を生まれて初めて発音したかのようだった。

「……なるほど。学校でしたら、学生や教員じゃないと、なかなか入りこめないでしょうし。飛とびと萌日花が、その学校に──と、いうことは……え？」

「転校してもらう」

　ハイエナはあえてさらりと直接的な表現で言ったのかもしれない。おかげで飛はすんなりと理解することができた。

　そんなわけがない。

「……えっ！」

　飛は龍子と顔を見合わせた。

　龍子は目を真ん丸くし、なぜかおちょぼ口になっていた。
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　ここはどこだろう。

　もといた場所からはだいぶ離れている。それは間違いない。

　意識を取り戻すと、雫しずく谷だにルカナは頑丈な箱の中に閉じこめられていた。狭くてほとんど身動きがとれない。振動や物音から、移動していることはわかった。たぶん、トラックのような車か何かに積まれて、どこかへ運ばれつつあるのだろう。

　わざわざ運ぶくらいだから、すぐに殺されることはなさそうだ。

　でも、ずいぶん時間が経たった。

　ルカナが入った箱は、途中で何か別のものに積み替えられたらしい。それ以来、振動というよりも揺れるようになった。きっと船だ。川だろうか。海なのではないか。外国に移送されるのはいやだ。そのぶんＳ様から離れてしまう。むろん、離れていてもＳ様とルカナは繋つながっている。この繋がりを断ちきることは誰にもできない。そうはいっても、離れたくはない。なるべく近くにいたい。Ｓ様をそばに感じたい。

　箱の中は真っ暗闇だが、Ｓ様を思うとき、ルカナは目をつぶる。

　──すごいな、ルカナは。素そ質しつがあったんだ。

　Ｓ様がさわってくれた。Ｓ様の手がふれると、その部分に電流のようなものが走った。それがルカナの全身に広がっていった。みるみるうちに全部の細胞が新しく作り直されてゆくような心地がした。色々な既成概念がどんどん覆くつがえされて、世界の解釈が次々と書き換えられていった。それはちょっとしたビッグバンだ。宇宙が始まるように、新しいルカナが始まった。

　──燼じんになっても、意識を保っている。すばらしいよ。

　Ｓ様が褒めてくれた。Ｓ様に認められた。Ｓ様の言うとおりにしてよかった。

「あいしてる」

　ルカナは自分の気持ちを素直に、もっとも純粋な形で言葉にした。

「Ｓ様、愛してる」

　愛。辞書を引かなくても、ルカナは記憶力に自信があるし、字義は覚えている。広こう辞じ苑えんによれば、愛とは親兄弟がいつくしみ合う心で、人間や生物への思いやりだ。あるいは、相手を慕う情。恋、ともいう。もしくは、かわいがること、大切にすることを指す。仏教における、渇愛。対象に対する強い欲望のことでもある。キリスト教では、神が人間をあまねく限りなくいつくしみ、救いのために自らを与えること、また、神の愛に恵まれた人間が、互いにいつくしみ合うことを、愛、アガペーと呼ぶ。

　違う。すべて間違っている。それらはみんな、愛じゃない。

　愛とは今、ルカナを満たしているものだ。これこそが真実の愛だ。ルカナは愛を知った。自分はＳ様のために存在しているのだ。そう断言できる。ルカナはＳ様を守ろうとした。そのことに後悔はない。敵に何かされて、こうなっている。この結果には申し訳なさを覚えているし、不安もなくはない。でも、Ｓ様のことだ。無事だろう。絶対に。

　つまり、こういうことだ。ルカナはＳ様の代わりに捕まった。Ｓ様の身代わりになることができた。愛ゆえだ。この献身こそが愛なのだ。

「愛してる」「Ｓ様。愛してる」「愛──」「愛してる」

　何度も何度もＳ様への愛を呟つぶやいている間に、ルカナ入りの箱をのせた船はどこかへ到着したようだ。

　外国じゃない。ルカナはそう判断した。外国ならもっと時間がかかる。国内だ。日本の領海内。せめてスマホがあれば。そうすれば、ルカナは何だって調べられる。ハッキングはお手の物だ。ネットを利用して適切な方法で調べれば、どんなプログラム言語の、どんなコードだって見つかる。それらを繋つなげたり、手直ししたりすれば、たいていのことはできてしまう。今のルカナには簡単なことだ。新しく生まれ変わったルカナには。

　サイファと別々だった頃は、わかっているようでわかっていなかったことが、何もかもはっきりと理解できる。あらゆることを知り尽くしている必要などまったくない。ただどうやって知るか、その方法と、知りえた情報の使い方さえ把握していればいい。

　そういうことだったのだ。

　Ｓ様は全知全能の神じゃない。ただ知識や知恵の利用法を知っていて、正しく使いこなせる。そうすれば、全知全能じゃなくても、神になれる。

「Ｓ様。……愛してる。あたしの、神様……」

　ルカナ入りの箱は台車か何かで移動させられている。今度はエレベーターか。下降している。ここは海。日本の領海内、洋上の施設か何か。エレベーターで、その下へ。

「あたし、怖くない」

　ルカナは闇の中でふたたび目をつぶる。

　──すごいな、ルカナは。素そ質しつがあったんだ。

　Ｓ様がルカナにふれる。その部分に電流のようなものが走る。ルカナは蘇そ生せいする。生まれ変わる。ルカナにとってのビッグバン。それはＳ様が引き起こした。ルカナという宇宙がまた始まる。

　──燼じんになっても、意識を保っている。すばらしいよ。

　何度でも、Ｓ様が褒めてくれる。

「Ｓ様」

　何度でも、Ｓ様のために生まれ変わる。

「心から、魂から、愛してる」

　エレベーターが停止する。

　ここは海。

　海の底。

　台車がエレベーターを出る。

　ルカナは外界から隔離されて、閉じこめられるのだろう。

「でも、来てくれる」

　信じているのではない。

「Ｓ様が、きっと──」

　ルカナにはわかるのだ。

　必要になったら、Ｓ様はルカナを迎えにきてくれる。それまで、ルカナは何度でも目をつぶる。

　──すごいな、ルカナは。素質があったんだ。

　何度でも、Ｓ様がルカナにふれてくれる。その部分に電流のようなものが走り、ビッグバンが起こる。生まれ変わって、ルカナという宇宙がまた始まる。

　──燼になっても、意識を保っている。すばらしいよ。
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　二年三組は表面上、平穏を取り戻しつつある。

　萌も日に花か曰いわく、雫しず谷くだにが生徒たちのスマホに仕込んだとおぼしきアプリは、特案が動いて密ひそかに削除して回っているらしい。萌日花が人外再発者を特定し、特案の技術者がハッキングだか何だかして、アプリを消去するのだとか。ご苦労なことだ。

　今のところ、柊ひいらぎ伊い都と葉はの人外蝶ちようのような危険な人外は見つかっていない。

　雫谷はこれ以上悪さができないので、大きな事件はもう起こらないだろう。

　飛とびは登校したり、休まされてあちこちに連れて行かれたり、知らない人と会ったりした。書類を読み聞かせられ、名前を書かされて、失敗すると書き直した。印鑑も押した。掠かすれたりずれたりして、何回も押し直した。それから、編入試験とやらを受けさせられた。とにかく、ばたばたしているうちに日々が過ぎた。

　その日曜日の夕方は、久しぶりに何の予定もなかった。

　横になってだらだらしていてもいいし、夕飯の時間になったら部屋を出て食べてもいい。気が乗らなければ食べなくてもいい。明日の朝、少ない荷物を持ってこの施設を出たら、二度と戻ってくることはない。施設の職員への挨拶はすませた。入所者たちには昨日、土曜の夕食時間に、退所することになったとだけ伝えた。退所時の挨拶は施設の習わしだ。皆の前に出て一言二言話すだけだし、何ということもなかった。

　飛はバクを背もたれ代わりにしてベッドに腰かけ、スマホをいじっていた。仕事で必要だからと買い与えられたのだ。

　通話は覚えた。ハイエナ、萌日花、総務課のヤシキ、それから、いつもワンボックスカーを運転しているワラビーという男の電話番号は登録済みだ。

　ワラビーはもちろん暗号名コードネームだが、彼とヤシキには飛から連絡しないといけない機会が何度かあったので、電話をかけた。萌日花からは二回、電話がかかってきた。一回目は、飛が「何か用」と訊きいたら、萌日花は『や、テスト』とだけ答えて切った。二回目は『何してるの？』と尋ねられたので、「べつに何も」と正直に言ったら、『わ、つまんない』と非難された。理不尽だ。そのうち萌日花が電話の向こうで何か他のことをしはじめたので、飛は「切るよ」と宣言して通話を終了させた。

　ヤシキが電話番号からテキストメッセージを送る方法を教えてくれた。これもなんとか使える。あとは、メールの送受信もどうにかなりそうだ。ヤシキがメールアドレスを作成だか登録だかしてくれた。アドレスはotobiritogiri@xxxxx.xxxだ。

　検索のやり方もわかった。画面の下に窓のような部分がある。ここに調べたい言葉を入力するだけでいい。

　日付や時刻、現在地の天気と気温は勝手に表示される。これは自分で変更できるらしい。ヤシキがそう言っていた。

　地図は見られる。これはとても便利そうだ。ヤシキは方向音痴で、スマホの地図がないとすぐ迷子になってしまうらしい。

　問題は文字入力だ。ヤシキは、使っていれば慣れる、すぐ速くなる、と励ましてくれたが、どうだろう。現時点では自信がない。

　情報の漏ろう洩えいを防ぐために色々と注意しないといけないことがあって、ヤシキから説明を受けた。これらもちゃんと守れるか、少しばかり不安だ。

　飛とびは動画サイトを閲覧していた。音量は聞こえるか聞こえないか、ぎりぎりの大きさだ。気がつくと、ずいぶん見つづけている。

「おもしれぇーか、飛」

　バクがあくび交じりに言った。眠たくはないはずだけれど、退屈なのだろう。

「……うーん」

　指で画面をスクロールさせ、別の動画を再生してみる。

「時間は無限に溶けそう」

「スマホは一日一時間とかって決めたほうがよさそうだな」

「そうかも……」

　イヤホンかヘッドホンのようなものがあるとよさそうだ。萌も日に花かはヘッドホンを持ち歩いている。来月から飛の口座に給料が振り込まれるし、買おうと思えば買えてしまう。

　飛は動画を終了させた。画面下部の窓に、へつど、まで入力したところで、誰かが部屋のドアをノックした。

「飛くん、いるかな？」

　職員だ。飛は入力した文字を削除した。

「います」

「お客さんが来てるんだけど──」





+++ + ++++






　玄関の外で龍りゆ子うこが待っていた。制服じゃない。私服姿だ。ワンピースを着て、赤いポシェットを斜めがけしている。玄関から出ると、龍子は飛に気づいて手を振った。

　飛は曖昧にうなずいて龍子に歩み寄った。振り返ると、数人の入所者が窓から様子をうかがっていた。

「ちょっと……歩く？」

「はい？」

　龍りゆ子うこは首を縦でも横でもなく斜めに振った。人目が気にならないのだろうか。気にする飛とびがおかしいのか。それでも、飛が歩きだすと龍子はついてきた。

「飛、バクは？」

「……あぁ。忘れてきた。部屋に」

「いいんですか？」

「うん。いい。大丈夫」

　飛はポケットに手を突っこんだ。スマホはポケットに入れてきた。職員は来客者の名を教えてくれた。訪ねてきたのが龍子だということはわかっていた。バクを連れてくることもできた。でも飛は泡を食ってバクを持たずに部屋を出てしまった。

　慌てていたのは事実だし、部屋を出る直前、バクに呼び止められたような気もするけれど、よく聞こえなかった。わざと無視したわけじゃない。それとも、わざとだったのか。だとしたら、なぜそんなことをしたのだろう。正直、飛にもわからない。

「……連れてきたほうがいい？」

「バク？」

「うん」

「バクにも、会いたいですけど……」

　龍子は言いよどんで、口をつぐんだ。見ると、足あし許もとに目を落としている。

　しばらく黙って歩いた。

「なんか、今さら──」

　バクをとりに戻るのは億おつ劫くうだ。飛は言いかけてやめた。

「今さら？」

　龍子に訊きかれて、飛は首を横に振った。バクは次に龍子と会うとき連れてくればいい。

　二人は浅あさ川かわを渡る橋に差しかかった。

「欄干」

　龍子が橋の欄干に手をのばした。

「上がらないの？」

「上がらないよ」

「どうして？」

　車通りはあるものの、歩道は閑散としている。こちら側の歩道を歩いているのは飛と龍子だけだ。

「……なんでかな」

「わたし、上がってみようかな」

　龍子は一瞬、足を止めかけた。

「やめといたほうが」














「危ない？」

「落ちたら、困るし」

「そうですよね」

　龍りゆ子うこはちょっとだけ口を尖とがらせた。

「うん」

　飛とびはうなずいた。龍子は腰のあたりで両手を組み、少し前まえ屈かがみになった。

「わたしも飛みたいに、運動神経がよければな……」

「欄干、上がる？」

　飛が尋ねると、龍子は真顔で「必ず」と答えた。

「変に思われるよ」

「それはかまわないです」

「かまわないんだ……」

「飛は気にしないでしょう？」

「そんなこと、ないけど」

「本当に？」

「まあ、あんまり気にしないけど」

　龍子がくすくす笑う。つられて飛もほんの少しだけ笑ってしまった。

「そうだ」

　笑い顔のまま、龍子はいかにも、今、思いだした、というふうに訊きいてきた。

「どうでした？　編入試験」

「あぁ……」

　飛は龍子から目をそらした。

「簡単だった」

「勉強したの？」

「僕はカンニングしたから」

「どうやって？」

「ずっきゅんが」

「サラマンダーさん？」

「普通の人には見えないし、聞こえないから。答えを教えてもらって、それで」

「なるほど。ズルしたんですね」

　責めるような口調だった。ちらりと表情をうかがうと、龍子は笑っていた。

「仕事だし」

「必要なことだったから？」

「仕事上ね」

「萌も日に花かは？」

「自力」

　飛とびがそう言うと、龍りゆ子うこは感心したように息をついた。

「萌日花は頭がいいから」

「僕からしたら、萌日花のほうがズルいよ」

「どうして？」

「だって、あんなわけわかんない問題、ぱぱって解けちゃうなんてさ」

「うらやましいです。萌日花みたいな人は、受験なんかも苦労しないんだろうな」

「受験、か」

「飛は勉強している？」

「テストの前とか、少しはね」

「わたしは、なるべくたくさんするようにしています。要領が悪いから、人よりがんばらないと、ちゃんと覚えられないので」

「そんなふうには見えないけど」

「何でもがんばらないと、わたしは無理なの」

　話している間に橋を渡りきってしまった。

　ずいぶんゆっくり歩いたつもりなのに。

「引き返そうか」

「ええ」

　二人同時に回れ右をした。龍子はなかなか歩きだそうとしなかった。飛が足を前に踏みだすと、ようやく龍子はついてきた。

　十秒かそこら、どちらも口を開かなかった。何か話したい。でも、何を話せばいいのか。飛は十分でも一時間でも、丸一日だろうと黙っていられる。いつだったか、バクと喧けん嘩かして、三日間くらい誰ともしゃべらなかった。たいしてつらくはなかった。今と違って。

「ここで、初めて飛と話したんですよね」

　龍子が沈黙を破ってくれて、飛は心底ほっとした。

「そうだっけ」

「はい」

「そっか」

「飛は欄干に座ってた」

「うん」

「屋上にも、よく座ってましたね」

「……まあ」

「見て、飛」

　龍りゆ子うこが立ち止まった。

「夕ゆう陽ひがきれい」

　欄干に手をかけて、背伸びをする。

　浅あさ川かわの水面は凪ないでいた。橙だいだ色いいろに染まって、まばゆいほどに輝いている。

「うん──」

　飛とびは目を細めた。

「龍子」

「はい」

「あのさ」

　飛はポケットからスマホを出した。

「連絡先……あ、ええと、メールアドレスもあるんだけど……電話番号のほうがいいかな。ＳＭＳだっけ。テキストのメッセージとかも送れるみたいだし」

「いいの？」

　龍子もスマホを取りだして、画面に自分の電話番号を表示してみせた。

「わたしの番号です」

　飛は電話帳に龍子の電話番号を登録した。名前を入力するのにやや手間取ったけれど、無事完了した。

「これで、連絡できるし」

「そうですね」

　龍子は両手で握り締めた自分のスマホを見つめて、にやにやしている。

「何？」

「嬉うれしくて」

「……そっか」

「わたしね」

「うん」

「さよならを言いにきたんじゃないんです。さよならじゃないから」

　龍子は右手を出した。

「なので、また」

　飛は龍子の右手を握った。龍子の手はひんやりしていた。骨が細くて、強く握ったら消えてしまいそうだった。

「またね」

　龍子は頬ほおを緩めてうなずいた。

「はい」
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　病院の廊下を歩いていたら、通話禁止、という掲示物が目に入った。龍りゆ子うこは息をのんで足を止めた。いつの間にかスマホを手にしていた。意識していなかった。この頃、いつもこうだ。学校でも、家でも、その行き帰りも。龍子は咳せき払ばらいをしてスマホをしまった。

　今日も浅あさ宮みや忍しのぶは四人部屋の病室で一人きりだった。窓のほうに体を向けて、ベッドに座っている。

「こんにちは、浅宮くん」

　龍子が正面に立っても、浅宮は前髪をいじりながら両足をぶらぶらさせるばかりで、何の反応もない。スリッパは離ればなれで床に転がっている。

「お加減はいかがですか。顔色は悪くなさそうですけど──」

　龍子はポシェットを開けてチヌを出した。肩に登ろうとするチヌを両腕で抱いた。

「いいお天気ですね。雲一つない青空とはこのことです。わたし、雨が少し苦手でして。嫌いというより、どうしても気分が沈んでしまうので。でも、雨が降らないと農作物が育ちません。雨は天の恵みなんです。憂鬱になったら、そう思うことにしています」

　浅宮は龍子を見ない。まるで眼中にない。龍子はここにいる。すぐそばにいるのに。

「チヌ」

　龍りゆ子うこはチヌの角をさわった。硬くもやわらかくもない。不思議な感触だ。

「お願い」

　チヌが小さな口を開けた。えずくような仕し種ぐさをする。体内の有害な異物を吐きだそうとでもしているかのようだ。すぐだった。チヌの中からそれがせり出してきた。

　色というような色はない。表面に凹凸があって、細かく蠢しゆ動んどうしている。

　とても小さいけれど、顔に見える。浅あさ宮みや忍しのぶの顔だ。

「なんか……」

　小さな浅宮がしゃべりはじめた。

「よかったよなぁ……弟おと切ぎりと……友だちになれて……みゆは……大丈夫かなぁ……早く、よくなってくれたら……いいんだけど……あぁ……なんで……」

　聞こえる。浅宮の声だ。

　たぶん、浅宮が今、思っていることじゃない。浅宮の奥底に眠っていて、表にまで出てくることはない。本来なら聞こえるはずのない声だ。

　龍子は胸が苦しくなった。何か巨大な恐ろしいものが龍子を圧迫している。胸だけじゃない。龍子の全身を。もちろん、気のせいだ。龍子はただ怖がっているだけだ。怖くない、と自分に言い聞かせる。ちっとも恐ろしくなんかない。

　ここからだ。前回はうまくいかなかった。同じことを繰り返しに来たわけじゃない。結果を変えたければ、違うことをするのだ。

「大丈夫」

　龍子には考えがある。

「浅宮くん、わたしの声を聞いて……！」

　チヌは聞こえないはずの声を拾って、そのまま届けてくれる。それがチヌの力だ。

　実は、もう一つあった。

　こちらの声が聞こえていない相手に、龍子の声を届けてくれる。柊ひいらぎ伊い都と葉はは龍子の声に反応した。浅宮も、きっと。

「──っ……」

　急に浅宮が前髪をいじるのをやめて、顔を上げた。

　龍子を見てはいない。浅宮は病室の天井を振り仰いだ。それから、少しずつ目線を落としていった。

　チヌの口からこぼれ出そうな小さな浅宮は、黙りこくっている。

　浅宮もしゃべらない。

　目の前の龍子を見ている。

　正確には、龍子のほうに視線を向けている。

　龍りゆ子うこじゃない。浅あさ宮みやは龍子がいるあたりをぼんやりと見ているだけだ。

「ああ……」

　浅宮がまた前髪をつまんで、指に絡めた。

「うん……」

　発せられた声から意思を感じとるのは難しい。

「ああ……うん……」

　小さな浅宮も、言葉ともつかないような言葉を口にした。

「うん……ああ……うん……うん……」

「ああ……うん……うん……ああ……」

「うん……」「ああ……」「うん……」「ああ……」

「やめて」

　龍子はとっさに手でチヌの顔を覆った。掌てのひらに伝わってくる。

「ああ……うん……」

　小さな浅宮が繰り返している。

「ああ……うん……」

　浅宮も無意味な声を反復している。

「──やめて！」

　龍子はチヌをポシェットに押しこんで病室を出た。ここは病院なのだ。廊下を走ってはいけない。そうだ。静かに歩かないと。

　入院患者らしき寝間着姿の数人がエレベーターを待っている。龍子は階段を使うことにした。なるべく他ひ人と様さまに迷惑をかけたくない。

　階段を下りはじめる頃には、スマホを手にしていた。

　連絡は来ない。そんな気がする。

　飛とびは転校したのだ。新生活に慣れるだけでも大変だろう。それも、ただの転校じゃない。仕事がある。忙しいはずだ。龍子に連絡する余裕なんてあるわけがない。

　萌も日に花かは昨日、メールをくれた。転校前に連絡先を交換したとき、電話やＳＮＳよりメールのほうが都合がいいと言っていた。文面は短かった。


　元気～？　こっちは元気



　それだけだった。龍子もできるだけ短く返信しようとした。ところが、入力しているうちにけっこう長くなってしまったので、がんばってだいぶ削った。


　ご多忙の事と思いますので、返信は不要です。



　文末にそう書き加えておいた。龍子ができあがったメールを送ると、萌日花は間もなく返信してきた。


　りょ～か～い



　──とだけ。手間を取らせたくないから、返信はいらないと伝えたのに。返信はいらないと龍りゆ子うこがメールに書いたから、萌も日に花かは一言だけにしたのだろう。その一言すらなかったら、龍子は結局、寂しく感じていたかもしれない。

　ともかく、萌日花は以前からあの仕事をしている。飛とびは今回が初めてだ。萌日花よりも気苦労が多いだろう。だから、龍子に連絡する暇なんて、飛にはない。暇がないから。

　果たして、それだけだろうか。

　もう二度と、飛と会うことはない。連絡だって来ない。

　いっそ、そんなふうに考えておいたほうがいい。

　スマホを握り締めたまま一階まで下りて、受付カウンターの付近を通りすぎようとしたとき、龍子は長椅子に座っている人たちの顔を確認した。あれは知らない人。あの人も知らない。知らない人。知らない。あの人も。いない。

　いない。

　龍子は誰を捜しているのだろう。

　急いで階段を下りたわけでもないのに、息が切れている。これ以上、歩けそうにない。何台も並ぶ長椅子の端っこに、たまたま誰も座っていなかった。龍子はそこに腰を下ろした。ひとまず呼吸を整えないと。龍子は深呼吸をした。ふと思った。もしかしたら、スマホがサイレントモードになっているのかもしれない。

　確かめてみると、マナーモードにさえなっていなかった。

　当然、通知はない。誰からも連絡は来ていない。

　龍子は受付カウンター前のホールを見回した。誰もいない。知っている人は、誰も。もちろん、飛も、萌日花もいない。いるはずがない。捜しているわけじゃない。あたりまえだ。いるはずがないのだから。龍子のように、飛も一人で浅あさ宮みや忍しのぶの見舞いに訪れているかもしれない。そんなことは考えなかった。一瞬、脳裏をよぎっただけだ。ありえるかもしれないとは思わなかった。万に一つもないと即座に打ち消した。

　龍子は浅宮が気がかりで見舞いに来たはずだ。何か浅宮を救う方法はないだろうか。やれるだけのことはやってみよう。だめだったけれど。

「わたし──」

　本当に浅宮を心配しているのだろうか。自分の無力さに打ちのめされている。それは間違いない。龍子は浅宮を案じるよりも、ひたすら気落ちしている。

　それだけじゃない。飛から連絡が来なくて落胆している。期待するのがつらいから、もうあきらめてしまいたい。そのほうがきっと楽だから。

「だめな子……」
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　白しら玉たま龍りゆ子うこというのは本当の名前じゃない。龍子はもともと夏か治じ龍子だった。

　夏治龍りゆ介うすけという人がいて、ある日、白玉蓉よう子こと恋に落ちた。

　龍介と蓉子はすぐに結婚を意識したけれど、蓉子の父親が絶対に許さなかった。

　それで二人は駆け落ちした。遠く離れた場所で夫婦になって、やがて龍子が生まれた。

　両親と暮らした日々のことを、龍子はあまりよく覚えていない。父と母の顔、とりわけ二人の笑った顔や、だいたいの姿、いくつかの服装、声などは思いだせる。しかし、どこへ行った、何をした、といった具体的な記憶がほとんどない。親子三人、アパートの一階で暮らしていた。その部屋や、アパート近くの道路、通っていたらしい保育園の光景は断片的に思い浮かぶ。でも、それだけだ。

　とにかく、父がいて、母がいて、龍子がいた。突然、龍子だけになった。

　そのときのことは、まったく、何一つ覚えていない。

　気がつくと、両親よりずっと年上の、祖父と祖母だという大人が龍子のそばにいた。

　龍子は黒い服を着せられていた。龍子だけじゃない。祖父と祖母も、他の人たちも、どういうわけか真っ黒い恰かつ好こうをしていた。

　そこは家ではなかった。もっと広い場所だった。すごい数のパイプ椅子が並べられていて、黒い服を着た人間が大勢詰めかけていた。花がたくさん飾ってあって、変な臭いが立ちこめていた。花の香りじゃない、なんだか煙いような、鼻につく臭いだった。実際、煙も上がっていた。花や果物が並べられていて、真ん中に母の写真があった。写真の母は龍子が知らない顔をしていた。それでも母の写真だということはどうにかわかった。父の写真はなかった。どこにもなかった。

　龍子はパイプ椅子に座らされた。右隣には祖父だという厳いかめしい顔をした白髪の男の人がいた。男の人は腕組みをして怒っているみたいだった。左隣の祖母だという年を取った女の人は元気がなかった。

　龍子は角が生えた白くてもふもふしている生き物をだっこしていた。そこがどこかはわからなかった。ただ、父と母がいなくなったことは理解していた。おそらく、祖父母にそう言われたからだろう。

　お父さんとお母さんは？　どこに行ったの？

　龍子が祖父母にそう尋ねたのだ。たしか祖父は、蓉子は死んだ、と怒鳴るような口調で答えた。二人とも、もうこの世にいないのよ。祖母はそういう言い方をした。

　そのうち数人の頭を剃そり上げた男の人が現れた。頭を剃った男の人たちは声を揃そろえておかしな歌をうたいだした。その人たちは鐘を鳴らしたり、何か叩たたいたりした。

　変なの。何してるんだろう。ちっとも楽しそうじゃない。

　もちろん、龍りゆ子うこも楽しくなかった。

　ここにいるのはやだなあ、と思わずにいられない。

　ね、やだね。

　白いもふもふした生き物に囁ささやきかけていると、祖母に、おトイレなの、と訊きかれた。祖父が龍子を睨にらみつけて、葬式中だぞ、馬鹿、と小声で言った。

　龍子は首を横に振った。違うの。

　おトイレじゃない。ただここにいたくないだけ。

　正直に言ったら、祖父にまた、馬鹿、と罵られそうなので黙っていた。

　仕方なく、もふもふにそっと語りかけた。

　龍子、このお歌、嫌い。なんか、おっかないし。

　お父さんとお母さん、どこに行ったのかな。

　蓉よう子こは死んだって、言ってた。蓉子はお母さんの名前。お母さんは死んだ。

　なんか、前に教えてもらった気がする。お父さんか、お母さんに。

　死ぬって、たしか、もう会えないってことだよね。どうして会えないのかな。

　二人とも、この世にいないんだって。この世って、何？

　よくわかんないけど、お父さんも、お母さんも、いなくなっちゃったんだ。

　それだったら、龍子もいなくなればよかったのにね。

　だって、お父さんとお母さんに会えないなんて、龍子、やだもん。

　絶対、いや。

　だけど、もうこの世にいないんだって。死んじゃって、いなくなっちゃったんだって。

　おかしいね。

　なんでいなくなったのかな、お父さんとお母さん。わかんない。

　龍子、全然わかんない。本当なのかな？

　もう本当に会えないの？

　嘘うそじゃなくて？

　本当？

　なんで？　どうして死んじゃったの？　いつ？

　龍子はどうして死んでないの？

　なんで龍子だけはここにいるの？

　どうして？
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　三年一組の教室には担任の吉よし永なが先生と祖母、そして、チヌラーシャと名づけたもふもふを抱いた龍りゆ子うこしかいない。チヌのことは龍子にしか見えないので、吉永先生も祖母もここには三人しかいないと思っているだろう。

　吉永先生が話して、祖母が「はい」、「はい」と相あい槌づちを打つ。祖母は「ええ」とか、「そうですか」とか、「そうなんです」と返したり、「申し訳ありません」と謝ったりもする。でも、謝るときの祖母は、少しも謝っているように見えない。祖母は祖父にもよく、「申し訳ありません」と頭を下げる。祖父はたまに「ぬけぬけと、おまえは」と余計に怒りだすことがある。

　龍子は以前、「ぬけぬけ」という言葉を例解小学国語辞典で調べてみた。ずうずうしいようす、という意味らしい。「ずうずうしい」は、人の気持ちなど考えず、自分勝手に好きなことをする。あつかましい、という意味。「あつかましい」は、はずかしいことを、はずかしいとも思わない。ずうずうしい。

　祖父に言わせれば、祖母は図ずう々ずうしく、恥ずかしいことを恥ずかしいとも思わない、厚かましいところがある人らしい。

「それでは先生、今後とも何とぞよろしくお願いいたします」

　祖母がぬけぬけと頭を下げたので、龍子も同じようにお辞儀をした。学校を出て、校門の外で待っていた車の後部座席に乗りこむまで、祖母は押し黙っていた。運転手が車を発進させると、祖母はため息をついた。

「いつまでもそんなふうでは困るわ、龍子」

「……ごめんなさい」

「先生はあなたのことを心配なさっているのよ。誰ともろくに口をきかないんじゃ、学校のお友だちもどうしたらいいかわからないでしょう。あなた、みんなを困らせたいの？」

「……いいえ」

「困らせているのよ。わかるでしょう、あなたもう、小学校三年生なんだから。せめて普通にしてちょうだい。蓉よう子こも変わり者だったけど、そういうところばかり似ているのね」

「……わたしと……」

　お母さんは、似ていますか。

　龍子はその言葉をどうしても口に出せなかった。

　小学校に上がる前、祖父がいきなり龍子に命じた。これからは、お祖じ父いさんのことを、お父さんと呼びなさい、と。お祖ば母あさんのことは、お母さんだ。いいな。その理由も祖父は説明してくれた。祖父母は龍子の母の両親だ。でも、龍子の両親は事故で死んでしまった。祖父母は龍りゆ子うこを引き取る際、自分の子供にしたのだという。そんなわけで、祖父母は父母であり、祖父母でもある。

　納得はいかなかった。それでも龍子は、祖父をお父さん、祖母をお母さんと呼ぼうとした。しかし、どうしても喉がすぼまって硬くなり、ろくに声を出せなくなってしまうのだ。何回試しても、いくら練習したところで、だめなものはだめだった。

　祖母はもともと気乗りがしていなかったようで、おばあちゃんでいいわ、と言ってくれた。祖父は顔を真っ赤にして怒り、父親、母親じゃなければ、お祖じ父い様さま、お祖ば母あ様さまだ、と龍子に言い渡した。

　祖父母は普段、めったに母のことにはふれない。父に関する話に至っては、何度かしか聞いたことがない。

　二人は事故で死んだ。交通事故だ。父が運転する自動車が車道から逸それて電信柱に激突し、横転した。助手席には母が乗っていた。両親だけじゃない。事故を起こした車には龍子も同乗していた。龍子は子供用の補助シートをつけて、後部座席に座っていたようだ。母は即死し、父は病院に運ばれて手当てを受けたが、間もなく息を引き取った。

　龍子だけが助かった。無傷だったらしい。

　この間、どこかに出かけて遅く帰ってきた祖父が、あの男のせいだ、と怒鳴っていた。全部、あの男のせいだ。いつかこんなことになるんじゃないかと思っていたんだ。蓉よう子こも蓉子だ。あんなどこの馬の骨ともわからん男と一緒になるとは。あげくの果てにこの有様だ。一人娘を殺されたのと変わらん。殺人犯め。あの男は死んで当然だ。蓉子まで道連れにするとは。

　祖父はだいぶ酒に酔っていたようだ。あの夜、龍子は祖父が泣いている姿を初めて見た。祖父が龍子の母を大事に思っていたことも知った。

　それから、祖父が龍子の父を強く深く憎んでいたことも。

　父と母の結婚が祝福されていなかったことを、龍子も薄々気づいてはいたけれど、はっきりと思い知らされた。

　祖父母が龍子を扱いかねている理由もわかった。

　祖父は娘の蓉子を愛していた。でも、夏か治じ龍りゆ介うすけに奪われてしまった。祖父にとって、龍子は愛する蓉子の子で、同時に憎き夏治龍介の子でもある。

　龍子の龍は、龍介の龍だ。祖父母にしてみれば、龍子の名を口にするたびに夏治龍介のことが思いだされて、どうにもつらいのだろう。

　その日の夕ご飯は喉を通らなかった。食堂で祖父に叱られたからだ。

「どうしてちゃんとできないんだ。龍子。聞いているのか。聞いているんだったら、下を向くな。何も一等賞をとれと言ってるんじゃない。せめて他の子供たちと同じようにできないのか。おまえは友だちの一人もおらんらしいな。学校に通っていて、そんな馬鹿なことがあるか。難しいことじゃないだろう。難しいなら、何が難しいか言ってみろ。そうやって何も話さんのが、とにかく一番よくない。そういうところだぞ。なぜ直そうとしない。向上心だ。向上心がない人間はどうにもならん。悪いところは直して、いいところはのばすんだ。誰だってそうやって成長していくんだぞ。成長がないやつはどうしようもない。どうなんだ。聞いてるのか、龍りゆ子うこ。人の話に耳を傾けろ。おまえのためを思って言ってるんだぞ。そうやって、笑いもしない。怒りもしない。何を考えているのかわからん。いいか。人間はな、目を見て話さないと、お互い何もわからんのだ。目を見ろ、龍子。何でもいいから、話してみなさい」

　祖父の半分くらいまでしか開いていない恐ろしい目を見るだけで、龍子にはやっとだった。口を開くことなんて、とうていできない。何も話せない。

　祖父があきらめて夕食をとり終えるまで、龍子はただチヌを抱きしめて震えていた。祖父が食堂をあとにしてから、冷めた食事をなんとか全部、胃の中に押しこんだ。龍子が食べてしまうまで、祖母は黙って食堂に残っていた。見張られているようで息が詰まった。

　部屋に戻ると、龍子は鏡台の前に椅子を移動させ、それに座った。

　鏡に自分の顔を写して、笑顔を作ってみた。

　口を動かすことはできても、目は引きつるだけで、うまくいかない。眉間に皺しわが寄って、笑うどころか怒っているように見える。

「練習しよう」

　祖父が言っていた。向上心がない人間はどうにもならない。例解小学国語辞典で調べてみると、「向上」の意味は、能力や体力がいいほうへ向かうこと。成長がないやつはどうしようもない、とも祖父は言っていた。成長は、育って大きくなること。発展すること。このままではだめだ。成長しないといけない。

　翌日、登校すると、龍子は友だちになれそうな人を探した。みんな誰かと仲よくしていて、休み時間におしゃべりをするのは誰と誰、連れだってトイレに行くのは誰と誰、といった具合に、組み合わせが決まっているようだ。二人か三人で行動している者もいれば、もっと大人数でわいわい騒ぐ人たちもいる。みんな友だちがいて、誰かと誰かは友だち同士だ。その間に入りこむ余地なんてありそうにない。

　でも、一人だけ、香か田た山やま舞ま以い紗さだけは、いつもぽつんとしていた。

　香田山舞以紗は廊下側の席で、下を向いて背中を丸め、机の上に置いた左右の拳を強く握りしめている。吉よし永なが先生に声をかけられないと、決して顔を上げない。

　彼女はピンク色や水色のジャージを着ている。髪の毛は、茶色いような、赤いような色をしていて、癖がある。その髪の毛を、頭の左右でぎゅうぎゅうに縛っている。彼女の顔にはそばかすがたくさんある。

　昼休みになると、彼女は教室を飛びだして、一人で校庭に行く。校庭の端っこにある鉄棒を確保するためだ。早い者勝ちなので、誰かにとられたくないのだろう。

　彼女は小柄で痩せているけれど、胴が短くて手足が長い。鉄棒がずいぶん得意みたいだ。逆上がりでも、前回りでも、後ろ回りでも、何でもできてしまう。昼休みが終わるまで、ぐるぐるぐるぐる、彼女は一人で回転している。ほとんど鉄棒から下りない。

　最初のうちは遠くから見守っていた。

　ある日、意を決して近づいた。

　龍りゆ子うこは鉄棒に掴つかまって回りつづける香か田た山やま舞ま以い紗さをじっと眺めた。彼女の鉄棒の腕前はすばらしかった。まだ三年生なのに、きっと六年生の男子にも負けないだろう。いつしか龍子は見入っていた。香田山舞以紗は何回か龍子のほうに目を向けたが、何も言ってこなかった。彼女は次々と鉄棒技を繰りだした。

　昼休みが終わる前に、彼女は鉄棒から離れた。

「何なの？」

　彼女は龍子の顔を見ずに訊きいた。龍子は返答に困った。黙っていると、彼女は龍子を置き去りにして行ってしまった。

　次の日の昼休みも、龍子は校庭で彼女が鉄棒をする様子を見に行った。その日は天気がよくなかった。たまに小雨が降った。かまわず彼女は鉄棒を握ってぐるぐる回った。鉄棒に座るようにして後方に回転する技を、龍子は初めて目にした。見ているだけで怖かった。彼女はそれを何度も、平然と、しかも連続で成功させた。龍子の中には彼女に対する尊敬の念が湧き上がっていた。彼女がその技を続けている最中に、龍子は叫んだ。

「わたしとお友だちになってくれませんか！」

「──わぁっ」

　よほど驚いたのか、彼女は鉄棒から手を放した。彼女の体が空中に投げだされて、龍子は「あっ」と声を上げた。でも、彼女は猫みたいに体勢を立て直し、見事に着地した。龍子は力いっぱい手を叩たたいた。

「すごい！」

「危ないでしょ！」

　彼女が詰め寄ってきた。目を吊つり上げて怒っている。けれども、腹を立てているときの祖父のほうがよほど恐ろしい。龍子は丁寧に頭を下げた。

「ごめんなさい。わたしとお友だちになってくれませんか」

「あたしと友だちになっても、いいことないよ。馬鹿じゃないの」

「どうしていいことがないの？」

「あたしハブられてるから。知ってるでしょ。ていうか、あんたも同じか」

「わたし、ハブられているんですか。ハブられるって、どういうことでしょう」

「仲間外れにされるってこと。あんた馬鹿なの？」

「馬鹿かもしれないです。わたし、仲間外れにされているんですね。うまく話しかけられないから、友だちがいないだけだと思っていました」

「うゎ、あんた馬鹿だ」

「香か田た山やまさんは、わたしとお友だちになってくれますか」

「あたしが言うこと信じるんだったら、いいよ。友だちになってあげる」

「香田山さんが言うことを、信じればいいんですね。わかりました。それじゃ、お友だちになってください」

「いいよ」

「ありがとうございます」

「なんかあんた、気持ち悪い」

「わたし、気持ち悪いですか。ごめんなさい」

「いいけど」

　勇気を出してよかった。友だちができた。龍りゆ子うこが覚えている限り、チヌを除けば初めての友だちだった。

　嬉うれしくて、龍子は香田山舞ま以い紗さにつきまとった。隙あらば話しかけた。昼休みの鉄棒の間は、うるさい、黙ってて、と怒られたので、じっとしていた。彼女が鉄棒をしている姿を見ていれば退屈することはなかった。学校が終わると、一緒に下校した。というよりも、龍子が彼女についていった。

　彼女は公営の団地に住んでいた。団地の公園でも彼女は鉄棒をした。誰も使っていなければ雲うん梯ていをすることもあったし、ブランコにも乗った。彼女がブランコを立ち漕こぎすると、ものすごく高い位置まで振り上がるので、龍子は肝を冷やした。

「あたしのお母さん、テレビに出てるんだ」

　学校での彼女は極端に口数が少ない。ただ、団地の公園の草むらやジャングルジムの上では、たくさん話してくれた。

「ドラマとか出てる。映画とか。お母さんの芸名は言えない。お父さんに口止めされてるし。あたしのお父さん、マジやばいから。でも前にあたし、東京に行ったとき、お母さんが渋しぶ谷やに連れてってくれて、ご飯とか食べまくった。パフェとか。あと、映画のイベントに招待してくれて、芸能人いっぱいいた。お母さんはあたしを産んだこと隠してるんだ。やっぱり、仕事に影響出たりするとあれだから。それで、秘密なの。だけど、お父さんが言ってた。お母さんとあたしは、めちゃくちゃ似てるって。並んだらそっくりだって。だから、いつかバレるかもね。あたしは言わないけど。お父さんにキレられるから。あたしが言わなくても、バレちゃうかも。あのさ、龍子、あたしのこと、舞以紗って呼んでもいいよ。香田山舞以紗って毎回毎回呼んでたら、なんか馬鹿みたいだし」

　龍子は家の居間にあるテレビをつけて、舞以紗に似た女性を探すようになった。テレビを観みられる時間が限られていることもあって、それらしい女性は見つからなかった。きっと龍りゆ子うこの探し方がよくないのだろう。

　その年の誕生日は、祖母にお願いしてポシェットを買ってもらうことにした。舞ま以い紗さと行動をともにしていると、これまでのようにずっとチヌを抱えて歩いているわけにもいかない。誕生日プレゼントに何が欲しいかという質問に、具体的なものを龍子が指定したのは初めてだったから、祖母は少し不審がっていた。

「いいね、それ」

　龍子がポシェットにチヌを入れて持ち歩くようになると、舞以紗が褒めてくれた。

「昨日、お母さんと電話で話したんだ。映画の撮影で外国にいるんだって。ニューヨークとパリとロンドンに行くって言ってた。お土産買ってきてくれるって。何がいいって訊きかれたんだけど、あたし、べつに何もいらないから。次はいつ会えるのかな。お父さんはお母さんと離婚して、今は別の人と付き合ってるんだ。その人ね、ピアノ教室の先生なの。あたし、あんまり好きじゃないんだ。お母さんのほうがずっときれいだし。お母さんは東京のタワマンに住んでるの。龍子、知ってる？　タワマンって、八十階建てなんだよ。お母さんの部屋は一番上。最上階。何回か行ったことある。泊まったこともあるよ。すごい景色なの。壁が全部、ガラスなんだ。お風呂の壁までガラスなんだよ。丸見え。だけど、高すぎるから誰にも見られないの。お母さんと二人でお風呂に入ったんだ。それで新宿に行って、服とかいっぱい買ってもらったけど、お父さんに捨てられちゃった」

　毎日のように団地の公園で舞以紗と遊んだ。暗くなってから帰宅する日が続いた。

　祖父は外で人と会うことが多い。白しら玉たま家の夕食の時間は、七時半とか八時とか、だいたいそのくらいだ。でも、その日はたまたま祖父が早く帰宅していたようだ。龍子が家に戻ると、玄関の前に祖父が立っていた。祖父に怒鳴りつけられた。

「何をしてたんだ、この不良が！」

　龍子はしこたま叱られた。罰として夕食抜きだった。翌日、舞以紗にその件を話した。

「今度から五時とか六時には帰ったほうがいいね。そうだ。家に遊びに行っていい？」

　友だちが一人もいないことを祖父に咎とがめられた。もう違う。友だちがいる。祖父を安心させたい、祖父に認めてもらいたい、という思いもあった。帰りが遅かったことについても、友だちと遊んでいたのだと説明すれば、理解してくれるかもしれない。

　土曜日の午後に舞以紗が遊びにきた。舞以紗はいつものジャージじゃなく、トレーナーを着て、短いスカートを穿はいていた。お母さんに買ってもらったものらしい。

　龍子が庭の池や雑木林、東あず屋まやを案内すると、舞以紗は呆あきれていた。

「広っ。広すぎ。これ公園とかじゃないの？　あんたの家？　どうなってんの？　あんたの家、めっちゃ金持ちじゃん」

　母おも屋やの玄関で祖母が出迎えた。祖母はよそ行きの恰かつ好こうをして、真珠のネックレスをつけていた。いくらか緊張しているようだった。

　龍りゆ子うこは舞ま以い紗さを自分の部屋に連れていった。祖母がショートケーキとオレンジジュースを持ってきてくれた。舞以紗はあっという間にケーキを平らげてジュースを飲み干した。家の中を見たがったので、龍子は彼女を連れてあちこちに足を運んだ。彼女は祖父の書斎と祖父母の寝室にも入りたがった。絶対、祖父に怒られるから、それは断った。

　母おも屋やの中をだいたい見てしまうと、舞以紗は帰りたがった。龍子はもう少しいて欲しかったのだが、広すぎて落ちつかないし、やることがなくてつまらないという。結局、二人で白しら玉たま家を出て、一番近くにある公園に行った。

「スカートだと鉄棒やりづらいな。パンツ見えそう。いいか。べつに見えても」

　舞以紗は鉄棒に掴つかまってぐるぐる回った。龍子はそれを見守って、ときどき舞以紗が大技を披露すると手を叩たたいた。そうこうしているうちに日がだいぶ傾いてきたので、龍子は舞以紗を団地まで送ることにした。

「龍子、お小遣いもらってる？」

「お金ですか。いいえ」

「家、金持ちでしょ。なんでもらわないの？」

「とくに使うことがないので。必要だと思ったことがなくて」

「もらったほうがいいよ。あたしだったら、一ヶか月三千円はもらうな。頼めば、五千円くらいもらえるんじゃない？」

「どうでしょうか。頼んだことがないから」

「たとえばさ、スマホとかだって買ってくれるんじゃない？　親との連絡用に持ってるやつも、ちょいちょいいたりするし。なんか危ないことがあったときのためとか適当に言って、買ってもらいなよ」

「スマホですか」

「買ってもらったら、使わして」

「それはかまいませんけど」

「マジ？　いいの？　だったら、早く買ってもらいなよ。お父さんのスマホ使うと、キレられるんだよね。こないだ、蹴られたし」

「舞以紗のお父さんは、舞以紗のことを蹴ったりするんですか」

「まあね。あたしが悪いんだけど。スマホ勝手に使ったらただじゃおかねえって言われてたし。どうせ使ってもいいって訊きいても、使わしてくれないんだけどね」

　父親に蹴られるというのは想像がつかなかった。祖父にはよく怒られるけれど、叩かれたことはない。それどころか、祖父は指一本、龍子にふれない。祖母には髪を梳とかしてもらったり、結んでもらったりした。龍子が自分でできるようになると、それもしてくれなくなった。

「スマホ買ってもらったら、使わせてね」

　団地のそばで別れる前に約束した。

「はい。わかりました」

「じゃあね」

　舞ま以い紗さは龍りゆ子うこに背を向けると、走って団地の中に姿を消した。龍子は舞以紗が見えなくなるまで手を振っていた。それが最後だった。

　週が明けて月曜日、舞以紗は学校を休んだ。吉よし永なが先生に尋ねると、家の事情で欠席するという連絡があったらしい。火曜日も、水曜日も、木曜日も、金曜日も、舞以紗は登校しなかった。龍子は毎日、舞以紗の欠席理由を吉永先生に確認した。答えは同じだった。

　また週が明けると、吉永先生が生徒たちに説明した。舞以紗は家の事情で転校することになったのだという。

　放課後、龍子は舞以紗の団地に行った。舞以紗が住んでいる部屋は外から教えてもらって知っていた。三階の右から三番目だ。その部屋のベランダには鉢植えが四つ置いてあり、ときどき洗濯物が干してあった。鉢植えはあった。洗濯物も干されていた。

　舞以紗はまだいる。本当に転校するのだとしても、引っ越しは済んでいないのだ。

　龍子は思いきって団地に入りこんだ。階段を上がって、三階のとある部屋に目星をつけた。外から見て右から三番目だと、この部屋のはずだ。表札はない。でも、ここだ。

　ドアチャイムを鳴らした。二回鳴らすと、鉄のドアが開いた。髪にパーマをかけた中年の女性が出てきた。

「はい？　何？」

「舞以紗はいますか」

「マイサ？　そんな人いないけど。うちじゃないんじゃない？」

　女性はドアを閉めた。この部屋は右から三番目じゃなかったのかもしれない。他の部屋も訪ねてみよう。いったん外に出てまた中に入ったり、色々考えてみたりもしたけれど、その日は断念して家に帰った。

　その後も団地には日ごとに通った。三階の右から三番目の部屋のベランダには、いつも鉢植えが四つ置かれていた、洗濯物は干してあったり、干していなかったりだった。

　何かおかしい。

　ベランダの洗濯物だ。男の人の服の他に、大人の女性が着るものとしか思えないブラウスや、小さい子供服がある。思い返してみると、前からそうだった。

　龍子が知る限り、舞以紗は団地のあの部屋で、父親と二人暮らしだったはずだ。父親と母親は離婚した。東京に住む母親は、俳優としてテレビや映画で活躍している。

　変だ。

　団地の公園に行くと、ブランコが空いていた。龍子はブランコに乗って、ポシェットを開けた。出てきたチヌを抱きしめて、少しだけブランコを漕こいだ。

「言うことを信じるなら、友だちになってくれるって──」

　舞ま以い紗さがいなくなって少しすると、どういうわけかクラスの女子数人が龍りゆ子うこに話しかけてきた。彼女たちは口々に舞以紗を悪く言った。皆、舞以紗の母親の話を知っていた。彼女たちによると、すべて真っ赤な嘘うそだという。

　清し水みず原はら潤うる夢むというおでこを出した女子は、舞以紗を問いつめたらしい。

　舞以紗の母親はどんなドラマや映画に出演しているのか。

　母親が渋しぶ谷やに連れていってくれたというけれど、それはいつの話なのか。

　撮影で外国に行くのはいいとしても、ニューヨークはアメリカで、パリはフランスで、ロンドンはイギリスだ。ずいぶん離れている。そんな場所で撮影するとしたら、とんでもない映画だ。その映画はいつ映画館で観みられるのか。

　舞以紗は最初、父親に口止めされているから言えない、とごまかそうとした。さらに問とい質ただすと、とうとうドラマや映画のタイトルを出した。

　潤夢は家に帰ってから、親のタブレットを使ってそのタイトルを検索した。そんなドラマや映画はなかった。追及されると、舞以紗は、バレたら困るので嘘ついただけ、と開き直って、本当は──と、別のタイトルを出した。

　調べたところ、そのドラマは実際、放映されていた。でも、出演している女優の中に、舞以紗の母親だと思えるような人はいなかった。主演は二十歳になったばかりの大人気女優で、名の知れた若手俳優たちが脇を固めているドラマだった。主人公の母親役は四十代の女優だが、彼女は長い間、歌手として活躍していて、既婚者だし、子供もいる。

「白しら玉たまさんは騙だまされてたんだよ。でも、舞以紗の被害者はいっぱいいるから。消しゴムとか鉛筆を盗まれた子だっているし。舞以紗に何か貸したら、終わりだよ。絶対、返ってこないから」

　それから潤夢は、龍子に挨拶をしたり、トイレに誘ったりするようになった。グループ学習で龍子と同じ班になると、潤夢は喜んだ。潤夢と仲のいい数人の女子とも次第に話すようになった。

　そのうちの潤夢と毛もう利り美み鹿か歩ほとは、四年生になってもクラスが一緒だった。

　美鹿歩はチヌが入っているポシェットを褒めてくれた。

「赤くてかわいいね、それ」
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　もうすぐ夏休みだった。学校から帰った途端、祖母に告げられた。

「お祖じ父い様さまが入院して手術を受けることになったの。しばらく退院できないわ」

　祖母が言うには、怪け我がではなくて病気だという。龍りゆ子うこは当然、何の病気か尋ねたが、祖母は教えてくれなかった。龍子には言うなと祖父に命じられたらしい。

　夏休みに入ってすぐ、入院中の祖父を見舞うことになった。すでに手術は終わっていたけれど、まだ二週間以上は退院できないようだ。

　祖母は何度も病院を訪れていたから、迷わずにホールや廊下を進んでエレベーターに乗った。龍子は初めてだった。

　病院には車椅子の人もいれば、車輪付きのスタンドを持って点滴をしながら歩いている人もいた。ベッドに寝かされて運ばれている人ともすれ違った。とても具合の悪そうな人が大勢いた。

　同級生の親や、学校の先生たちと比べると、祖父や祖母は年をとっている。それでも、二人はずいぶん健康なほうだったのだ。年老いて病気や怪我に苦しんでいる人が、世の中にはこんなにたくさんいる。

　祖母はなんともない。まだ元気そうだ。しかし、祖父は違う。祖父は病人や怪我人たちの仲間入りをした。何かよくわからない病気になって、この病院で手術を受けたのだ。

　でも、きっと、たいしたことはない。

　祖父は煙草たばこを吸わないし、飲酒も家ではしない。機嫌がよくないことはあっても、体調が悪そうにしていることはなかった。椅子には座っても、横になることはない。少なくとも龍子の前では。入浴したあと、祖父は浴衣ゆかたの上にどてらという綿を入れた長い着物を着る。浴衣で寝るようだ。でも、朝に会うと、祖父はもう着替えている。シャツにスラックス、ネクタイを締め、暑い季節以外はジャケットまで着ている。いつだったか、腰が痛いと言っていた。それなのに、ゴルフに出かけた。祖父はよく体を動かしていた。

　祖父の病室は一人部屋のようだ。その部屋は廊下の突き当たりにあった。

　このドアの向こうで、祖父はベッドに身を横たえているのだろうか。

　ドアをノックしようとしていた祖母が振り返った。

「どうしたの」

「ごめんなさい、お祖ば母あ様さま、わたし……」

「何だというの」

「中には入れません。入りたくないんです。なんだか、その……怖くって」

「怖いですって？　おかしなことを言う子ね。いいわ。ここで待ってらっしゃい」

「はい。……本当に、ごめんなさい」

　祖母が病室に入る際、龍りゆ子うこは目をつぶっていた。ドアが閉まって間もなく、壁越しに話し声が聞こえてきた。弱った祖父の声を聞きたくない。廊下の突き当たりに窓がある。窓際まで行くと、誰の声も聞こえなくなった。龍子はポシェットからチヌを出してあげた。チヌは龍子の右肩に上がった。窓にうっすらと自分の顔が映っているので、笑顔の練習をした。すぐに飽きてしまい、その場を離れたくなった。

　チヌを右肩の上にのせたまま、龍子は病棟の廊下をゆっくりと歩いた。

　廊下の両側に病室が並んでいる。一人部屋以外のドアはだいたい開いていた。ドアが開きっぱなしだと室内の様子が見える。見舞客は少ない。どの病室も静かだ。大半の入院患者はベッドで寝ている。死にかけているとしか思えないような人もいた。機械に繋つながれて二度と起き上がれそうにない入院患者を見かけると、龍子は気になって仕方なかった。

　あの人はよくなるのだろうか。病気が治って、いつか退院できるのか。それとも、ずっと病院から出られないのか。そのまま死んでしまうのだろうか。

　祖父は大丈夫だ。だんだんとそう思えてきた。さっき声が聞こえた。壁越しではあったものの、あれは祖父の声だった。手術を受けたあとだ。調子はよくないだろう。でも、祖母と話ができる状態だ。七十歳を越えていても、祖父はもともと体力がある。この階に入院している人たちとは違う。祖父はみるみる回復して、そのうち退院するだろう。

　心強くなってくるのと同時に、生きているか死んでいるかわからない入院患者たちがひどく気の毒に思えてきた。

　龍子はある病室の前で足を止めた。その病室は四人部屋で、女の人と小さな女の子が見舞いに来ていた。

「パパ」

　女の人が入院患者にそう呼びかけていた。

「どう、パパ？　寒くない？　平気？　パパ」

　入院患者は、女の人に体をさすられても、ぴくりともしない。

　小さな女の子は靴を脱いでベッドに上がり、父親の顔をさわっていた。

「パパぁ。パパぁ」

「早くパパの目が覚めるといいね」

　母親が娘に語りかけた。

「もっと遊んでもらいたいもんね」

　それから、母親は夫に「ね、パパ」とまた声をかけた。

「パパぁ。起きてぇ。パパぁ」

　娘はたぶん、三歳か四歳だろう。龍子は五歳のときに事故で両親を亡くした。それでも事故に関する記憶は一切ないし、おぼろげにしか両親のことを覚えていない。

　もし父親がこのまま目覚めずに死んでしまったら、あの子はどうなるだろう。父親を覚えていられるだろうか。ほとんど忘れてしまうかもしれない。

　龍りゆ子うこは病室のドアから離れて壁に背中を押しつけた。

　あの子のお父さんがよくなって、目を覚ましますように。

「チヌも、お願いして」

　父親や母親が死んでしまうだけでも悲しいのに、覚えていないのはもっと不幸だ。思いだそうにも、仏間に飾られている母の遺影以外、写真の一枚もない。

　祖父母に尋ねたことがある。母のアルバムはないのかと。そんなものはない、と祖父は断言した。あいつが出ていったあと、全部捨てた。本当だろうか。祖父母が家を留守にしている間に探してみたこともあるけれど、何も見つけられなかった。

　龍子と両親はどこに住んでいたのだろう。それすらわからない。三人で暮らしていたアパートはどこにあるのか。あの部屋はどうなったのだろう。

　家族で写真くらい撮ったはずだ。すべて処分されてしまったのだろうか。一枚もないのか。写真でも残っていれば、きっと何か思いだせる。龍子には何もないのだ。思いだす手がかりがない。だから、ろくに覚えていないのかもしれない。時間が経たつごとに忘れる一方で、父も母もどんどん龍子の中から消えてゆく。あの三歳か四歳の女の子には同じ目に遭って欲しくない。あの子の父親には生きていて欲しい。死なないで欲しい。

「ハナ……」

　耳みみ許もとで声がした。

　龍子はびくっとして自分の右肩を見た。そこにはチヌがいる。もふもふした毛の合間から小さな口がのぞいていた。チヌなのか。今のはチヌの声なのだろうか。

「ハナが生まれたとき……不思議だったな……自分の子供だなんて……」

　それにしては、変だ。

「でも、思ったより、しっかりしてて……もっとお猿さんみたいなのかなって……そんなことなくて……人間っぽかったっていうか……あたりまえだけど……人間なんだから……でも……うん……不思議だった……カヨコがハナを連れて、家に帰ってきて……俺は何もできなくて……最初は、なんか、怖くてさ……さわるのも……だっこなんて、落っことしたらどうしようとか……よく、三人で……ベッドで寝てたよな……寝返り打って、潰しちゃったらどうするんだよって……全然、眠れなくて……カヨコに頼まれたんだ……お風呂に入れてって……嘘うそだろ、無理、無理って……言えなかったけど……カヨコ、きつそうだったし……」

　これは男の人の声だ。子供じゃない。大人だろう。

「やってみたら、意外と……軽くて、浮かぶからさ……なんとかなるもんだよな……かわいくてさぁ……もう、俺がやるって決めた……ハナは、俺がお風呂に入れる……風邪ひいてても……マスクして、俺が入れた……動物園……連れてったなぁ……ゾウとかキリンとかじゃなくて、ヒツジ……ツッチ、ツッチって……ハナは呼んで……ツッチがいい、ツッチが好きって……毎回、ヒツジのとこにずっといて……」

　父親だ。あの父親が娘のことを話している。

　娘はハナ。ベッドの上で父親の顔を撫なでている。カヨコというのが母親だろう。病室で夫の体をさすっている女の人だ。

「カヨコ……ああ……大学のときだ……俺は、芝生で寝転んでて……ちょっとうとうとしてたんだろうな……名前、呼ばれて……目を開けたら、見下ろされてた……カヨコ……あのときの笑った顔が忘れられない……思いだすんだ……喧けん嘩かしたりしても、あの顔が思い浮かんで……だめだ、すぐ謝ろうって、思う……笑って欲しいから……好きだよ……今も好きだ……ずっと好きだよ……愛してるって、こういうことなんだよな……カヨコにしか、こんなふうに思わない……初めてだよ、愛してるって、感じたのは……」

　でも、なぜチヌの口から彼の声が聞こえるのだろう。

　看護師が廊下を歩いてくる。龍りゆ子うこのほうを見た。龍子は下を向いた。

「信じられないよな……こんな病気に……なるなんて……死ぬかもしれないなんて……なんで、俺が……」

　看護師は龍子の前を通りすぎていった。

　聞こえてない。

　看護師にはチヌの、彼の声が聞こえていなかった。龍子にしかチヌの姿が見えないのと同じなのか。この声は龍子にしか聞こえない。

「いつかは……そりゃ、いつかは……死ぬんだけど……みんな、死ぬ……でも、俺、そんなの……ずっと遠い先のことだと思ってたし……考えたことは、あったよ……ハナを見てて……ふと、さ……マジかって……ハナも……いつかは、死んじゃうんだよなって……怖くなって……だけど、まだまだ先のことだし……ハナが大人になって……俺は、カヨコと一緒に、年をとって……ずいぶんの先のことだけど……そのときには、気がついたら、あっという間だったねって……笑いながら、話したりするのかも……そんな未来を……想像してた……それなのに……俺は……死ぬのか……」

　どうして。

　なぜ彼の声が。チヌが、彼の声を。

「カヨコ……ハナ……会えなくなるなんて……耐えられないよ……ハナが成長していく姿を……見たい……カヨコと一緒に……毎年……ハナの誕生日……祝ってあげたい……他には、何も……何も、いらない……二人のそばで、生きていられれば……それだけでいいんだ……まだ……早いだろ……だめなのか？　俺……死ぬのかな？　いやだよ……まだ……死ねない……死ぬわけには……いかない……死にたくない……」

　龍りゆ子うこはその病室の前から離れた。足早に三、四メートルも進むと、声は聞こえなくなった。チヌは口を閉じていた。

　一週間後、また祖父の見舞いに行くことになった。今回も病室には入れないかもしれない。懸念したとおり、病室のドアを前にすると足がすくんだ。祖母は無理強いしなかったので、前回同様、龍子は廊下で待つことにした。壁越しに話し声が少し聞こえた。一週間前よりは祖父の声に力があるような気がした。

　龍子はポシェットからチヌを出して右肩にのせ、廊下を歩いた。あの病室のドアは開いていた。見舞客はいないようだ。のぞくと、あの父親が寝ていたベッドは空だった。機械のたぐいも撤去されていた。

「チヌ」

　龍子は右肩の上のチヌを見た。チヌは黙っている。身じろぎもしない。

「あ、退院──」

　笑いそうになり、龍子は慌てて口を押さえた。病室にいない。入院の必要がなくなった。ということは、病気がよくなったのだ。

　でも、本当に退院したのだろうか。

　龍子はナースステーションに行ってみた。一人の看護師が机に向かって何か書き物をしている。その看護師が龍子に気づいた。

「はい？　どうなさいました？」

「あの……」

　龍子は口ごもった。看護師が立ち上がって近づいてきた。

「どうしたの？」

　龍子は問題の病室を指さした。

「あの部屋にいた……入院していた人なんですけど。先週は、いた人で……奥さんと、お子さんが、お見舞いに来ていて……今、見たら、いないみたいだったので……退院、したんでしょうか」

「あぁ──」

　看護師は一瞬、目を瞠みはった。でも、すぐに笑みを浮かべた。龍子と違って、にっこりと笑っているようにしか見えない、すてきな笑顔だった。

「ごめんなさいね。患者さんのことは、勝手に教えられないの」

「……そうですか」

　龍子は頭を下げてナースステーションをあとにした。看護師は驚いたような表情をちらりとのぞかせた。あれが答えだとしか思えなかった。あの男の人の身に何かが起こったのだ。よくないことが。とても悪いことが。

　龍子は祖父の病室の前に戻って、突き当たりの窓に自分の顔を映した。

　笑おうとして、やめた。笑えるような気分じゃない。

「声なんて、聞かなければよかった」

　龍りゆ子うこが呟つぶやくと、チヌが肩から下りた。胸を伝い下りて、ポシェットの中に入りこもうとしている。龍子はチヌをポシェットに入れてやった。

「ごめんね。チヌのせいじゃないのに……」

　祖父は夏休みが終わる間際に退院した。家に帰ってきた祖父は、龍子に「ただいま」とだけ言った。龍子はお辞儀をして、「おかえりなさい、お祖じ父い様さま」と返した。

　祖父はちゃんと服を着て、入浴後は浴衣ゆかたの上にどてらをまとった。手術を受けたのに風呂に入れるのだろうか。気になったけれど、龍子は尋ねなかった。食事は何でも好きなだけ食べられるわけではないようで、祖父だけ別にとるようになった。それから、昼間のかなり長い時間、祖父は寝室に一人でいた。きっと、病み衰えた体を休めているのだろう。祖父はずいぶん痩せた。背まで縮んだように見えるほどだった。

　夏休み明けに登校すると、清し水みず原はら潤うる夢むと毛もう利り美み鹿か歩ほの間に険悪な空気が流れていた。潤夢が龍子をトイレに誘うときは、美鹿歩が一緒じゃない。美鹿歩が龍子をトイレに誘うときは、潤夢がついてこない。

　昼休み、潤夢と美鹿歩がほぼ同時に龍子に話しかけようとした。二人は睨にらみあった。美鹿歩は去って、潤夢は残った。

「行こう」

　潤夢に腕を掴つかまれて、龍子は教室の外に引きずりだされた。

「何かあったんですか」

「約束破ったんだよ、あいつ」

　潤夢が友だちの美鹿歩をあいつ呼ばわりしたので、龍子はぎょっとした。

「……何の約束を？」

「夏休み中、遊びに来るって約束してたのに。時間まで決めてたのに、ブッチしてさ」

「ブッチ……」

「連絡もしないで来なかったってこと。マジむかつく。すげえ待ってたから、あたし」

「何か事情があったのでは……」

「あいつの肩持つの？　白しら玉たまさんはあいつ派？」

「そういうわけじゃ──」

「あたし、あいつのこと許さない。もう決めたから。わかった？」

　龍子は潤夢に圧倒されてうなずいたものの、正直よくわからなかった。

　学校の帰り道、長身の女子が待ち伏せしていて、龍子に詰め寄ってきた。美鹿歩はクラス一背が高い。三年生の終わり頃からめきめきのびて、男子にタワーと呼ばれていた。

「潤夢に何か言われたでしょ？　あたしがブッチしたとか。嘘うそだから。行けたら行くって言っただけなのに、約束したことになってて、そんなんでキレられてもさ。白しら玉たまさんもおかしいと思うでしょ？　潤うる夢む、やばいから。思いこみ激しいんだよね。昔、香か田た山やま舞ま以い紗さに持ち物盗まれたって言ってたでしょ？」

「……ああ、はい、消しゴムや鉛筆を、何人か……」

「潤夢はよく物なくすんだよね。それでいっつもママに怒られてるの。消しゴムも鉛筆も、なくしたのは潤夢だし。ママに怒られるのがいやで、舞以紗に盗まれたって言い訳したんだよ。いくら舞以紗が嘘うそつきでもさ。あたし、潤夢に言ったんだよね。それはどうなのって。そしたら潤夢、いやマジで盗まれたからって、キレて。もう自分で信じこんでるっぽくてさ。舞以紗がいなくなったあとも、めっちゃ物なくしてるのに」

「……舞以紗は、盗とってなかったんですね」

「たぶんね。でも、嘘つきは嘘つきだよ。お母さんが女優とか、ありえないでしょ」

「……そうですね」

「あたしのこと、タワーって言いだしたのも、潤夢だから。あれ、潤夢が男子に言わせてるんだよ。前は潤夢のほうが背、高かったでしょ。潤夢、モデルになりたいんだって。モデルなら身長、あったほうがいいでしょ。でも、潤夢、パパもママもちっちゃいんだよね。あたしがうらやましいんだよ。それでタワーとか。ひどくない？」

　その後も、機会があるごとに潤夢は美み鹿か歩ほへの悪口を龍りゆ子うこに吹きこみ、美鹿歩からは潤夢への罵ば詈り雑ぞう言ごんを聞かされた。龍子は疲れてしまい、潤夢からのトイレの誘いを断った。

「今は、わたし、行かなくてもいいかなと……」

「マジで言ってんの、それ？」

　潤夢にすごまれると謝りたくなった。けれども、美鹿歩に対する悪口を聞かされるほうがつらい。龍子が下を向いて黙りこくっていると、やがて潤夢は行ってしまった。

　こうなったら、美鹿歩からの誘いも拒むしかない。そう思うと気が重かったが、どういうわけか美鹿歩は龍子に声をかけてこなかった。潤夢に無視されるようになったのはしょうがないとしても、美鹿歩の態度は理解に苦しんだ。しかも、何日かすると、潤夢と美鹿歩が仲よくトイレに行くようになった。

　何がなんだか、わけがわからない。とにかく、潤夢と美鹿歩は仲直りしたようだ。

「わたしは、チヌがいればいいかな」

　龍子はそう考えるようになった。部屋でチヌを抱きしめ、ベッドに寝転んで、よくそんな独り言を口にした。

　祖父は剣道の道場に通いだした。食事も一緒にとるようになった。ゴルフには行っていない。夜はたまに出かける。昼間、寝室にいることはなくなった。

　龍子は登校途中に出くわした同級生には必ず挨拶をすることにした。

　朝、教室に入るときも、同級生たちに、おはようございます、と声をかけた。

　笑顔の練習は続けていた。

　グループ学習で一緒になった同級生とは、相手が誰であろうとがんばって会話した。一生懸命話しかければ、誰でもたいてい二言三言は返してくれた。

　ただ、目を見て挨拶しても、潤うる夢むと美み鹿か歩ほだけはぷいと横を向いた。

　龍りゆ子うこは同級生たちを落ちついて観察するようになった。誰と誰は仲がいいとか、喧けん嘩かをしているとか、あの人たちはたいていこういう話をしているとか、誰は何が苦手だとか、何が好きだとか。本人に直接訊きかなくても、わかることがたくさんあった。

　一人一人様子をうかがっているうちに、次第にあることが気になりはじめた。

　江え戸どば林やしくんという男子は、腰に小さなひょうたんのようなものをぶら下げている。そのひょうたんには目玉が二つあって、ぎょろぎょろと動く。

　それから、木き久く地ちさんという女子は、首に白っぽいヒトデがくっついている。そのヒトデは移動する。彼女の顎や、頬ほおにまでよじ登ることがある。遠目には小さめのヒトデだ。でも、よく見ると、星のような足の部分から短くて細い管がいっぱい生えている。その管の運動によって、ヒトデは木久地さんの皮膚の上を這はい進む。

　他のクラスにも目を向けると、江戸林くんや木久地さんのように、何か変わったものを連れた生徒はもっと見つかる。大人数とは言えない。一クラスあたり、せいぜい数人だ。一人しかいないこともある。一人もいない場合さえある。

　変わったものは、形や大きさが多少似ていることはあっても、同じものは二つとない。同じ人間が二人といないのと一緒だ。

　おそらく、変わったものを連れた人は、突如として現れたのではない。

　今までもいたのだ。

　ただ、それらが見える龍子にとっては、異常事態でも何でもなかった。変わったものを連れた人がたまにいるのはごく自然で、当然のことでしかない。だからとくに何とも思っていなかった。

　チヌは龍子にしか見えないけれど、あの変わったものたちはどうなのだろう。

　龍子には見えている。しかし、チヌと同じように、他の人たちには見えていない。どうもそのようだ。

　変わったものをくっつけている人はどうなのか。

　あの人たちも見えていないのだろうか。あんなものをくっつけていて、そのことに気づかない。そんなことがありえるのか。

　それとも、気づいていないふりをしているのだろうか。

　龍子もチヌのことは誰にも話していない。それと同じなのだろうか。
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「今日は楽しかったね」

　前の座席と座席の間から、お母さんが顔をちょっと出して言う。

「ねえ、龍りゆ子うこ。たくさん遊んだね。楽しかったね」

　わたしは答える。

「楽しかった！」

　たくさん遊んだし、ご飯も食べた。全部おいしかったし、おなかいっぱい。

　あとはお家うちに帰って、お風呂に入って、ぐっすり寝るだけ。

「最高の一日だなぁ」

　お父さんが車を運転しながら言う。

「最高の一日！」

　わたしはお父さんが言ったことを繰り返す。

　最高の一日。

　何を隠そう、それはお父さんの口癖です。

　お父さんは毎日、訊きくの。「今日は最高の一日だったかい？」って。

　わたしは「最高の一日だったよ！」って答える。

　本当のことを言うと、毎日じゃないけど。最高の一日だって思えない日も、たまにはあるから。わたし、そういうときは、ちゃんと正直に言うよ。「あぁ、今日は、最高じゃなかったかも」って。お父さんは「そうかぁ」って、わたしの頭を撫なでてくれる。

「まぁ、そういう日もあるよ。でもね、龍子、明日あしたは最高の一日になると思うな」

「なるかなぁ？」

「なるさ。一緒にお祈りしよう」

「お祈りしよう！」

　そして、わたしはお父さんと一緒にお祈りするの。

「明日は最高の一日になりますように！」って。

　数えてないけど、最高の一日じゃなかった日よりも、最高の一日だった日のほうが多いかな。うん。ずっと多い気がする。

　だって、お父さんとお母さんがいるんだもん。保育園だって、楽しいしね。お休みの日には、必ずどこかに連れてってくれるし。べつにね、遠くじゃなくたっていいんだ。近くの公園だって、お父さんとお母さんが一緒なら、楽しいし。

　今日は遊園地に行きました。お昼前に出発して、遊園地に着いたら、お母さんが作ったお弁当をみんなで食べて、それから遊んで。遊園地だけど、動物がいるコーナーもあって、長い、長ぁーいお散歩コースもあるし、すごいんだよ。もうね、何回も何回も行ってるけど、全然、飽きないんだ。ぐるぐる回る乗り物がいっぱいあるけど、それはちょっとでいいんだよ。怖いわけじゃないけどね。怖がるのは、お父さん。お父さんは、高いところも苦手なんだって。高所恐怖症なんだって。お母さんは平気なんだよ。だから、お父さんが怖がる乗り物には、お母さんと乗るの。

「龍りゆ子うこ、どうしてる？」

　お父さんがお母さんに訊きく。

「どうかな」

　お母さんはたぶん、座席と座席の間からわたしを見て確かめている。わたしが眠っているか、いないか。わたしは目をつぶっている。

「寝ちゃったみたい」

「そうか。疲れたんだね」

「動き回ってたもん。すごいよね。少し休んだだけで回復するから。何なんだろう」

「本当に。あれ、うらやましいよね」

「うらやましい」

　二人が声をひそめて笑いあっている。わたしが寝たふりをしているのに、気づいていないんだ。もうちょっとしたら、お父さんとお母さんを驚かせるつもりです。

　わたし、よくやるんだ。後ろから忍びよって「わっ」って背中を叩たたいたり、いっしょうけんめい早起きして、まだ布団の中にいるお父さんに飛びかかったり。

「薄目、開けてない？」

　お父さんがお母さんに訊く。

「ううん……」

　お母さんはきっとまた、座席と座席の間からわたしを見ている。

「わかんない。寝てる……かな？」

　二人とも、まだ疑っている。ということは、まだです。もう少し、我慢しないと。

　まだかな？　いつまで我慢したらいいかな？　まだですか？

　お父さんとお母さんは黙っている。小さな音でラジオがかかっている。もうわたしが眠っていると思っていて、だから、静かにして寝かせておこうっていうこと？　気遣ってくれているのかな。

　なんだか、寝たふりなんかして、悪いことをしているみたいな気がしてきました。びっくりさせるの、わたし、好きなんだけど、あんまりよくないのかな？

　ああ、でも、お父さんもお母さんも、きっとわたしはもう眠ったと思っている。これは大チャンスです。今、大きな声を出したら、二人とも絶対、驚くよね。どうしよう。やっちゃおうかな。それとも、やめておこうかな。ううん。やっぱり、驚かせたい。

　わたしは目を開ける。座席に補助シートを置いて、その上に座ってシートベルトを締めているから、そんなに体を動かせない。でも、シートベルト、ずらせるんだ。よし。これで上半身は動かせるようになった。

　どきどきする。

　準備はオッケー。

　わたしは前に身を乗りだして、声を出そうとする。

「──あっ！」

　お父さんが叫んだ。

「えっ!?」

　お母さんも声を上げた。車が急に曲がった。お父さんがハンドルを切ったんだ。

「あぁ、ごめんっ……」

　お父さんが悲鳴みたいな高い声を出した。がくんっと、わたしの体が前のほうに引っぱられる。わたしは飛びだしそうになる。

「え、ちょっ……」

　お母さんが何か言いかけた。お父さんがまた叫ぶ。

「だめだっ」

　車が何かにぶつかって、ガラスが割れた。壊れる。車が壊れちゃう。

　わたしは座席から飛びだしそうになっている。シートベルトをずらしたせいだ。半分くらい、座席に引っかかっている。

　ひっくり返った。

　何もかも。

　逆さまになったのか、横になったのか、よくわからない。

　わたしは、ぶら下がっているのか、倒れているのか、何なのか、よくわからない。

　ラジオの音がする。小さな音で、ラジオがかかっている。どこかで。

　誰かが咳せきをする。

　何回か、咳を。

　お父さんか、お母さんか。

「うぅ……」

　唸うなり声が一度だけ。

　それっきり、聞こえなくなる。

　何かとんでもないことが、ひどいことが起こったんだ。

　痛いよ。

　苦しくて。

　すごく、痛くて、ものすごく、苦しい。

　お父さん？　お母さん？　どこ？　前の席？　前の席にいるの？

　どうなったの？　車は？　わたしは……？

　見えないよ。なんで？　どうして何も見えないの？

　ラジオの音は聞こえるのに。

　それ以外にも、何かが軋きしむような、揺れるような、音がする。

「……ひどいことに──」

　声が。

　誰かの声がする。

　お父さんでも、お母さんでもない。女の人？　女の子の、声？

「生きてる？」

　誰かが、さわってる。わたしのことを。わたしの顔を。

　これは、手？

　誰？

「息がある──まだ小さい……人間の、女の子」

　あなたは、誰なの？

　わたしは目を開けようとする。ずっと目をつぶっていたことに、ようやく気づく。だから見えなかったんだ。目をつぶっていたら、見えるはずがない。

　だけど、目を開けても、はっきりとは見えない。

「わたしは龍りゆ子うこ」

　その誰かが言う。

　龍子。

　それは、わたしの名前。

　あなたは、誰？

「こうするしかなさそう。でも、わたしのせいだから。ごめんなさい。我慢して」

　龍子。

　ぼんやりとしか、見えないけど。

　あなた、

　どうして、

　角が生えて──





+++ + ++++






　卒業式の朝、夢にうなされて目が覚めた。そのことだけは一生忘れないだろう。でも、どんな夢だったのか。わからない。何も思いだせない。

　龍りゆ子うこは中学校の制服を着て卒業式に出た。祖父はスーツ姿で、祖母は和装だった。

　式が終わると、祖父は先に車で帰ってしまった。用事があると言ってたけれど、体調が良くなかったようだ。それでも卒業式に出席してくれた。龍子としてはありがたかった。

　校舎の玄関から校門に向かって在校生が両側に並び、卒業生たちがその間を通ってゆく。何か決められた順番があるのかもしれないが、龍子にはよくわからなかった。祖母と一緒に、在校生の外側から卒業生たちの歩みを見守った。

「あなたはいいの？」

　祖母に一度訊きかれた。

「わたしはいいんです」

　龍子は心の底からそう思えた。だから、笑顔で答えることができた。

　在校生の間を通り抜けた卒業生たちの大部分は、そのまま帰らずに引き返してきた。卒業生同士で語りあったり、写真を撮ったりして、涙を流す者もいる。同じクラスになったことのある何人かの女子が、龍子にも声をかけてくれた。

「わあ、白しら玉たまさん！」

「卒業おめでとう、あ、こっちもか！」

「今日もポシェット持ってる！　また中学校でね！」

　その中には、首に白っぽいヒトデのようなものをくっつけた木き久く地ちさんもいた。彼女とは五年生まで同じクラスだった。宿泊研修で一緒の班になって話す機会があったから、それとなく鎌をかけてみた。けれども、木久地さんは海の生き物だとイルカが好きで、ヒトデは気持ち悪くて嫌いだということしかわからなかった。

　はっきりと確かめたわけではない。しかし、どうやら木久地さんは、自分の首にくっついている白いヒトデには気づいていないようだ。彼女の前でポシェットからチヌを出してみても、見えている様子はなかった。

　卒業生たちは、玄関前に立てられた卒業式の大きな看板の前で記念撮影をしていた。その様さまをぼんやりと眺めていたら、祖母に袖を掴つかまれた。

「どうしたんですか、お祖ば母あ様さま……？」

「あなたも撮りなさい」

　祖母は看板の近くまで龍子を引っぱっていった。たまたま誰もいなかった。祖母は龍子を看板の脇に立たせて、ハンドバッグの中からスマホを出した。祖母がスマホを使っていることさえ龍子は知らなかった。

　祖母がスマホを構えようとしたら、背の高い卒業生が駆けよってきた。

「白玉さん！」

　毛もう利り美み鹿か歩ほだった。

「写真？　あたし、撮ってあげる！」

　美み鹿か歩ほは戸惑う祖母からスマホを取り上げて、龍りゆ子うこの隣に並ばせた。

「撮るよ！　はい、チーズ！」

　美鹿歩は撮った写真を確認すると、「ああ、だめ！」とふたたびカメラのレンズをこちらに向けた。

「二人とも笑って！　白しら玉たまさんはいい感じ、笑ってる！　おばさん、にこっとしてください、そう、そう……はーい、撮ります！　チーズ！」

　美鹿歩がシャッターを切った直後に、龍子は祖母の表情をうかがった。祖母は真顔だった。写真を確認したかったのだが、美鹿歩がスマホを返すと、祖母はすぐさまハンドバッグにしまった。

「どうもありがとう」

「いえ。白玉さんのおばあちゃんですか？」

「そうよ」

　祖母はそっけなく返事をすると、すたすたと歩きだした。

「……あれ？」

　美鹿歩は気まずそうに首をすくめて龍子を見た。

「おばあちゃんだよね？」

「はい。ただ、母でもあって。つまり、戸籍上は。ややこしいのですが……」

　美鹿歩は困惑していた。短時間で理解してもらうのは難しいだろう。

「ごめんなさい。写真、ありがとうございました」

　龍子は美鹿歩に頭を下げて祖母を追いかけた。追いつくと、祖母はスマホで誰かと話していた。龍子は祖母が通話を終了させるのを見計らって尋ねた。

「お祖ば母あ様さま、さっきの写真、見せてくれませんか？」

　祖母は答えずにスマホをハンドバッグに入れた。

「すぐに車が戻ってくるわ。式は終わったし、帰りましょう」

「わたし、もう少しここにいたいです」

「あなた一人で？」

「はい。家には歩いて帰れますから」

「好きになさい」

　祖母はそのまま学校をあとにした。

　龍子はポシェットからチヌを出して右肩の上にのせ、小学校の敷地を一巡りした。卒業式が終わったばかりなのに、どこもかしこも懐かしく感じる。龍子のように学校の周りを歩いている卒業生がちらほらいた。龍子と違って、二人か三人連れだ。あの人たちも龍子と同じような感慨に浸っているのかもしれない。だとしたら、なんだか嬉うれしい。

　玄関前に戻ると、まだ五、六人の女子が看板のところで写真を撮っていた。

　おでこを出している清し水みず原はら潤うる夢むが、際立って背の高い美み鹿か歩ほと腕を組んで笑いあっている。身長差がだいぶあるから、まるで潤夢が美鹿歩にぶら下がっているかのようだ。

　龍りゆ子うこはスマホを構えるふりをした。今、あの二人を撮ったら、とてもいい写真ができあがりそうだ。

「お祖じ父い様さまにお願いして、スマホ、買ってもらおう」

　ひとりごとじゃない。右肩の上でチヌが聞いている。

「お父さんとお母さんの写真が、一枚でもあれば。家族で、三人で撮った写真。たった一枚でも残っていたら──」




「白しら玉たまさん？」

　呼びかけられて、龍子は「っ……」と息をのんだ。

「どうしたの？　なんか、固まってたけど」

　美鹿歩がすぐそばにいた。龍子はスマホを構えるふりをしている。その先にある看板の周りにはもう誰もいない。潤夢や他の女子は、別の場所で何かおしゃべりしている。

「……いいえ、どうもしないです」

　龍子は手を下ろした。ぼうっとしていたようだ。

　何か考えごとをしていたような気がする。何を考えていたのだったか。思いだせない。

「さっき、ごめんね、おばあちゃんの……」

　美鹿歩は少し顔をしかめて言いづらそうに言った。龍子は首を横に振ってみせた。

「いいえ。こちらこそ、わかりやすく説明できなくて、申し訳なかったです。わたし、五歳のときに両親が亡くなってしまい、祖父母が引き取ってくれました。祖父母は孫のわたしを養子にして、自分の子供として育ててくれたんです」

「あ、そういうことか」

「はい。それだけのことなんです」

「きれいなおばあちゃんだね。すてきなお着物ですって、言えばよかった」

「あとで伝えておきます」

「またね、白玉さん。中学校で同じクラスになったらよろしくね」

「はい、毛もう利りさん。お元気で」

　美鹿歩は手を振って潤夢たちのほうへ駆けていった。

「チヌ」

　龍子は笑顔を作って美鹿歩を見送りながら、肩の上のチヌに訊きいた。

「わたし、さっき何を考えていたんだっけ。どうして思いだせないのかな。わたし、馬鹿なのかな。馬鹿なのかも。だめな子……」
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　おでこを出している清し水みず原はら潤うる夢むとも、背の高い毛もう利り美み鹿か歩ほとも、中学校では同じクラスにはならなかった。新学期が始まって間もない頃、廊下で美鹿歩と顔を合わせた。

「潤夢と一緒でよかったけど、白しら玉たまさんと同じクラスになれなくて残念」

「そうですね」

　本音を言えば、残念なような気もするけれど、ほっとしてもいた。美鹿歩と潤夢は結局、仲よしで、お互いを親友と呼びあっている。でも、よく仲なか違たがいをして、喧けん嘩かするとしばらくは口もきかない。きっとまた仲直りするのだろう。そう予想がついても、見ているほうからすると気が気でないのだ。

　変わったものを連れている生徒は、中学校でも見かけた。

　小学校より生徒数が増えたぶん、変わったものも多い。変わったものは千差万別だが、大同小異でもある。目にとまってもすぐ見慣れて、いるのがあたりまえになってしまう。

　ただ、あの同級生には少しばかり驚かされた。

　ある日、同じ一年一組の女子がつらそうにしていたので、龍りゆ子うこが保健室まで付き添った。養護教諭は不在で、眼鏡めがねをかけた女子生徒がベッドに座ってノートパソコンを開いていた。そのノートパソコンを操作していたのは、眼鏡の女子じゃなかった。一瞬、思った。

　化け物、と。

　もちろん、変わったものの一種に違いない。それにしても異様な見た目だった。もし夜道で出くわしたら、悲鳴を上げてしまうかもしれない。何しろ、つるっとした人間の頭部から、四本もの脚が生えているのだ。その人間の頭部というのも、目が四つもあった。四本の脚は腕のようでもあって、指が長く、器用そうだ。あの手なら、ノートパソコンのキーボードを打つこともできるだろう。

　ただ、厳密に言うと、化け物めいた変わったものは、キーボードを打っていなかった。指が動いていなかったのだ。四つの目は龍子のほうを向いていた。龍子を見て、打つのをやめたのだろうか。それとも、やはりもともと打っていなかったのか。

　眼鏡の女子がノートパソコンを畳むと、その変わったものは彼女の後ろに隠れた。

　一年一組には空席が一つあった。それが雫しずく谷だにルカナという生徒のものだということは知っていた。彼女は教室には姿を見せない。保健室登校をしているらしい。事情はわからないけれど元気そうで、龍子のことを「白玉団子」と呼んだ。独創的な人で、ノートパソコンを学校に持ちこんでいて、変わったものを連れている。

　龍子は何度か保健室に会いにゆき、雫谷の様子をうかがった。どうやら彼女も自分の変わったものに気づいてはいないようだ。

　雫しず谷くだにの前で、ポシェットからチヌを出してみてはどうだろう。それも考えたけれど、実行には移さなかった。

　なんとなく、チヌが雫谷の変わったものを怖がっているように思えたのだ。

「あなた、塾や習い事は必要ないの？」

　夏が過ぎて、冬休みが近づいてきた頃、祖母に訊きかれた。不要だと龍りゆ子うこは答えた。クラブ活動には興味を引かれたけれど、ぐずぐずしているうちに新入生が入部する時期を過ぎてしまった。勉強は得意じゃない。塾に通えば、成績がいくらか上がるだろうか。でも、部屋で宿題をしたり、教科書に目を通したり、ノートを見直したりするのは、いい時間潰しになる。一人で勉強をしている間は、余計なことを考えずにすむ。

　学校の友だちと話すのは楽しい。でも、家族の話題はちょっと苦手だ。

　とくに、お父さん、お母さん、パパ、ママ、といった言葉が耳に入ると、どうしても龍子自身の両親のことを考えてしまう。思いだしてしまうのだ。両親のことじゃない。思いだしたくても、両親のことはほとんど覚えていない。

　小さい頃、龍子は祖父母に尋ねた。

　──お父さんとお母さんはどこ？

　たぶん、何度も、何度も、しつこく尋ねたのだ。

　──龍子、お爺じいちゃんがおまえのお父さんなんだ。

　祖父にそう言われた記憶がある。おそらく、龍子は祖父に口答えしたのではないか。違う、お爺ちゃんはお父さんじゃない、と。

　──龍子、お父さんとお母さんはね、遠くへ行ったのよ。

　祖母にそう告げられて、龍子はどうしたのだろう。きっと納得しなかったはずだ。だって、父と母は龍子を置いてどこか遠くへ行ったりしないから。

　ぼんやりとした記憶がある。いつも父か母が龍子と手を繋つないでくれていた。三人で手を繋いで歩くこともあった。二人が龍子を一人にして遠くへ行ったなんて、嘘うそに決まっている。龍子はそんなふうに言い張って、祖父母をさんざん困らせたに違いない。

　──いい子にしていたら、いつかお父さんとお母さんに会えますか？

　祖母にそう質問した記憶がある。祖母は黙っていた。龍子はそれで聞き分けたのか。祖母に何回も同じことを問いかけたのではないか。

　──わたしがいい子だったら、お父さんとお母さんは、どこにも行かなかったですか？

　たしか祖父にはそんな訊き方をした。祖父は龍子を怒鳴りつけた。

　──物の道理がわからんやつだ！

　あのとき祖父はかなり大きな声を出した。あれは食堂だった。祖父はたしか食卓を強く叩たたいた。激げき昂こうしていたのだ。いきなり怒りだしたわけじゃない。龍子がくどくど、ねちねちと、似たようなことを口にしたのだろう。それで堪かん忍にん袋ぶくろの緒が切れたのだ。

　祖父はたいてい機嫌がよくないし、祖母はなんだか龍りゆ子うこに冷たい。ずっとそうだったわけじゃない。龍子だ。全部、龍子のせいなのだ。

　まだ小さかった龍子が毎度、毎度、父と母のことばかり話して、二人はもう死んでしまったというのに、祖父母は何も悪くないし、祖父母にはどうしようもないことなのに、この子供は口を開ければ、お父さん、お母さん、そればっかりで、わざわざ引き取ってくれて、大切に、精一杯世話してくれている祖父母に向かって、寝ても覚めても、お父さん、お母さん、お父さん、お母さん、それしか言わない。

　これでは祖父の機嫌も悪くなる。祖母だって、いいかげん疲れてしまったのだろう。

　余計なことは考えたくない。いやなことなら、考えないほうがいい。

　いやな、自分。

　だめな自分。

　だめな子。

　こんなふうだから。




　わたしがだめな子だから、お父さんにも、お母さんにも、会えないんだ。




　これは罰だ。だめなわたしへの、罰なんだ。

　わたしがだめだから、お父さんとお母さんは、死んじゃったんだ。

　わたしのせいで。

　全部、わたしのせいだ。




　うゅー。

　みぅぅー。くゅー。

　耳みみ許もとで声がする。

「……チヌ」

　右肩の上にチヌがいる。ここはどこだろう。

　部屋だ。家。祖父母の家だ。祖父母が孫に与えた部屋で、龍子は机に向かって教科書とノートを開いていた。

　シャープペンシルを手にしている。

　ノートには、龍、龍りゆ介うすけ、龍子、と書かれていた。

　龍子の筆跡だ。いつの間に書いたのだろう。覚えがない。龍子は消しゴムでそれらの文字を消した。

　二年生に進級して同じクラスになる前から、いつも大きなバッグを担いでいる男子生徒のことは知っていた。

　彼は足が速い。廊下でどんどん他の生徒たちを追い抜いてゆく。走っているわけじゃない。無理に急いでいるようにも見えないのが不思議だった。階段を半分ほど下りて、そこから一気に跳び下りるところも目撃したことがある。彼は軽々と着地して、何事もなかったかのようにそのまま歩き去った。

　昼休みに中庭に出たら、誰かが屋上に座っていた。屋上は立入禁止だ。見間違いだろうか。そんなことはない。やはり誰かいる。男子生徒だ。中庭側に背を向けている。

　その男子生徒は大きなバッグを担いでいた。

　龍りゆ子うこの視線に気づいたのだろうか。男子生徒はちらりと中庭を見下ろすと、すっといなくなった。そんなこともあった。だから、なんだか気になっていた。

　二年三組の教室で彼の姿を見つけたときは、胸が躍った。

　弟おと切ぎり飛とび。

　まるで重力から解き放たれているかのような、彼にぴったりの名前だ。

　クラスが一緒になってから、新しい発見がいくつもあった。彼は給食をすごい速さで食べて、さっさと教室から出ていってしまう。彼は誰にも話しかけない。授業中、先生に指名されると、返事はちゃんとする。でも、間髪を容いれずに「わかりません」と答えることも少なくない。考えてみて、と先生にうながされた途端、「わからないことはわからないんで」と言い放ったこともある。

　龍子が思うに、彼は正直なのだろう。わかれば答える。わからないことはわからない。判断が速い。少々せっかちなのかもしれない。もしかしたら、少々じゃなくて、だいぶせっかちなのかもしれない。彼は変わり者と見なされている。

「あぁ、弟切だからね」

　同級生がそんなふうに言うのを聞いたことがある。

　なんとなく彼を尾行しようとしたら、あっという間に見失ってしまった。一度きりじゃない。何度もだ。

　そして、彼のバッグはただのバッグじゃない。

　あれは五時間目の途中だった。とても天気がよく、カーテンを閉めて日ひ射ざしを遮っても教室の中がやけに暑かった。龍子がざっと見ただけでも、二、三人の生徒が居眠りしていた。うかうかしていたら、龍子も睡魔に負けてしまいかねない。気合いを入れ直そうと、左右の掌てのひらを両りよ頬うほおに押しつけて強めに揉もんだ。そのときだった。

「しかし、あれだよなァ……」

　今のは誰が言ったのだろう。

　龍子は教室を見回した。先生は板書を続けている。生徒たちの様子もとくに変わらない。どういうことなのか。おかしい。それなりに大きな声だった。先生じゃない。声が違った。だったら普通、先生に注意されるはずだ。

　先生がチョークを置いて、生徒たちに向き直った。

「ええ、と、いうわけなので、ここでは──」

「ケケッ……」

　今度は妙な短い笑い声だった。

　でも、先生はかまわず教科書の内容を解説している。生徒たちは、先生の話に耳を傾けているか、ノートをとっているか、居眠りをしているか、眠気と戦っているか。

　龍りゆ子うこもさっきまでずいぶん眠かった。もう睡魔は影も形もない。

　すると突然、弟おと切ぎり飛とびが机に掛けてある例のバッグを叩たたいた。というより、殴りつけた。

「──ん？　何だ、弟切？」

　先生が訊きくと、弟切飛は首を横に振った。

「べつに」

「……プッ」

　誰かが噴きだした。すると、弟切飛はまたバッグを殴った。今度は軽くだったから、先生は気づかなかったようだ。

「暇だろ？」

　また誰かが言った。

　弟切飛は仏ぶつ頂ちよ面うづらをしている。バッグを殴ろうとはしなかった。

　叩かないんだ、と龍子は思った。もう一回、バッグを叩くんじゃないかと。

　黙らせようとして。

　バッグを？

　我ながら、それは奇抜な発想だった。バッグがしゃべった、なんて。

　しかも、バッグの声は皆に聞こえるわけじゃない。

　龍子には聞こえた。当然、弟切飛にも。

　あれは、弟切飛のバッグだから。

　そのあと、同じクラスの高たか友とも未み由ゆ姫きにそれとなく尋ねてみた。

「弟切くんって、学校指定じゃないバッグを持ってますよね」

「あぁ。なんか持ってるね。あれ、ヤギー先生に怒られないのかな」

「ヤギー先生？」

「朝、校門前で生活指導してる──」

「八や柄がら島しま先生でしょうか」

「うん。注意されそうじゃない？」

「たしかに」

　貴重な証言だった。弟切飛のバッグは高友にも見えている。ということは、あれは変わったものではないのか。それとも、彼が連れている変わったものは例外なのだろうか。

　あるいは、変わったものは姿形が様々なだけでなく、性質もばらばらなのかもしれない。だいたいの人には見えないものがいる。見えるけれども、声は聞こえない。そういうものもいる。色々な変わったものがいるのかもしれない。

　とにかく、彼のバッグはしゃべっていた。あれは人間の言葉だった。彼のバッグはしゃべることができるのだ。

　龍りゆ子うこは事あるごとに弟おと切ぎり飛とびの動向をうかがうようになった。もっとよく調べて、弟切飛のことが知りたい。彼と友だちになれないだろうか。もしかしたら、彼にはチヌが見えるかもしれない。

　龍子が誰にも話せないことを、彼になら打ち明けられるかもしれない。
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　二年三組の教室には空席が多い。多すぎるくらいだ。

　雫しずく谷だにルカナはもともと保健室登校をしていて、席は確保されているものの、教室に顔を出すことさえなかった。高たか友とも未み由ゆ姫きは屋上から飛び降りて入院中だ。紺こんちあみは虚心症で登校できそうにない。正まさ木き宗しゆ二うじも同じだ。浅あさ宮みや忍しのぶは近々退院するらしい。でも、学校には来られないだろう。

　浅あさ緋ひ萌も日に花かは転校してしまった。

　弟切飛も。

「ええ……それから、今度の土曜日、防災訓練で登校日だから──」

　赤いジャージを着た担任の針はり本もと先生が生徒たちに連絡事項を伝えている。

　朝の教室は静かだ。針本先生以外、誰も口を開いていない。

　龍子はポシェットからチヌを出してあげた。チヌは龍子の体をするすると伝い登って、右肩の上に陣どった。

　気がつくと、窓際の前から三番目の空席を見ている。その席に座っている彼の姿が目に浮かぶ。

　バクが、はぁあ、ハリーのヤツ、また愚にもつかねえ話しやがって、とかなんとか、ぼやいたりする。よせって、というふうに、彼がバクを小突く。いてっ。大おお袈げ裟さにバクが痛がってみせる。彼が今度は、バクをちょっと足蹴にする。ヘヘヘッ。バクが笑う。彼をからかっている。龍りゆ子うこも耐えきれなくなって、ついくすくす笑ってしまう。




　飛とび、わたしね。もしかしたら、もう会えないかもしれないって、思っている。変ですよね。飛は、わたしのお父さんやお母さんとは違うのに。

　お父さんとお母さんはもういないんです。どこにもいない。二人とも、死んでしまったんです。覚えてないけれど、わたしのせいなんじゃないかって。車の事故らしいんです。お父さんと、お母さんと、わたし、家族三人が乗っていたみたい。運転していたのは、お父さんでした。操作を誤って、事故を起こしたんだって。お父さんとお母さんは、死んじゃったんです。それなのに、わたしは何でもなかった。わたしだけは。

　たった一人、わたしだけが奇跡的に無傷だったんだって。

　わたし、覚えてないんです。あの事故のことは、何も覚えてない。思いだせないんです。でも、ね。覚えてないけれど、こう思うの。

　お父さんとお母さんは、わたしを守ってくれたんじゃないかなって。

　娘だけは、わたしのことだけはって。

　それで、お父さんとお母さんは死んでしまって。

　わたし一人だけ、生き残って。

　思うことがあるの。余計なことをしてくれたって。わたしも一緒でよかったのにって。お父さん、お母さんと一緒に、わたしも死ねばよかった。そうしたら、わたしは寂しくなかった。お祖じ父い様さまとお祖ば母あ様さまに迷惑をかけて、苦しませることもなかった。みんなに迷惑をかけずにすんだ。

　きっと、わたしは死ぬべきだったんです。

　誰にも言ったことはないけれど。こんなこと、口が裂けても言えないけれど。言っちゃいけないことだって、わかっているから。でも、そんなふうに思ってしまう。

　わたしは、だめな子。悪い子です。

　もしかしたら、飛とはもう会えないのかもしれない。どうしても、そう思ってしまうんです。そのほうがいいのかもしれない。

　萌も日に花かとは一緒なんだ。

　いいね。

　萌日花は。

　こんなふうに、思いたくない。それなのに、思ってしまうんです。わたしは、だめな子。飛とはもう二度と会えないかもしれない。飛は、わたしなんかと会わないほうがいい。

　だから、会えないほうがいい。会えなくていい。もう会えないなら、そのほうがいい。期待したくない。会いたいなんて、思いたくない。お父さんとお母さんは突然いなくなった。そのときのことを、わたしは何も覚えていないの。どうしてか、何一つ。いつか会えると思っていたの。ぼんやりと、会えないわけがないって。会いたかった。お父さんがいて、お母さんがいて、わたしがいて。家族三人そろっているだけで、最高の一日──




「……最高の」

　龍りゆ子うこはあたりを見回した。声を出してしまったような気がする。小さな声だったから、隣の席の人にさえ聞こえなかったようだ。

　何か思いだせそうだ。最高。最高の。最高の一日。特殊な言葉じゃない。でも、妙に心が動かされる。

　針はり本もと先生の姿がない。いつの間にか朝のホームルームが終わっていた。龍子は針本先生の話をまるで聞いていなかった。よくないことだ。でも、それが何？　どうでもいい。

　うゅー。

　チヌが鳴いている。最高。最高の。

　最高の一日。

　にぃぅー。くゅー。てぃぁー。

　龍子は右肩の上のチヌに目を向けた。いくら何でも、うるさい。静かにして、チヌ。

　チヌ。

　それ──

　どうしたの？

　チヌの、口に。

　口の中から、何かが出ている。せり出している。凹凸があって、蠢うごめいている。

　とても小さいけれど、それは顔だ。

　人間の顔だ。

　龍子だ。

　それは、龍子の顔だ。

「食べたい」

　小さな龍子が言う。

「もっと食べたいよ」

　そう言っている。

　小さな龍子が、龍子に。

「食べさせて、龍子」
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　私立魁かい英えい学園。もとは別の名前だったが、理事長が代替わりして改名したようだ。中等部と高等部がある。中高一貫校だ。積極的に学生を受うけ容いれていて、かなりの頻度で編入試験が実施されている。萌も日に花か曰いわく、編入試験の問題は頭を使えば解ける問題が多かったらしい。とはいえ、同じ頭でも人によって構造や性能が違う。飛とびが自力で挑んでいたら、半分どころかほとんど解けなかっただろう。

　暗号名コードネーム・ワラビーが運転する銀色のワンボックスカーは、魁英学園の仰々しいほどに立派な正門の前で停とまった。

「ふぅ……」

　萌日花がため息をこぼし、ヘッドホンを外して首にかけた。

　広々とした後部座席に乗っているのは萌日花と飛だけだ。二人とも真新しい魁英学園の制服を着て、校章バツジをつけている。

「じゃ、行ってくるね、隊長」

「おう」

　助手席のハイエナが軽く手を上げてみせた。

　萌も日に花かは鞄かばんを肩に掛けて後部座席のドアを開け、車から下りた。飛とびもバクを担いだ。少し迷ったが、黙って行くのもなんとなくばつが悪い。

「行ってきます」

「ああ」

　ハイエナは振り返らずにさっと手を振ってみせた。

「行ってこい、ヒタキ」

　飛は車から出て、ドアを閉めた。すかさずバクがハイエナの口調を真ま似ねした。

「『行ってこい、ヒタキ』」

「ちょっと似てる」

　萌日花がくすっと笑った。ヒタキは飛の暗号名コードネームだ。候補はいくつかあった。そのうちの、ジョウビタキ、という鳥の名が気になった。スマホで検索すると、スズメ目ヒタキ科の小さな鳥だった。オスのジョウビタキは頭が銀色で、顔は黒く、腹が赤茶色というか、オレンジ色をしている。ただ、ジョウビタキだと長い。縮めてヒタキにした。

「似てたかな……」

「『似てたかな……』」

　バクが飛の真似をすると、萌日花は噴きだしそうになった。放っておくと調子に乗りそうだから、一発殴っておいた。

　登校時間の真まっ只ただ中なかだが、正門周辺に生徒の姿はまばらだった。魁かい英えい学園の敷地の中には、家具や最低限の生活家電を備えた学生寮もある。遠方から入学する生徒も少なくないので、寮生がかなり多い。飛と萌日花も今日から寮暮らしだ。

　正門の脇にはいかつい守衛が立っていたが、制服と校章バツジを着用している飛と萌日花には一いち瞥べつもくれなかった。正門を通り抜けると、左手に小さな砦とりでのような守衛所がある。その前にも守衛が数人いた。一人の守衛が帽子の鍔つばをさわって目礼した。

「おっ、あの野郎……」

　バクは反応したが、飛と萌日花は微かすかにうなずいてみせただけで守衛所を通りすぎた。

「灰はい崎ざきのヤツ、てんで似合ってなかったな、守衛の制服」

　バクが、ゲヘッ、と下卑た笑い声を立てた。

　カワウソこと灰崎逸いつ也やも、飛と同じく、ハイエナ率いるクチナシに加わった。飛は正式採用だが、灰崎は試用期間が三ヶか月あって、その間は給料が安いらしい。

　たまたま魁英学園が守衛を募集していたので、ハイエナは飛と萌日花の編入に合わせて灰崎を潜りこませた。ちなみに、灰崎は守衛としても試用期間中のようだ。

　それにしても、魁英学園は広い。どのくらい広大かというと、多目的グラウンドと野球グラウンド、サッカーコートが二面、ラグビーコートの他に陸上トラックがあって、テニスコートは八面、大きな体育館が第一と第二の二つある上、武道場に弓道場まである。
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　高等部は北棟、中等部は南棟だ。それ以外に、各種特別教室や第一学生食堂が入っている西棟、東棟には第二学生食堂や主に職員用の施設があり、この東西南北四つの棟と大講堂が回廊で繋つながっている。

　一号から三号までの学生寮もある。

　敷地の中央には池がある。ベンチが置かれたジョギングできる遊歩道がこの池を一周していて、橋で池の小島に渡ると、そこはガーデンと呼ばれる憩いの庭園だ。遊歩道とガーデンは生徒に開放されているものの、守衛の見回りが定期的にある。夜間は立入禁止だ。

　飛とびと萌も日に花かが歩く正門から延びている通路には、守衛所の他、駐車場と、購買部が面している。購買部といっても、街中にあるコンビニよりも大きい。飲食物から筆記用具、基本的な生活用品、書籍、下着や靴下、Ｔシャツ、ジャージ、スウェットなどの衣類まで扱っているという。もはやちょっとしたスーパーマーケットだ。

　通路を五十メートルほど進むと、その先は階段になっている。通路と同じ幅の、三十段に及ぶ大階段だ。迂う回かいするスロープもあるけれど、飛と萌日花は他の生徒たちと同じように大階段を上りきった。その先が南棟の中等部だ。

　萌日花が玄関前で顔をしかめた。

「うーん……」

「どうかしたの」

　飛とびが尋ねると、萌も日に花かは落ちつかない様子で鼻をさわった。

「感じる。なんとなく、やばいのがいそう」

「人外か？」

　飛の代わりにバクが訊きいた。萌日花はうなずいた。

「編入試験のときは、そんなに……だったけど、今日はちょっと」

「そいつを調べるのも仕事のうちなんだろ？」

　バクは、ヘヘッ、と笑った。

「まァ、任せとけって。イザってときはオレがいるんだからよ。そのやべえ人外とやらが襲いかかってきやがったら、問答無用で食ってやるぜ」

　萌日花は肩をすくめ、バクをぽんぽんと叩たたいた。飛は小声でぼやいた。

「僕らの仕事は人捜しと調査だってば……」

「よく言うじゃねえか。降りかかる火の粉は払わなくちゃあな？」

　ただ、食べたいだけじゃないか。飛は思っただけで口には出さなかった。魁かい英えい学園は下げ駄た箱ばこも上履きもない。屋内も土足のままだ。南棟に入ると、たくさんの生徒が行き交っている。バックパックと言い争うわけにはいかない。

　飛と萌日花は階段を上がった。

「萌日花」

「ん」

「いいの？　ヘッドホン、つけたままで」

「校則、見た限りでは大丈夫なんじゃない？　ていうか、かなり緩いよね。この学校」

「成績さえよければ……的な？」

「勉強だけじゃなくて、部活とかも重視されるみたい。私と飛は──」

　萌日花は校章バツジをいじった。

「とりあえず一般生で入ったけど。私は順当にいったら、そのうち特待生かな」

「なんか、校章バツジが違うんだっけ」

「らしいね。あと、特待生は学費も寮費も免除。でも、成績が下がったらすぐ一般生に落ちちゃう。実力主義」

　飛は二年四組、萌日花は二年六組に編入された。萌日花とは二年四組の前で別れた。

「じゃ、またあとで」

「うん」

「達者でなァ！」

「おとなしくね」

　萌日花は飛よりもバクに忠告したのだろう。飛は言われなくてもおとなしくしているつもりだ。仕事はするつもりだが、余計なことに手を出す気はこれっぽっちもない。

　飛とびは教室に入って、窓際の前から三番目の席についた。この席は前もって指定された。奇くしくも、前に通っていた中学校での席と同じだ。バクは机の上に置いた。

「お龍のやつ、元気でやってっかな。オレがいなくて、寂しがってんだろうなァ……」

　飛はバクを無視して教室の中を見回した。何人かの生徒と目が合った。挨拶くらいしておくべきなのかもしれない。龍りゆ子うこなら、挨拶は基本ですし、大事ですから、とか何とか言って、自分のほうから笑顔で声をかけるだろう。飛は窓の外に視線を向けた。

　無理だ。飛は龍子じゃない。

「編入生？」

　そんなふうに呼びかけられても、以前の飛ならおそらく知らんぷりをしていた。飛は龍子じゃない。龍子のようにはなれないけれど、少しは変わったのかもしれない。

「あぁ……」

　見ると、一人の男子生徒が近づいてくる。背丈は平均で、痩せても太ってもいない。髪は長くないし、短くもない。しいて言えば目がやや小さめだが、言うほど小さくもない。

「僕のこと？」

　飛は訊きき返した。すかさずバクがツッコんできた。

「そりゃそうだろ！」

　即座に飛はバクに左肘をめりこませて、ぐっと体重をかけた。

「グァッ、やめろ飛ッ、こらッ」

「そうそう。編入生だよね？」

　男子生徒は飛の前の席に座った。どうやらそこが彼の席らしい。

「俺、ナカムラ」

「僕は弟おと切ぎり」

「オトギリ？　めずらしいな。下の名前は？」

「飛」

「へえ。かっこいい。俺はコウタ」

「よろしく。ナカムラくん」

「みんな、俺のこと、ナカムラって呼ぶんだよなぁ。あと、ナカムラでもタカハシでもサトウでもタナカでもしっくりきそうって、よく言われる。何だよそれって感じ」

　ナカムラは饒じよ舌うぜつだった。訊かなくても色々話してくれる。若干馴なれ馴なれしいものの、親切そうだ。飛としては助かる。どのみち情報源は必要だ。

　担任の先生がやってくるまで、ナカムラは何だかんだとしゃべりつづけた。魁かい英えい学園の説明が大半で、理事長に関する話題がとくに多かった。ナカムラは理事長を熱心に褒めていた。理事長はまだ四十代で、前理事長の息子らしい。親の七光りではなく、投資家として大成功した大金持ちなのだとか。投資で稼いだ金を注つぎこんで、親から受け継いだこの学園をさらに発展させようとしている。

　正直、飛とびもそのあたりのことは知っていたが、黙って聞いていた。生徒の中に理事長の信奉者がいるというのは、耳新しい情報かもしれない。

　担任の先生は飛を立ち上がらせて、口頭で「編入生の弟おと切ぎり飛くんです」と紹介した。飛は「どうも」と頭を下げただけだった。魁かい英えい学園では編入生なんてとくにめずらしくないからだろう。あっさりしたもので、多少拍子抜けした。

　担任の先生が教室から出てゆくと、入れ替わりに飛やナカムラとは別の校章バツジをつけた生徒が入ってきた。

「トクタイだよ」

　ナカムラが教えてくれた。特待生トクタイは一般生パンセーと違って特定のクラスには所属しない。担当教員がついて、独自のカリキュラムを組む。一時間目は何とか先生の数学、二時間目は何とか先生の英語といった具合に、教室から教室へと渡り歩いて授業を受けるらしい。

「弟切はトクタイ目指してる？」

「あ、いや……」

「そっか。トクタイの中にはあからさまにパンセーを見下してる人もいるけど、そんなに交わることもないし、気にしなくていいよ」

「ナカムラくん」

　飛は思いきって尋ねてみることにした。

「選抜クラスって、トクタイとはまた別なんだよね」

「うん、全然別だよ。でも、選抜はなぁ……」

　ナカムラは頭を掻かいた。

「よくわかんなくて。トクタイはパンセーと同じ授業も受けるけど、選抜は完全に分かれてるはず。たまぁーに外で見かける……って言っても、俺が見たのは二回か三回かな。選抜の生徒は校章バツジだけじゃなくて、制服も違うの着てるんだよ」

　ナカムラは選抜クラスについてよく知らないようだ。それほど期待していたわけじゃないので、失望はしなかった。

　魁英学園の特待生制度については、公式ウェブサイトでもある程度解説されている。でも、選抜クラスに関する記載は見あたらない。選抜クラスというものがあることは、学生の大半が認識している。けれどもナカムラのように、その実態までは知らない。教員も同様だ。少なくとも、特案が接触することに成功した魁英学園の教員数名は、選抜クラスの詳細を把握していなかったらしい。バクが飛を慰めるように言った。

「ま、潜入したばっかりだしな。焦あせることはねえさ、相棒」

「偉そうに……」

　飛は思わず呟つぶやいてしまった。前の席のナカムラが振り向いた。

「え？」

　飛とびは首を横に振って見せた。

「なんでもないよ」





+++ + ++++






　飛は軽く考えていたのだ。というか、仕事のこと以外は深く考えていなかった。

　この学校はやばい。授業がやばい。

　教科は前に通っていた中学校と同じなのに、内容がまったく異なっている。教科書とは別にテキストがあって、それをもとに授業が進められるらしい。プリントが配られるから、それを読めば書かれていることは理解できるものの、明らかに不完全だ。足りない部分は自分で補わないといけない。もっとも、先生が、ここにこう書け、と教えてくれるわけじゃないから、自分なりに考えてどうにかするしかない。授業中にときどきミニゲームみたいなものが始まる。一分間や二分間で四則計算をしたり、クロスワードパズルを解いたり、間違い探しをしたり。それが授業内容と関係していて、わからなかったことが急にわかったりすると、少し賢くなったような気がする。たぶん錯覚だろう。退屈はしない。退屈する余裕がない。途と轍てつもなく頭が疲れる。

　午前中の授業が終わる頃には、飛はすっかりへとへとになっていた。

　魁かい英えい学園は前の中学校と違って給食がない。よっこらしょとバクを担ぎ上げて教室を出たら、聞き覚えのある声がした。

「うん、それでね──」

　飛の目と鼻の先を三人連れの女子が通りすぎていった。その中の一人が萌も日に花かだった。

「オイ、飛……」

　バクが何か言いかけて絶句した。飛も唖あ然ぜんとしていた。あの後ろ姿は間違いなく萌日花だし、あれは萌日花の声だった。ただ、何かこう、やけに楽しげな口調だった。

　萌日花の左右に女子生徒がいる。萌日花は真ん中だ。身を寄せあっているとまではいかないものの、三人の距離はけっこう近い。見るからに仲がよさそうだ。

　まさか、魁英学園に知り合いが、というよりも、友だちがいたのだろうか。あの萌日花に。だとしても、なんだか萌日花らしくない。

「あいつ……シカトしやがったよな？」

　バクは微かすかに身を震わせている。怒っているようだ。

「まあ、僕に気づいてたとは思うけど……」

　飛は当てが外れて少々気抜けしていた。示しあわせていたわけじゃないけれど、昼食はなんとなく萌日花と一緒にとるつもりでいたのだ。

「弟おと切ぎり？」

　ナカムラが教室から出てきた。

「どうしたの、そんなところに突っ立って？　飯は？」

「それは、これから……」

「弁当ないんだったら、学食か購買部だね。学食は第一と第二でメニューが違うんだけど、一日何食限定とかのもあるし、急いだほうがいいよ」

「あぁ、うん」

「そんなわけで、俺、急いでるから」

　ナカムラは早足で行ってしまった。

「どうすんだ？」

　バクが訊きいてきた。第一学生食堂は西棟、第二学生食堂は東棟にある。ナカムラはどちらに向かったのか。

「購買部でいいかな……」

　飛とびは外に出た。三十段の大階段を下りようとしたところで、ポケットの中に入れてあったスマホが振動した。見ると、萌も日に花かからテキストメッセージが届いていた。バクが飛の手て許もとをのぞきこんでメッセージを読み上げた。

「んん？　『お昼は友だちと食べるから』だとォ……？」

　飛は立ち止まって返信を入力した。バクが、ケケッ、と笑った。

「まだまだ遅えな。『もう友だちできたの？』……たったそれだけ入力すんのに、どんだけ時間かかってんだよ。鈍くせえ」

「……うるさいって」

「オレは相棒として心配してやってんだよ。スマホってのは現代人に必須のツールだろ。そのフリック入力とかってヤツなんざ、しゃべる速度でパパッとこなせねえとな」

「バックパックに言われたくないんだけど」

「オッ。来たぞ。萌日花からのレス。『適当にね。いたほうが何かと都合いいし』だとさ。フフンッ。まァ、そりゃそうか。飛だって一応な？　いるよな、サトウが。ナカムラか。オレのコミュ力に欠ける相棒にしちゃ上等だろ。萌日花に自慢してやったらどうだ」

「いいよ……」

　飛はスマホをしまって大階段を下りた。購買部の手前でまたスマホが震えた。飛がスマホを手にしてメッセージを表示すると、バクがそれを読んだ。

「『友だち風。あくまでも。龍りゆ子うこみたいな友だちとは違うよ』……か。つーことは、だ。萌日花にとってお龍は、友だち風ってヤツじゃねえ、本物の友だちなんだろうなァ」

　飛はスマホをポケットに突っこんで購買部に入った。萌日花は龍子と連絡を取りあっているのだろうか。訊いたことがない。もし訊いたら、そっちはどうなの、と返ってきそうだ。連絡していない、と飛とびが明かしたら、萌も日に花かはどんな反応を示すだろう。なんとなく叱られそうだ。なぜ萌日花に叱られないといけないのか。冗談じゃない。

　購買部の中は、コンビニを倍か三倍くらいに広げたような雰囲気だった。大勢の生徒で賑にぎわっている。レジにも列ができていた。

「パンか何かでいいんじゃねえの？」

「……自分で選ぶから」

　飛は小声でバクに言い返して、パンのコーナーに向かった。

「パンじゃねえか！」

　飛はバクにツッコまれたから足を止めたわけじゃない。

　菓子パンや惣そう菜ざいパンなどがびっしりと並べられた棚の前に、男子生徒が立っていた。制服のデザインが違う。校章バツジも。比較的小柄で、離れ気味の目がちょっと垂れている。

　その男子生徒は、パンの棚じゃなくて、飛のほうに顔を向けている。それはべつにいい。ふと誰かの気配を感じて、そちらに目をやる。誰にでもそういうことはあるだろう。でも、あれは何なのか。

　男子生徒と一緒にいる──彼が、連れている──そんなふうに見える、あれは、着ぐるみなのか。全身が黄色くて、ウサギのような長い耳がある。首につけている赤いものは、蝶ちようネクタイだろうか。蝶ネクタイ的な、別のものなのか。

　ただ、ウサギを擬人化した何らかのキャラクターの着ぐるみだとしたら、小さすぎる。耳を除けば、背丈が男子生徒の半分もない。赤ん坊でもなければ、あのサイズの着ぐるみには入れないだろう。かといって、ぬいぐるみじゃない。

　動いている。

　男子生徒だけじゃなくて、その黄色いウサギのようなものも、耳をピクピクさせながら、こっちを見ている。

「じっ──」

　バクが言いかけて、口をつぐんだ。

　人外。

　あれは人外だ。

　男子生徒は少しだけ首を傾けた。飛の校章バツジを確認したのか。

　ずっと黙って立ち止まっているのも変だ。飛はパンの棚に近づいていった。男子生徒は、そして人外も、じっと飛を見つめている。

　選抜クラスか。選抜クラスの生徒。選抜生。たぶん、そうだ。でも、特案が捜している生徒じゃない。入学前の写真を見て覚えている。別人だ。

　棚にはパンが並んでいる。どれもパンだ。ずいぶん色々なパンがある。飛は何か選ぼうとしているのだが、どのパンがどういうパンでどれが何のパンなのか、よくわからない。

「今、きみ」

　ついに、と言うべきかもしれない。男子生徒が声をかけてきた。飛とびに声をかけたのだと思う。このあたりには飛とその男子生徒しかいないのだ。飛と、その男子生徒と、バクと、それから、黄色いウサギ人間のような人外しか。

「何か言わなかった？」

　間違いない。男子生徒は飛に訊きいている。

「いや」

　飛は横目で男子生徒を見て、首を横に振ってみせた。

「何も」

「そっか。気のせいかな」

　男子生徒は腕組みをして、「んー……」と顔を仰あお向むけた。

「声もなんか、違う気がするしな。ごめんね、変なこと言って」

「いや……」

　飛はもう一度、首を横に振った。男子生徒はさらに話しかけてきた。

「昼飯？　パン好きなの？」

「あぁ、まあ……それなりに」

　飛が曖昧に答えると、男子生徒はいきなり拳を差し向けてきた。

「俺も。パン大好き。いぇーい！」

　いったい何なのだろう。どういうことなのか。男子生徒は右目をつぶって、上の歯と下の歯の間から舌先をぺろっと出してみせた。

「……い」

　飛の中にはそうとうなためらいがあった。でも、相手は選抜クラスの生徒だ。つれない態度をとるより、ここは乗っておくべきだろう。

「いぇーい」

　平板な声音で返すことしかできなかったが、飛は思いきって男子生徒の拳に自分の拳をこつんと当てた。

「なかぁーまっ！」

　男子生徒は奇妙な抑揚でそう言って、ニカッと笑った。

「パン好き同士のよしみで、おすすめのパンを教えたいんだけど、いい？」

「……ぁあ。うん」

「ここじゃないんだよな。ついてきて、ついてきて」

　選抜生とおぼしき男子生徒が歩きだすと、ウサギ人間的な人外がそのあとを追いかけた。飛はその後ろについた。下を向いて歩くふりをして、人外を凝視せずにはいられない。男子生徒はおにぎりや弁当が並ぶ棚の前で立ち止まると、サンドイッチを手にとった。

「これこれ。喫茶店のミックスサンド。すっごいおいしい。食べたことある？」

「……や。初めてなんで」

「初めて？」

「編入してきて。今日」

「そうなの？　編入生なんだ」

「まあ」

「じゃ、これ！」

　男子生徒は飛とびに喫茶店のミックスサンドとやらを押しつけると、それとは別に持っていた紙パックを見せつけた。

「これもうまいよ。牛乳屋さんのコーヒー牛乳。ドリンクのコーナーにあるから、よかったら飲んでみて。あっ。名前は？」

「……弟おと切ぎり」

「オトギリ！　それ、本名？」

「うん」

「覚えた。一回聞いたら忘れらんない名前だよなぁ。俺、ましゃっと」

「……ま？」

「ましゃっと！　またね、オトギリ！」

　どうやら、ましゃっと、という名らしい男子生徒は、牛乳屋さんのコーヒー牛乳だけ持ってレジの列に並んだ。ウサギ人間的な人外はその真後ろに陣どっている。ましゃっとの尻に人外の顔面がくっつきそうだ。

　飛はドリンクのコーナーで牛乳屋さんのコーヒー牛乳を見つけた。会計をしにレジに行くと、ましゃっとはもういなかった。バクが呟つぶやいた。

「……見えてる──よな、アレ」

　ましゃっとは自分の人外を認識しているのか。まだ何とも言えない。でも、サイズといい、姿形といい、見るからにあれは特異な人外だった。

　飛は購買部を出て、大階段を半分ほどまで上がったあたりの隅っこに腰を下ろした。喫茶店のミックスサンドを食べてみた。

「……んんっ」

「んん？　何だ、飛？　まずいのか？」

「じゃなくて──」

「うまいのか」

「けっこう」

　パンがしっとりしていて、キュウリやレタスはしゃきしゃきしていて瑞みず々みずしい。ハムがトマトの酸味をうまく受け止めている。さらにベーコンと、薄い卵焼きが挟んである。

「かなり……」

「クソッ。オレも腹が減ってきやがったぜ！　コーヒー牛乳はどうだ!?」

　バクが急せきたてる。飛とびは牛乳屋さんのコーヒー牛乳にストローを刺して飲んでみた。

「……んっ」

「何だ!?　まずいのか!?」

「……苦くない」

「何ィッ!?」

「……甘い。おいしい」

「うまいのかよッ。ちくしょう、オレにもなんか食わせろッ」

「そういうわけにもいかないだろ……」

「非情だな。やさしさってモノがねえのかよ、おまえには。相棒がこんなに腹ァすかせてんだぞ。餓うえてんだぞ、オレはッ。アァッ。こんなことなら、さっきの変な人外、食っちまえばよかったぜ」

「大おお事ごとになるって……」

　それまでたまたま誰も近くを通らなかった。だから飛は小声でバクと話していた。しかし、正門のほうから歩いてきて大階段に差しかかろうとしている守衛は、飛のそばを通りかかりそうだ。むしろ、わざとか。

　守衛は大階段を五、六段上がったところで、ちらりと飛を見た。

「灰はい崎ざきじゃねえか」

　バクが言った。灰崎はわずかに目め許もとをゆるめただけで、大階段を上がりつづける。飛の前を行きすぎる間際、灰崎の口が素早く動いた。

「お疲れ様」

　飛は軽くうなずいてみせた。念のため、灰崎との繋つながりは隠しておいたほうがいい。同時期に編入した生徒と新規採用された守衛が知り合いというのは、いささか不自然だ。

　灰崎はきっと守衛の仕事で巡回中なのだろう。そのまま階段を上がってゆこうとした。ところが、どういうわけか足を止めた。

「……あいつは──」

　灰崎の声は飛に、お疲れ様、と言ったときよりもいくらか大きかった。灰崎は大階段の上を見ている。飛もそちらに目をやった。

　その男は大階段を三、四段下りたところに立っていた。こちらを見下ろしている。

　たぶん、灰崎を。

　男は明らかに生徒じゃない。チャコールグレーのスーツを着ている。教員なのか。それにしては、スーツの下がシャツではなくて、黒いタートルネックのカットソーか何かだ。ネクタイも締めていない。黒っぽいブーツを履いている。

　一言でいえば、柄が悪い。

　ひどく痩せていて、脚や腕なんて棒切れみたいだ。人相もよくない。骸がい骨こつに皮を貼りつけたような顔をしていて、鼻の形は下向きの矢印そっくりだ。

　そんな男が、潰れた菱ひし形がたの目で守衛を睨にらみつけている。

「あいつって言ったよな」

　バクが飛とびに囁ささやきかけた。そうだ。灰はい崎ざきは、あいつ、と言った。あの骸骨男のことを知っているのか。

　骸骨男は大階段を下りはじめた。スラックスのポケットに手を突っこみ、がに股で、ならず者でも気どっているかのような歩き方だ。まさか、わざと灰崎めがけて突き進んでいるのか。灰崎は飛が座っている脇のほうにどいて道を譲った。

「フッ」

　骸骨男はせせら笑った。柄も、人相も、感じも、衝撃的なほどすこぶる悪い。だいたい、あんなにゆっくり歩く必要がどこにあるのだろう。早く下りていって、いなくなって欲しい。それなのに、骸骨男は遅々として進まない。

　あげくの果てに、えらく不穏な目つきで飛をねめつけてきた。

　しかも、立ち止まった。

「おまえ編入生か？」

「……そうだけど」

　飛が答えると、骸骨男は、チッ、と舌打ちをした。

「礼儀ってものを知らねえのか、クソ餓鬼が。俺はな。この学校の教員なんだよ。そうだけど、じゃねえ。そうです、だろ」

　教員。こんな男が。先生なのか。反社会勢力の人かと思った。もし正直にそう言ったら、どうなるだろう。十中八九、キレられる。

　飛はそっと息をついた。べつに土下座しろと要求されているわけじゃない。こんな大人げない大人と同じレベルで争うなんて馬鹿げている。

「そうです」

「それでいい。口のきき方には気をつけろよ」

　骸骨男は満足したのか、みっともないがに股で大階段を下りていった。

　午前中に受けた授業の先生たちは皆、弁舌爽やかなできる人という印象だった。骸骨男が規格外なのか。それとも、あんな男でも授業ではまた違った顔を見せるのだろうか。

　骸骨男が購買部に入っていって姿が見えなくなるまで、なぜだか飛は目を離すことができなかった。第一印象は最悪だ。できれば二度と会いたくない。でも、何か引っかかるものがある。

　灰崎も骸骨男を目で追っていた。まだ購買部を見ている。

「あの……」

　飛とびが声をかけると、灰はい崎ざきはようやく我に返ったようにうつむいて咳せき払ばらいをした。

「どうしたんだよ？」

　バクが飛の代わりに訊きいた。灰崎は帽子をさわって目ま深ぶかに被かぶり直した。

「いいや……個人的な話だから。個人的……でもないか。先輩の……」

「アァ？　ゴチャゴチャはっきりしねえヤツだな」

「仕事中だから」

　灰崎は早口でぼそっと言うと、飛に背を向けて大階段を上がっていった。

「何だァ、あの野郎」

　バクはだいぶ苛いらついている。

「さあ……」

　飛はまだ残っていたミックスサンドにかぶりついた。噛かみしめて、目をつぶる。

「──うまっ……」





+++ + ++++






　放課後、池の小島にあるガーデンで萌も日に花かと落ち合った。

　ガーデンには百種類以上の草木や花が植えられていて、迷路のような小道のあちこちにベンチが設置されている。薄気味悪いのは、外灯を超える数の防犯カメラが設置されていることだ。もっとも、魁かい英えい学園の中を歩いていると、屋内外を問わず、やたらと防犯カメラが目につく。防犯というより、生徒を監視するためのカメラなのかもしれない。

　一応、カメラから遠いベンチを選んだが、死角じゃないから映っているだろう。萌日花によると、屋外だし、音声までは拾われていないはずだという。

「飛、なんかげっそりしてない？」

「……授業がね」

「ちゃんとやってるんだ。意外と真ま面じ目めだね」

「サボるの難しくない？」

「コツがあって──」

　萌日花はそのコツとやらをざっと教えてくれた。そんなことができたら苦労しない。

「……まあいいや。僕は一般生のままやりすごせればいいし。で、何かわかった？」

「選抜クラスの教室は東棟にあるみたい」

「東棟……って、第二学生食堂と、職員室なんかがあるんだっけ」

「その地下にあるらしいとか。確証はないけど。都市伝説みたいな。……都市？　学校の怪談に近いかな」

「怪談って」

「噂うわさは色々あって。選抜生が夜、幽霊みたいに池の周りをうろついてるとか、選抜生がさわらないで物を動かすのを見た人がいるとか、選抜生が通りかかったら地震みたいに揺れたとか」

「……怪談っぽいね」

「あくまでも、噂。選抜生は十人くらいで、私たちと同年代なんじゃないかな。選抜クラス自体、できたばっかりだって言われてるみたいだし──」

　不意に一羽の鳥が音もなく飛んできて、飛とびと萌も日に花かが座っているベンチの背もたれに止まった。

「ヌッ……」

　バクが身をよじった。飛と萌日花も一瞬驚いて、びくっとした。

　黒い小さな鳥だ。胸の部分が白くて、耳のような突起がある。

「……ずっきゅん」

　飛は人外の名を口にしたが、萌日花は本体の名を呼んだ。

「サラマンダー。来てたんだ」

「ハイエナが手伝えって」

　ずっきゅんはサラマンダーの声でしゃべった。

「カワウソだけじゃ頼りないってことかな。でも、ボクは学校の中には入れないし、あくまでもサポートね」

「そうだ」

　飛はいの一番に報告しようと思っていたことを口にした。

「会ったよ。昼に、購買部で」

　萌日花は首を傾かしげた。

「誰と？」

「選抜生っぽい人と」

「えっ」

「それ、最初に言わなきゃだめなやつ！」

　サラマンダーの声でずっきゅんに叱られた。

「だから今、言おうと……」

　飛は弁解しかけてやめた。言い訳する暇があったら、例の男子生徒と黄色いウサギ人間的な人外のことをさっさと話してしまえばいい。飛はそうした。

「──その選抜生」

　萌日花が念を押してきた。

「対象じゃないんだよね？」

　飛とびはうなずいた。萌も日に花かが言う対象とは、特案が捜している人物のことだ。

「違うはず」

「それで？　尾行したりは？」

「しなかった……けど」

「無能だね」

　ずっきゅんがサラマンダーの声で言うと、ベンチの背もたれから飛び立って、飛の頭頂部に止まった。

「……わっ。ちょっと。何……？」

「やる気あるのかな。ちゃんと仕事してよ。せめて給料分はさ」

「急だったし」

「だっさっ。その選抜クラスの生徒と人外を、見かけただけ？」

「少し、話したけど……」

「アレだよな。喫茶店のミックスサンドと牛乳屋さんのコーヒー牛乳！」

　バクが口を挟んだ。飛は補足した。

「おいしいって、すすめられて。実際、おいしかった」

「仲よしか！」

　ずっきゅんが鉤かぎ爪つめで飛の髪の毛を引っかき回した。けっこう痛い。

「……やめてくれない？」

「まあ、でも──」

　萌日花は脚を組んで、ため息をついた。

「たまたま接点ができた感じなら、その方向で進めるのもありかな」

「その……って、どの方向？」

「購買部に通ってみて。また接触できるかも。うまく話せたら、感触うかがいながら情報を引き出して。尾行は無理にしなくていい。この段階であやしまれたくないし」

「わかった。……感触、うかがいながら、か。できるかな」

「できなくても、やるの！」

　ずっきゅんが頭の上で暴れる。

「や、だから痛いって……」

　あまり長い時間、萌日花と二人きりでガーデンで過ごすのは避けておいたほうが無難だろう。解散して、飛はこれから寝起きする一号学生寮に向かった。学生寮には寮長という管理人がいて、部屋まで案内してくれた。二人部屋だが、当面は飛一人で使える。今後、編入などで新たに誰かが入寮したら、相部屋になるようだ。荷物はすでに運びこまれていた。荷物といっても、多少の着替えや歯ブラシ等々の日用品くらいだ。段ボール一個分しかない。荷に解ほどきはあっという間に終わった。

　魁かい英えい学園の学生寮はＷｉ－Ｆｉが繋つながる。でも、セキュリティーがあやしいとかで、ハッキングされて情報を抜かれる恐れがあるとか何とか。詳しいことは飛とびにはわからないが、とにかくＷｉ－Ｆｉは使うなと厳命されている。飛のスマホは政府系の何とかで制限なく常時ネット接続できるから、問題はない。

　飛は床にバクを転がし、ベッドに腰かけた。

　スマホを握り締めて、自分が何をしようとしているのか、考えてみる。

　本当は考えるまでもない。

「ケッ」

　バクがごろんと転がって飛に背を向けた。バックパックに背中があるのであれば、だが。なくはないか。バックパックにも表側と裏側がある。どちらが背中か。表側よりは裏側だろう。というか、バクの場合、ファスナーが口だ。口がない、すなわち、ファスナーのない面がバクの背中ということになる。

　龍りゆ子うこに連絡をとろうか。テキストメッセージを送ってみようか。送るとしたら何と送ればいいか。用事はない。だから困る。

　用事もないのに連絡をとろうというのが、そもそも間違っているのかもしれない。いつか何か用事ができたら、そのとき連絡すればいいのだ。連絡というのはたぶん、そういうものだろう。

　やっぱりヘッドホンが欲しい。唐突に思った。そうだ。ヘッドホンを買おう。購買部に売っているだろうか。さすがにないか。わからない。今度、探してみよう。なかったら、たしかネットでも買い物ができる。ネット通販というやつだ。総務課のヤシキにクレジットカードを作ってもらった。財布に入っている。

　クレジットカードを受けとったとき、無駄遣いするなよ、とハイエナに言われた。

　親でもあるまいし。

　飛のように十八歳未満で天涯孤独だと、未成年後見人が選任されて、親権者の代理をする。萌も日に花かの場合、ハイエナがそれだ。

　飛が施設にいる間は、施設の所長がその役目を引き受けていた。法律でそう決まっているようだ。けれども、めでたく退所する運びになったので、誰かに未成年後見人になってもらわないといけない。

　選択肢はいくつかあった。というか、候補者が二人いた。

　ヤシキが最初に挙げたのは、ハイエナこと翻ほん田だ麗れい一いちだ。それから、特定事案対策室管理課課長の久く藤どう圭けい鬼きに頼むこともできるという。飛はどちらもいやだった。

　久藤とは一度しか会ったことがないが、あまりいい印象を持っていない。なんとなく、ぬるっとしていて、やけに生きがいい。ウナギのような人物だ。ウナギ自体は少しも悪くないけれど、ウナギのような男はどうも信用できそうにない。

　ハイエナは萌も日に花かの後見人だ。平たく言えば、親代わり、ということになるだろう。その上、飛とびも、というのはどうなのか。ヤシキ曰いわく、支障はないようだが、気分の問題だ。何かちょっと、すんなりとは受うけ容いれがたい。

　飛が悩んで黙りこくっていると、ヤシキは候補者をもう一人挙げた。ヤシキ自身だ。

　ハイエナが、うちで一番まともな人間、と評していた。たしかに、ヤシキはきちんとした大人らしい大人で、頼たより甲が斐いがある。質問したらすぐ答えが返ってくるし、わからないことはわからないとはっきり言い、すぐに調べて教えてくれる。

　飛が、お願いします、と頭を下げると、ヤシキはすぐさま、こちらこそ、とお辞儀をした。その後の煩雑な手続きだの何だのを考えても、彼女にお願いしてよかったと思う。

　結局、龍りゆ子うこには連絡しなかった。

　飛はバクを引っ担いで寮をあとにした。魁かい英えい学園の寮費は高くないようだが、食事はついていない。ただし、日替わり定食クーポン券だと一食あたり三百円以下だとか、格安メニューを上手に利用すると一ヶか月あたりの食費はいくらだとか、「編入生のしおり」というパンフレットに色々書いてあったような気がする。

　飛は学生食堂に行ってみるつもりだった。途中で萌日花の言葉を思いだした。ガーデンで言われた。購買部に通ってみて、と。またずっきゅんに髪の毛をぐちゃぐちゃにされたくない。仕事をしよう。

　すでに日は暮れているが、南棟付近はそれなりに人通りがあった。制服じゃなくて、私服姿の生徒も少なくない。学園の敷地内でも、課外の服装は自由なのだ。飛はそれほど服を持っていないし、面倒くさいので、なるべく制服と学校指定のジャージで乗りきるつもりでいる。

　大階段を下りてゆくと、購買部から男子生徒が出てきた。一般生とは違う制服を着ている。男子生徒に続いて、黄色いウサギ人間がひょこひょこ姿を現した。

「っ……」

　飛は思わず足を止めた。あれは昼休みに購買部で会った選抜生と、その人外だ。

　それだけじゃない。

　あの選抜生と人外に少し遅れて、もう一人、短髪の男子生徒が購買部から出てきた。連れなのか。たぶん、そうだ。

　彼も選抜生の制服を身につけている。ウサギ人間的な人外を従えている選抜生よりずっと大柄だ。かなり上背があって、がっちりしている。

「オイオイーィ……」

　バクがうろたえるのも無理はない。飛も動揺している。

　選抜生が二人なら、人外も同じだった。ウサギ人間的な人外だけじゃない。おそらく、あれも人外だ。がっちりした選抜生のあとをついて歩いている。

　大きい。前を行く選抜生ほどではないとしても、セントバーナードのような大型犬くらいのサイズだ。もちろん、あれは犬じゃない。あんなにも大きい犬を連れて購買部に入る生徒なんているわけがないし、体形が違う。犬というよりも牛に近い。それも、牧場で変われている乳牛じゃなくて、水牛、バッファローに似ている。

　バッファローにしては小さいけれど、とはいえ大きい。色が変だ。青というか緑色というか、その中間の色をしている。頭から生えている二本の角はまるで鉄の棒みたいだ。

　二人の選抜生は購買部の外で何か話している。両者ともレジ袋を持っているので、夕食でも買ってきたのだろう。

「……どうする、飛とび？」

「どうするって……」

　飛はバクのストラップをぎゅっと握った。行くしかない。飛が大階段を下りきったあたりで、小柄なほうの選抜生がこちらに気づいた。

「あっ！　また会ったぁ！」

　手をぶんぶん振っている。飛は、どうも、という感じで目礼して購買部に向かった。そうすると、必然的に選抜生と人外たちに近づいてゆくことになる。あの選抜生とは一度口をきいただけの間柄だ。とはいえ、立ち止まらないのはむしろ不自然だろう。当然、飛は立ち止まった。

「あぁ……と──」

　早くも自然な形で接触できてしまった。この機会を逃す手はない。問題は会話だ。何をどう話せばいいのか。まずは挨拶か。

「こん……ばんは」

「こんばんはぁー！」

　小柄な選抜生はウインクをして舌先をぺろっと出してみせた。

「きみも晩ご飯？　購買で買うの？　何食べる？　夜もパン？　夜パンいっちゃう？」

「夜パンって何だよ」

　がっちりした選抜生が浅黒い顔をしかめた。それにしてもすごい体格だ。百八十センチはあるだろうし、胸回りがやばい。スポーツ選手か何かのような、すこぶる立派な体つきだ。選抜生は同年代だと萌も日に花かが言っていた。本当なのか。中学生とはとても思えない。

「夜パンは夜パンだよ！」

　小柄な選抜生が笑って体格のいい選抜生の腹をパンチした。びくともしない。

「ウッシーは？　何にしたんだっけ？」

「濃厚ブタ豚ラーメン」

　ウッシーと呼ばれた体格のいい選抜生がレジ袋を持ち上げてみせると、小柄な選抜生は大おお袈げ裟さに顔をしかめた。

「よく食えんね。それ、ニンニクすごいじゃん。ニンニクマシマシでクサクサじゃん。俺、絶対、無理！」

「ましゃっとも一回、食ってみ。マジ病みつきになっから」

「いやいや、ないわぁ。ブタ豚ラーメンは俺、一生食わないわぁ」

　ましゃっと。小柄なほうの選抜生は、飛とびにもそう名乗っていた。ましゃっとは自分のレジ袋を開けてみせた。

「俺はね、かつサンド。当然、夜パン。バッキバキのパン派だからね。三食パンでまったく問題ナッスィングな俺だから。あ、きみもさ、パン派なら、かつサンドおすすめ」

「僕はべつに、パン派ってわけじゃ……」

　ただ、レジ袋の中からのぞく分厚いかつサンドは、ちょっとおいしそうだ。ましゃっとは飛の肩を軽く叩たたいた。

「いいや！　きみはパン派だね！　ゴリゴリのパン派！　バッキバキの俺が言うんだから、間違いないって！　ほら急いで急いで、かつサンド、もう残り一個か二個だから。買ってきて、買ってきて！　ゴー！」

　まんまと乗せられてしまった。飛は購買部に入ると、喫茶店のミックスサンドが並んでいた棚に直行した。かつサンドを発見した瞬間、不覚にも嬉うれしかった。なぜかバクまで興奮していた。

「ラスワンじゃねえか……！」

　何か飲み物もあったほうがいい。深く考えずに牛乳屋さんのコーヒー牛乳を手にしたときは、敗北感すら覚えた。これではましゃっとの掌てのひらの上だ。でも、牛乳屋さんのコーヒー牛乳の豊かな甘さで、この敗北感の苦さを洗い流したい。

　飛は買った。かつサンドと牛乳屋さんのコーヒー牛乳を購入してしまった。

　購買部を出ると、ましゃっとと黄色いウサギ人間的な人外が待っていた。

「あった？　かつサンド。売り切れてなかった？」

「……うん」

「そっか、そっか。よかった！」

「ええと……ウッシー？　とかって人は？」

「行っちゃった。ブタ豚ラーメン、あっためてたからね。冷めないうちに食べて、クサクサになりたいんじゃない？」

　飛が曖昧にうなずいて歩きだすと、ましゃっととウサギ人間的な人外はあたりまえのようについてきた。世間話くらいはできそうで好都合だが、どうにも不思議な感じがするし、若干不気味でもある。

　飛は大階段を中ほどまで上がって、脇のほうに腰を下ろした。

　すると、ましゃっとも飛の隣に座った。

　ウサギ人間的な人外は、ましゃっとの後ろに立って体をゆらゆらさせている。

「よーっし、じゃ、一緒にいただきますしよっか、オトギリ、いっただっきまーす！」

「……いただきます」

　飛とびはかつサンドを食べてみた。

　がつんときた。

「んんっ……」

「んんっ！　んんんーっ……」

　ましゃっともかつサンドを頬ほお張ばっている。

　何だろう、これは。とんかつが厚いのにやわらかい。味は最初、ソースとマスタードが強烈なパンチをかましてきて、そのあとで肉のうまみが押し寄せてくる。そして、パンがすべてを完全に調和させている。かつサンド。これがかつサンドなのか。

　飛はまたたく間に完食した。途中で牛乳屋さんのコーヒー牛乳を飲むこともできなかった。それどころじゃない。おいしすぎた。

「ましゃっと」

「ん？　何？」

　ましゃっとはゆっくり食べ進めている。飛は少し迷ったが、軽く頭を下げてみせた。

「うまかった。ありがとう」

「いいって！　てか、俺が作ったんじゃないしね」

「まあ、そうだけど」

「喫茶店のミックスサンドもおいしかったでしょ？」

「うん」

「コーヒー牛乳も？」

　ましゃっとに訊きかれて、飛は返事をする代わりにレジ袋の中から牛乳屋さんのコーヒー牛乳を取りだした。ましゃっとは「わーおっ」と目を丸くした。

「夜パンに、夜コーヒー牛乳！」

　なんと、ましゃっとも「じゃんじゃじゃーん」とレジ袋から牛乳屋さんのコーヒー牛乳を出した。

「なかぁーまっ！」

　さすがに、なかぁーま、と唱和するのは恥ずかしい。飛は強めにうなずいて、コーヒー牛乳をぐびりと飲んだ。甘い。とても甘いのに、甘すぎない。

　ふと飛は気づいた。コーヒー牛乳とはいえ、コーヒーが入っているわけだから苦いのかと思いきや、少しも苦くない。けれども、苦味のようなものは存在している。それが甘さを引き立てているのだ。おかげでより甘く感じる。きっと実質以上に引き立てられている甘みなので、しつこくないのだ。

「……チッ」

　バクが舌打ちのような音を立てた。どうかしたのか。ましゃっとはコーヒー牛乳をちびちび飲やりながら、かつサンドを大事に大事に食べている。

　ましゃっとじゃない。後ろか。人外だ。ましゃっとの後ろで、ウサギ人間的な人外が反復横跳びのような動きをしている。リズミカルで、素早い。人外の移動に合わせて、長い耳がへこへこと左右に倒れる。何か癪しやくに障さわるというか。黙っていられないような気持ちにさせられる。一言もの申したくなるというか。

　どうしたらいいのだろう。飛とびは喉に何か引っかかったようなふりをして、咳せき払ばらいをした。とりあえず黙ってろ。バクにそう注意したつもりだった。

　ところが、ましゃっとの人外が反復横跳びどころか、右へ、左へと、側転しはじめた。いいや、手をついていない。側方宙返りエアリアルだ。

　エアリアルは、やってみるとそれほど難しくない。バク宙よりも簡単だ。しかし、ましゃっとの人外は連続、高速でエアリアルを繰り返している。あれは飛でも難しい。

　すごいし、気になる。

「……うっぜぇ」

　そう呟つぶやくバクの気持ちもわからなくはない。たしかに、後ろでぴょんぴょんぴょんぴょんエアリアルされていると、うざい。

「あっれ？」

　ましゃっとはかつサンドを食べ終えたところだった。

「なんか、今、声が」

「……そう？」

　ひとまず飛はごまかしてみることにした。

「声なんか、聞こえた？」

「『うっぜぇ』って。聞こえなかった？」

「空耳……じゃない？」

「えぇ？　まったまたぁー」

　ましゃっとは笑いながら肩を組んできた。ついでに、べたべたべたべたと過剰にバクをさわっている。

「こっちのほうから聞こえたけどね。何の声だろ？」

「さあ……」

「ふふっ」

　ましゃっとはバクを、ぽんぽん、と叩たたいてから、飲みかけのコーヒー牛乳を持って立ち上がった。

「ルーヴィ」

　そう呼びかけられると、ましゃっとの人外は即座にエアリアルをやめた。

　ルーヴィ。

　それが黄色いウサギ人間的な人外の名か。

「俺たち、また会えるよ。きっとね」

　ましゃっとは弾むような足どりで大階段を上りはじめた。ルーヴィが長い耳をゆらゆらさせながらましゃっとについてゆく。

「……くっそッ」

　バクがぶるっと身を震わせた。

「たぶん、だけど──」

　ましゃっとが振り向いて、ウインクしてみせた。

「必ずね」
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　愛あい田だ日ひ出で義よしの主食はカップラーメンだ。デザートはプリンで、飲み物はコーラと決めている。カップ麺。プリン。コーラ。この三種の神器があれば日出義は生きてゆける。他の物は食わないし飲まない。水道水すらほぼ口にしない。生き方の問題だ。こうと決めたら貫く。日出義は生まれつき一本気だ。それでも大人になって、丸くはなったのだろう。

　魁かい英えい学園東棟地下一階にある準備室で、日出義は机の上に置いたカップラーメンを前にし、スマホを握っていた。点つけている明かりはデスクライトだけだ。日出義は闇の属性を持つ者としてこの世に生を受けた。自称じゃない。高校生のとき、親友に言われた。「ヒデヨシって、属性・闇だよな」と。たしかに幼少のみぎりから夜更かしの常習犯で、なんでおまえはちゃんと寝ないんだと母親がよくブチギレていた。これは生まれつきだ。陽光の下では、どうしても虫の居所が悪くなってしまう。直射日光を浴びると、細胞が溶ける。吸血鬼のようなものだ。

　スマホのタイマーが、カップラーメンにお湯を投入してから四分五十六秒経過したことを示している。五十七。五十八。

　五十九。

　日出義はカップラーメンの蓋を外し、液体スープを素早く入れた。巷ちまたでは一手間加えたアレンジメニューなども流行しているらしいが、日出義に言わせればそんなものは邪道だ。定番中の定番であるウルトラスーパーカップ１・５倍とんこつラーメンは、素のままいただくのが最高にして至上。物の見事に一発できれいに割った割り箸でかき混ぜ、まずはスープを一口だけきゅっと飲む。日出義は力強くうなずいた。

「これ、これ。これよ……」

　麺を箸上げし、息を吹きかけて、ずるずるっと啜すする。半ば恍こう惚こつとしながら、前もって冷蔵庫から出しておいた缶コーラのプルトップを引き開け、喉奥へと流しこんだ。かーっ、と声を出したくなっても、ここは我慢だ。この刺激。痛いほど強烈だが、それがいい。コーラによって、インスタントとんこつラーメンの風味が一度、きれいさっぱり押し流され、リセットされる。だからこそ、コーラは最強なのだ。コーラ自体、うまいのに、コーラのおかげでカップラーメン無上の一口目を何度でも味わえる。

「さて……」

　薄い唇の端に笑みを浮かべ、満を持して一口目同然の二口目にとりかかろうとしたら、準備室のドアがノックもなく開いた。ショートカットの女が準備室に入ってきた。

　大人の階段を上った日出義も他人のことは言えないが、あの女は落ちついた。ネイビーのジャケットにスカート、ストライプのブラウスにパンプスとは。以前はスカートなんて絶対に穿はこうとしなかったのに、今や典型的な働く女性というやつだ。かく言う日ひ出で義よしも、チャコールグレーのスーツなんぞ着て、毎日髭ひげを剃そっている。アイデンティティーだった革ジャンと革パンは、今や完全にクローゼットのこやしだ。

　丸くなったというより、大事の前の小事と割りきることができるようになった。大義のためなら丸くなることも辞さない。覚悟ができた、ということだ。

　日出義はかまわず一口目のような二口目を啜すすって、すかさずコーラをぶちこんでリセットした。女は冷蔵庫を開けた。

「……プリンとコーラしか入ってないし。晩ご飯は？　またカップ麺？」

「万能食だからな」

　日出義は一口目と変わらない三口目を啜って、内心、たまらん、と唸うなった。またコーラを飲む。これもたまらん。

「体、壊すよ。昔からだけど。ヒデヨシ、すっごい痩せてるし」

「壊れるわけねえ。健康食だからな」

「いいけど。コーラ、もらっていい？」

「プリンはやらねえぞ」

「コーラって言ってるでしょ」

　女は冷蔵庫から缶コーラを出して、プルトップを開けると一口飲んだ。

「……てか、これカロリーゼロのやつじゃないよね」

「あんなの紛まがい物ものだからな。本物は体にいい」

「マジで言ってる？」

「五歳からコーラ飲みつづけてる俺が言うんだ。間違いねえ」

「逆に、よく太らないよね」

　日出義は一口目同然の四口目、五口目で麺と具を完食し、コーラでリセットしてから、スープを一気飲みした。たまらん。

　たまらん。

　たまらん、の百乗だ。

「逆に、ユキ」

　日出義は残りのコーラを飲み干して、げっぷをしてから女に訊きいた。

「カップラーメン、コーラ、プリンで俺が太ってたとしたら、やめると思うか？」

「やめてたかもしれないでしょ。ヒデヨシ、ロックンローラーみたいな感じだったし。なんかああいう系統の人って、脚が棒みたいに細くてなんぼなんじゃないの」

「俺のスタイルがスリムなのは結果論でしかねえ」

「そうなの？」

　ユキは缶コーラの縁を唇に軽くあてがって、準備室の隅に目を向けた。

　そこには肉塊が鎮座している。手も足もあるし、胴体とほぼ一体化している頭部の下には、首にあたる部分も肉をかき分けて探せばなくはないだろう。でも、ようするに肉塊だ。日ひ出で義よしにもただの肉塊にしか見えない。

　かわいい肉塊だ。

　愛いとしき肉塊。

　二千二百グラムの未熟児として生まれてこのかた、日出義は一日たりともふっくらしていたことがない。背はにょきにょき伸びたが、肉は一向につかない。ところが、日出義のそばにいる人外は肥えた。まるで日出義の代わりに太ってくれたかのようだ。

　日出義は立ち上がって冷蔵庫からプリンを出した。ユキが日出義の椅子に腰を下ろした。その背中に、二十センチ程度の白い人形のような人外がしがみついている。日出義は棚からスプーンを出して、プリンを立ち食いした。

　プリンも、たまらん。

「守衛が気になる」

　日出義がプリンのカップをゴミ箱に放りこんで言うと、ユキは「ふうん？」と椅子の背もたれに体を預け、ギッと軋きしませた。日出義はブーツの爪先で床を叩たたいてリズムをとった。ロックンローラーじゃないが、バンドは昔、やっていた。

「新入りの守衛だ。顔はよくわからなかったがな。どこかで会ったのか……？」

「それより、編入生じゃない？」

　ユキは背中から肩によじ登ってきた人外をあやすようにさわった。

「資料、見たけど。二人とも、例の件があった学校から編入してきてる。同じクラスで、同日。男子と女子。女子のほうは転校しまくってて、経歴があやしい」

「男のほうは、サリヴァンと関係がある」

「……え？　たしか、オトギリ……トビ？」

「俺が例の中学校まで、あの人と清掃員を送って──戻ってきたとき、あの餓鬼が追いかけてきた」

「サリヴァンを？」

「一緒に来いって、あの餓鬼に言ってた。トビって、名前も呼んでたからな。知り合いなんだろ」

「……どういうこと？　そのあと、尋ねた？　サリヴァンに」

「ふざけるな。あの人から話さねえってことは、ふれるべきじゃねえ。俺に教える必要があるなら、そうしてる」

「それはそうだけど」

「ただ、あの人のことだ。魁かい英えいに編入してくるなんて展開を織りこんでたら、あらかじめ俺たちに言い含めてたに違いねえ。こいつはたぶん、想定外の事態だ」

「サリヴァンに限って、そんな……」

「あの人も全知全能じゃねえ。ていうかな──」

　日ひ出で義よしはブーツの爪先でリズムをとりながら、エレキギターを弾くように両手の指を動かした。バンドはやっていたが、ギターは弾いたことがない。楽器は一つもできない。日出義のパートはボーカルだった。

「たとえあの人が全知全能だとしても、そう思うべきじゃねえ。あの人を盲信して、盲従するだけなら、ネットにゴマンといる使い捨ての駒どもと何が違う？　あの人におんぶに抱っこじゃあ、十じつ把ぱ一ひと絡からげの雑ざ魚こどもと一緒だ。俺たちは自分で考えて動かねえとな」

「……わかってる」

「そうだ。俺たちはわかってる。俺たちがあの人のために自発的に何かして、咎とがめられたことが一度でもあるか？　ねえだろ？　あの人は頭ず脳のう明めい晰せきなだけじゃねえ。とんでもなく度量が大きいんだよ。それに、望んでるんだ。俺たちが自分の意思で判断して、行動することをな。わかるか？　成長だよ。あの人は俺たちの成長を期待してる」

「でも、報しらせなくていいの？　サリヴァンに、オトギリ・トビのこと。一緒に来いって言ってたって。もしかしたら、大事な人かも。たとえば、親戚とか……」

　ユキはあえて迂う遠えんな言い方をしている。本音では、親戚どころかもっと近しい血縁者かもしれないと思っているのだろう。

　しかし、あの少年がサリヴァンの家族なのではないか、とは言いづらい。考えづらい。

　もっと言えば、考えたくない。

「報せようにも──」

　日出義はエアギターと、ブーツの爪先でリズムをとるのをやめた。

「あれ以来、音信不通だからな」

「怪け我がは大丈夫なんでしょ？」

「問題ねえ。弾はかすっただけだ。特案め。中学校の屋上で発砲するとはな。いくらでももみ消せるとはいえ、常識ってものを知らねえやつらだ……」

　日出義は自分で言っていて可お笑かしくなってきた。ユキもへらへらしている。

　常識。人間社会で生きてゆく上では重要だ。一方で、常識ほどくだらないものもない。

　利用することもできる。常識に縛られた一般人を操るのはたやすい。いわゆる常識という決め事の外にいる、サリヴァンや日出義、ユキのような者たちにとっては。

　一曲歌いたくなってきた。軽く歌おうとも思ったが、誰かがドアをノックした。日出義より先にユキが「どうぞ」と応じると、選抜クラスの男子生徒がドアを開けて準備室に入ってきた。

「失礼しまーす。日出義先生、あっ、有ゆ希き先生もいたんだ！」

　男子生徒に続いて、耳の長い人外ルーヴィも室内にひょこっと跳びこんでくる。

「日ひゆ向うがくん」

　ユキは腕組みをした。表情が変わった。ユキなりに先生らしくしているつもりらしい。すまし顔だ。

「愛あい田だ先生はともかく、私のことは下の名前で呼ばないでって、いったい何回注意されたらわかるの？」

「いっやぁ」

　日向匡まさ[image: ]とは右目をつぶり、舌先をぺろっと出してみせた。いちいち苛いらつく餓鬼だ。特別非常勤講師として魁かい英えい学園に雇われていなければ、とうにぶん殴っている。

「なんかでも、木き堀ぼり先生より、有ゆ希き先生って感じだなぁーって。ちょっとこう、無理して大人感出してるっぽいとことか、かわいくないっすか？」

　ユキは無言で日向を睨にらみつけた。あれは演技じゃない。本当に頭にきている。年下の男にかわいいと言われて喜ぶ女もいるだろうが、ユキは違う。

　ずいぶん前だ。日ひ出で義よしはユキをナンパしようとした馬鹿な男の始末を手伝ってやったことがある。その男の死因は窒息死だった。

　ユキが人外にやらせたのだ。

「ま、そんな話は置いといて──」

　日向はユキの本性を知らないからか、まるで怯ひるんだ様子がない。

「見つけちゃったんすよね、俺。たまたま。それで、報告しといたほうがいいんじゃないかなぁーって。仲間、増えたら楽しいし」

「あぁ？　仲間ぁ？」

　日出義も日向をねめつけた。

「うん！」

　日向はやはりビビらない。笑顔で胸を張ってみせた。

　頭が空っぽなわけじゃないことは、もう一年以上の付き合いだし、日出義もわかっている。この日向匡[image: ]という生徒は、単なるお調子者でもない。

　とにもかくにも、度胸は人一倍だ。

「編入生らしいんだけど。どうも適格者っぽくて。ていうか、適格者だよ。ルーヴィ、完全に見えてるし。人外視者ってやつ？　それに、人外が変わってんの。バッグなんだよ。バックパック」

　日出義はユキと目を見交わした。最近、編入してきた生徒と言えば、二人しかいない。

「変わった人外？」

　ユキが訊きいた。

「そ！」

　日向はユキに両手の人差し指を向けた。またウインク付きだ。

「しゃべるんだよ、オトギリの人外！　俺、マジで聞いたから、人外が話す声！　これって、すごくない!?」

　日ひ出で義よしは思わず顎をさわった。

「……オトギリ」

　ユキが呟つぶやく。

「しゃべる人外……」

「あれ、どう考えても選抜クラスの適格者だって！」

　何がそんなに楽しいのか、日ひゆ向うがは今にも踊りだしそうだ。

「ね？　ね？　どうする、日出義先生、有ゆ希き先生？　スカウトする？　その前に、様子とか見に行っていい？　俺一人がいい？　誰か連れてったほうがいいかな？　どうしよっか。どうしたらいいかなぁ……？」
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　昨夜、灰はい崎ざきがテキストメッセージを送ってきた。防犯カメラに映らない場所を見つけたので、情報共有のためのミーティングがてら、そこで会おうというのが用件だった。灰崎からのメッセージは初めてだったが、ハイエナに飛とびの電話番号を教えてもらっていたようだ。早朝五時半から六時半までの間なら、守衛の見回りもないらしい。

　飛は五時過ぎに起き、五時半にはバクを担いで寮を出た。弓道場の裏手にちょっとした丘がある。待ち合わせ場所はその丘の上だった。

「やあ、おはよう」

　灰崎は先に来ていた。守衛の制服じゃない。ジャージの上下を着て、フードを被かぶっている。灰崎は背こそ低くないけれど、昨日購買部にいたウッシーとかいう選抜生のようにがっちりしているわけじゃないし、顔立ちもあっさりしていて若く見える。朝練中の高校生を装うこともできなくはなさそうだ。

「悪かったね、朝早く」

「べつにいいけど」

「灰崎ィ」

　バクが馴なれ馴なれしく呼びかけた。

「おまえの人外はどこだ？」

　灰はい崎ざきが軽く肩をすくめると、背後の茂みからイタチのような人外が飛びだしてきた。オルバーは機敏な動作で灰崎の体を駆け上がった。どうやら灰崎の左肩の上がオルバーの定位置らしい。いい具合にちょこんと座っている。ふと思いだした。

　そういえば、チヌも龍りゆ子うこの肩にのっていた。チヌは龍子の右肩だった。

「よォ、オルバー」

　バクが声をかけると、オルバーは頭をくくっと前後に動かした。オルバーなりの挨拶のようだ。バクは機嫌よく「ヘヘッ」と笑った。朝食前なので飛とびは空腹だが、バクの飢餓感に影響されている感じはしない。ちょっとだけ安心した。

「どう、仕事は」

「それは私の台詞せりふなんだけど……」

　灰崎は苦笑した。

「何とかかんとかやれそうだよ。でも、用務員のほうが私の性には合ってるかな」

「守衛だと、花に水をやれないもんね」

「この学園には花壇も鉢植えもたくさんあるけど、勝手に水をやるわけにもいかないし。なるべく目立ちたくないからね」

　灰崎はそんな話をしながら、右を見たり、左を見たり、目を細めたりした。

「カメラの死角は他にもあるはずだし、探してみるつもりだけど……いや、しかし、想像以上だな。厳戒態勢だよ。ちょっと度が過ぎてる。カメラの映像も、守衛所のサーバーに保存されてるだけじゃなくて、どこか別の場所でも確認できる仕組みになってるみたいで。私はそっちの技術系はあんまりだから、詳しいことはわからないんだけど……」

「カワウソ」

　飛はわざと灰崎を暗号名コードネームで呼んだ。

「僕に何か話したいことがあるんじゃないの？」

「うん……」

　灰崎はうつむいた。

「そうだね、ヒタキ。上にはもう報告を上げたんだけど……昨日のことがあったし、きみには私から言っておこうかと」

「さっさと話せよ」

　バクが急せかすと、灰崎は短く息をついてうなずいた。

「昨日、大階段で出くわした男」

　思い浮かべるだけで胸がむかつく。この先、二度と会うことがないとしても、あの男の顔や態度はなかなか忘れられそうにない。

「あの変に柄の悪い人？　この学校の先生だって言ってた」

「正確には、非常勤講師みたいだ。教員の資格を持っていない。中等部でも、高等部でも、何の授業も受け持ってない」

「それじゃ、何にもしてねえじゃねえか」

　バクが吐き捨てるように言った。灰はい崎ざきは否定しなかった。

「記録上はね。名は愛あい田だ日ひ出で義よし。彼はこの学園で何もしてない。それなのに雇われてる」

「……選抜クラス？」

　飛とびの指摘に対して、灰崎は「おそらくは」と答えた。

「愛田は実態が掴つかめていない選抜クラスを担当してる。一般的な教職員とは違う、特別な役割を果たしてる職員なんだろう。おれは──」

　灰崎は少し苦しげに眉をひそめて、「私は」と言い直した。

「あの男を知ってる。会ったことがある。因縁がある、と言ってもいい。特案を一回辞める前だ。任務中、とんだヘマをして……敵に──そうだな、敵、と表現してもいいと思うんだけど、ある特定事案の容疑者と、その一味に拉致された」

「拉致ィ？」

　バクは大おお袈げ裟さに驚いてみせた。

「おまえよくまだピンピンしてんな」

「何発か食らったけどね」

　灰崎は腹をさすった。食らった。

　まさか、撃たれた、ということなのか。

「幸い、私は死なずにすんだ」

「……私は？」

　飛が訊きくと、灰崎の瞳が急に輝きを失ったように見えた。

「相棒がいてね。オルバーとは別に。人間の。二人一組で動いてた。二人と、二体の人外。ダリア４。彼女は昔、ハイエナと組んでたこともあって……先輩だった。ドール。それが彼女の暗号名コードネームだ。おれが……私が今、生きてるのは、彼女のおかげだ。彼女は馬鹿な後輩を見捨てなかった。助けに来てくれたんだ。でも、先輩は……だめだった」

「殺された……？」

　その言葉を口にした瞬間、飛の心臓がずきんと痛んだ。

「ああ」

　灰崎はうなずかなかった。ただ、ああ、と肯定した。

「そうだ。私を拉致した一味の中に、あの男がいた。仲間に、ヒデヨシ、と呼ばれていた。愛田日出義。印象はかなり変わったけど、間違いない。注意してくれ、ヒタキ。あれは、危険な男だ──」





+++ + ++++






　特案こと特定事案対策室は、人外が関与する事件及び事故を特定事案と認定し、情報収集を行い、関係各所と連携して適切に対処する。

　それとは別に、特案に所属する人外視者が発見した人外のうち、特異なものについては、監視下に置いているらしい。たとえば、柊ひいらぎ伊い都と葉はのように。

　もっとも、監視体制は様々で、常時見張られている柊のケースはむしろ例外だという。大半は、特案の人員が定期的に様子をうかがい、問題を起こしていないか確認する程度だ。特案ではこうした様子見の任務を、見守り、と称している。

　実のところ、見守りの対象者は、特案のスカウトリストにも載っている。

　ただ、対象者が若年だと、飛とびのように特定事案に巻きこまれでもしない限り、スカウトするわけにはいかない。対象者が就職するなどして社会人になるまでは、基本的に見守りつづけるしかない。

　以前、対象者の中に小学生が二人いた。一人は北海道、もう一人は大分県に居住していた。片方は女子で、もう片方は男子。生育環境、性格、暮らしぶりなどに共通点らしい共通点はない。ところが、この二人が魁かい英えい学園に入学した。

　魁英学園は全国から生徒を募集している。単なる偶然なのか。しかし、二人の対象者はとくに成績優秀でもなく、スポーツで目覚ましい活躍をしていたわけでもなかった。学費、寮費等々の負担は決して軽くないはずなのに、わざわざ一般生として魁英学園に進学するのは少しばかり妙だ。どうもそれらの費用が免除されている。特案は一学年に三十人前後いる特待生の名簿を入手したが、二人の名はなかった。

　入学した年の夏休みには二人とも実家に帰省している。ただし、そのあとの冬休みと春休みには戻らなかった。

　対象者の親が、子供から連絡がないと周囲に洩もらしていることも確認できた。片方は、親が学園側に問い合わせ、無事を確認するという一幕まであったようだ。

　その後、特案の調査によって、選抜クラスの存在が判明。二人はこの選抜クラスに所属しているものと思われる。しかし、その実態が外部からはまったくうかがい知れない。

　特案の見立てでは、対象者は二人とも人外視者だ。だとすると、二人は選抜クラスでお互いの人外を認識している。

　いったい魁英学園の選抜クラスは、どんな基準で生徒を集め、何をしているのか。今のところ不明だ。疑わしいだけで特定事案だと断定することはできない。だから、本件はまだ、見守り対象者の捜索、安否の確認を軸にして調査を進めている段階だ。飛たちが特定事案に該当するような問題を発見できなければ、特案は介入しないで撤退する。

　昼休みに購買部へ行くと、パンが並ぶ棚の前に黄色いウサギ人間的な人外ルーヴィがたたずんでいた。

　ルーヴィだけが。

「ハァァ……？」

　バクが怪け訝げんそうに身をよじった。今のバクに首があれば、きっと首をひねっていたに違いない。飛とびも少なからず呆あつ気けにとられている。

　長い耳が、ぴくっ、と動いた。

　ルーヴィはぬいぐるみのような顔をこちらに向けた。膝を曲げ、体をぐっと沈みこませて、何をするつもりなのか。跳ねた。

　ジャンプだ。

　ルーヴィは着地するなり、また跳躍した。バネがすごい。やわらかくて高い、連続ジャンプだ。

「何してやがるんだ、アイツ……」

　飛はつい、僕に訊きかれても、とバクに言い返しそうになった。

「ほらね！」

　後ろで声がした。振り返ろうとしたら、誰かがバクを軽く叩たたいた。

「ウヒッ!?」

　バクが奇声を発した。バクをぺしっと叩いたのはましゃっとだった。どこかに隠れていたのか。たぶん、ルーヴィをパンの棚の前に立たせておいて、ましゃっとは別の場所に身を潜めていたのだろう。なぜそんなことをしたのか。

「はろー、オトギリ！　やっぱりまた来た！」

　ましゃっとは飛の肩に腕を回して、バクをさすったり軽く小突いたりしまくった。

「グエェッ。やめろッ。キモいぞ、コイツッ」

　バクは露骨にいやがっている。飛もけっこういやだ。でも、不愉快さより、戸惑いのほうが大きい。

「わはははっ。ほら、すごいでしょ、ほまりん！」

　ましゃっとはやたらと楽しげに笑っている。ほまりん。誰かを呼び寄せたのか。

「うん！　すごっ！」

　女子だ。制服と校章バツジからして、やはり選抜生だろう。ほまりんと呼ばれたその女子は、ましゃっとの後ろからすっと姿を現して、飛の前に回りこんだ。その身のひるがえし方やくりくりした目が、どことなく森の獣を連想させる。飛は息をのんだ。

「ましゃっと、よく適当なことゆうから騙だまされてるのかと思ったら、マジだったし。すっごいね、えっと、オトギリくん？　だっけ？」

「……あぁ。まあ」

「彼女は、ほまりん！」

　ましゃっとは手を広げてほまりんを示した。

「彼女っていっても、俺の彼女じゃないよ？　同級生ね。クラスメート。友だちね」

「ただの友だちの酒しゆ池ちほまりでーす」

　ほまりんは顔の両脇で左右の手をさささっと振りながら首を傾けた。

　酒池ほまり。飛とびは彼女の名を知っていた。

　魁かい英えい学園に入学した見守り対象者が二人いる。酒池ほまりはそのうちの一人だ。

「ん、どしたの、オトギリ？」

　ましゃっとが顔を寄せてきた。

「何？　え？　もしかして、ほまりん、好みのタイプだったりとか？　あれあれあれ？　一ひと目め惚ぼれしちゃった？」

「そんなわけないっしょや！」

　ほまりんが笑いだして、ましゃっとの胸を平手でバシバシ叩たたいた。

「痛い痛い痛い痛い痛いっ、ほまりん、痛いよ、強いって！」

　ましゃっとは抗議しているが、本当にそこまで痛いのかどうかは定かじゃない。

「てかさ、ほまりん、照れすぎだって！」

「誰が照れてるってさぁ!?」

「顔、赤くなってるし！　あと、方言出まくりだし！」

「ましゃっとが変なこと言うからでしょや！」

　実際、ほまりんの顔は少々、というか、だいぶ赤らんでいる。

　そんなことよりも、方言。たしかに、ほまりんのしゃべり方には特徴がある。酒池ほまりは北海道で生まれ育った。飛はよく知らないが、きっと北海道の方言なのだろう。

「ムッ……」

　バクが身をこわばらせた。

　ルーヴィはまだジャンプしつづけている。その着地点付近をうろちょろしている、あれは何だ。ルーヴィが着地するところを狙って、つつこうとしているのか。鶏か。体は黒くて、頭は赤い。体高は五十センチくらいだ。なかなか大きい。鶏に似ているけれども、違うだろう。顔が鶏とは似ても似つかない。まるでナマケモノみたいだ。

「あー」

　ほまりんが飛の視線に気づいた。

「デッドオーだよ。ほまりの、じんが──」

「ほまりん、しーっ。一応！」

　ましゃっとが人差し指を立てて唇に当ててみせると、ほまりんは「うゃっ」と両手で自分の口を押さえた。

「そっかそっか。とにかく、あれ。デッドオーは、ほまりのあれね」

「名前、かっこよくね？」

　ましゃっとはなぜか飛とびと肩を組んだまま歩きだした。これは、飛としては逆らったほうがいいのか。どうなのだろう。何がなんだかわからなくなってきた。

「デッドオー。最終兵器っぽいよね。なんか。思わない？　オトギリも」

「……強そうだね」

「なぁ。めっちゃ強そう。思うよね」

「ひたすらかっこいい名前がいいかなぁーって」

　ほまりんもついてくる。ルーヴィとデッドオーはまだパンの棚の前だ。ルーヴィは跳ねて、デッドオーはちょろちょろしている。じゃれているのか。もしかしたら、あれはルーヴィとデッドオーの遊びなのかもしれない。

　ましゃっとはサンドイッチやおにぎりが並ぶ棚で、わっふーどっく、とかいうホットドッグ的なパンを二つ取った。

「ほまりんさ、コーヒー牛乳持ってきて。牛乳屋さんのコーヒー牛乳。二つね。俺とオトギリのぶん」

「はーい」

「よし、会計、会計。今日は俺がおごっちゃう。遠慮しなくていいから、オトギリ」

「……や、そういうわけには……」

「いいって、いいって。いいんだって。俺がおごりたいんだって。是非おごらせて欲しいんだって。一回おごらせて？　お願ぁーいっ。頼むよ。ね？」

　押し切られてしまった。

　購買部から連れだされて、大階段の半ばで開放された。ましゃっととほまりんに両脇を固められ、やむなく飛は大階段の端のほうに腰を下ろした。ルーヴィとデッドオーは、そのへんで飛び跳ねながら追いかけっこをしている。

「オトギリオトギリ、食べて食べて、わっふーどっく！」

　ましゃっとに押しつけられたドックパンは、具がちくわと焼きそばだった。どうにでもなれという気分で食べてみたら、ちくわの中にチーズが入っていて、焼きそばの濃厚なソース味がまろやかになり、さらに紅ショウガで引き締められていた。

「……うまい──けど……」

「うまいは正義！」

　ましゃっともわっふーどっくにかじりついた。

「んん……！　疲れもぶっ飛ぶぅ！　ほまりんも、わどくればよかったのに！」

「ダイエット中だもん。ほまり」

　ほまりんは紙パックのヨーグルト飲料にストローを刺してちゅうちゅう吸っている。

「……なんつー状況だよ」

　バクがぼやくと、ほまりんが目を輝かせた。

「ふぁ。またしゃべった！　いるんだねえ、しゃべる、じんが──って、おぉ、また言いそうになった」

「ここならべつにいいんじゃね？」

　ましゃっとは周囲を見回した。大階段を上り下りしている生徒はちらほらいるものの、わざわざ飛とびたちの近くを通りかかる者はいない。

「人外なぁ。しゃべる人外ね。しっかし、なんか俺らって、ちゃんと実在してんのに、学園七不思議の一つみたいな扱いになってるよな。オバケとかじゃないんだけど。一般生も特待生も、あんま目とか合わせてくんなかったりするしさ」

「あるあるー」

　ほまりんが笑った。

「だけど、ほまりたちもそんなに外、出ないしさ」

　出ないしさ、のイントネーションが独特だ。普通、「出」を強く発音するけれど、ほまりんはそのあとの「ない」の部分が強い。これも北海道弁なのか。

「出なくても、わりとなんとかなっちゃうし。でも、ましゃっとはわりとふらふらしてるよね」

「えぇー。だって、中にばっかいると飽きてこない？」

「ほまりは、たまにでいいかなぁ」

「あの……」

　飛はとうにわっふーどっくを完食して、今は牛乳屋さんのコーヒー牛乳を手に、飲もうか飲むまいか迷っていた。そう見せかけて、考えているのは別のことだった。

　選抜クラスに関する情報が欲しい。ましゃっととほまりんが、これだけ思わせぶりな話をしている。ここで飛が多少踏みこんだとしても、変に思われる事はないだろう。

「中って？　外に出ない、とか……」

「選抜のアジト」

　ましゃっとはあっさり明かすと、ほまりんが「アジトって！」と笑ってツッコんだ。

「ほまりたち以外は入れないけどね。専用のフロア？　スペース？　みたいになってて」

「東棟ね」

　ましゃっとはずいぶん開けっぴろげだ。

「あそこって学食もあるからね。デリバリーもできるし。タダだし。ていうか、選抜は全部、タダだからね。学費も、寮費も、学内プリペイドカードもらえるから、食費も実質、タダだよね。あとね、卒業後の十年間、毎年四百万円もらえる。後援金制度っていうのがあって。頼んだら大学も推薦で入れるし、就職したきゃ学園が会社、探してくれる」

「よっ──」

　飛とびは絶句した。

　四百万円。十年間。つまり、四千万円か。

「そこまでしゃべっちゃっていいの？」

　ほまりんはましゃっとよりも慎重らしい。少々不安げだ。

「いいんじゃね？」

　ましゃっとはどこまでもあっけらかんとしている。

「だって、オトギリは見えてるし。いるわけだし。適格者でしょ。俺、先生に推薦しといたから」

「すっ──」

　飛はまた絶句してしまった。

「あ、そうなんだ？」

　ほまりんは飲んでいたヨーグルト飲料の紙パックを、隣の飛に差し向けた。

「したっけ、かんぱーい」

「……した？　か……？」

「ごめん、したっけはね、そしたら、みたいな意味」

「あぁ……方言？」

「そ、そ。なんか、つい使わさってさ。使わさるも変？　なんだっけ？　ま、いいしょや。かんぱーい、オトギリ」

「かん……え？　なんで？」

「なんで？」

　ほまりんは二回、またばきをした。心底、不思議そうだ。

「選抜、入るしょ？」

「……誰が？　え、僕……？」

「そりゃそうでしょや」

　ほまりんは飛が持っている牛乳屋さんのコーヒー牛乳に無理やりヨーグルト飲料の紙パックを押しあてた。

「かんぱーい」

「……えぇ」

「入るっしょ？」

　ましゃっとがほまりんの言い方を真ま似ねて飛の肩を掴つかみ、ぎゅぎゅっと揉もんだ。

「なかぁーま。ね？」
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　あれは何だったのだろう。

　ポシェットの中にいるチヌラーシャには、聞こえないはずの声を代弁する力がある。でも、小さな龍りゆ子うこの顔がチヌの口からせり出していた。あれは龍子自身の声だった。

　龍子の声が龍子に聞こえないわけがない。だって、龍子は龍子なのだから。

　どういうことなのか、何回もチヌに訊きいてみたけれど、返事はない。チヌは飛とびのバクとは違う。しゃべることはない。

　龍子が話しかければ、チヌはじっと耳を傾けてくれる。たとえば、ちょっとそこをどいてとか、ポシェットに入ってとか、そのくらいの頼みだったら、チヌはすぐに応じる。龍子の言うことを、チヌは理解している。

　にぅー、くゅー、といったふうに、チヌが鳴くことはある。チヌの言いたいことが、龍子にはなんとなくわかる。チヌは龍子に何かを気づかせようとする。励まそうとする。いたわってくれる。

　チヌには感情がある。思いやりがある。

　けれども、チヌとの間に会話は成立しない。

　──食べたい。

　小さな龍子はそう言っていた。

　──もっと食べたいよ。

　食べたい、と。何を？

　──食べさせて、龍子。

　もっと食べたいということは、小さな龍子はそれを食べたことがあるのだ。チヌの中にいる小さな龍子が。チヌは何も食べないのに。水を飲むこともない。龍子が知っている限り、チヌは何一つ口に入れていない。龍子が眠っている間に盗み食いでもしたのだろうか。わからない。絶対にないとは言いきれない。

　龍子が知らないだけで、チヌには何か好物があるのかもしれない。チヌはそれが食べたくて食べたくて仕方ないのかもしれない。

　どうしてチヌは、小さな龍子にそれを代弁させたのか。とくに意味はないのかもしれない。チヌは龍子にとって一番身近な存在だ。ずっとそばにいた。赤ちゃんのときのことは、さすがに覚えていないけれど。事故の前はどうだったのか。両親がまだ生きていた頃、チヌは龍子のそばにいたのだろうか。両親の記憶すら曖昧なのだ。はっきりとは覚えていない。でも、きっと一緒だった。龍子にとって、チヌはきょうだいのような、誰よりも近しい友だちのような存在だ。ある意味、龍子の分身なのだ。チヌにとってもそうだろう。

　だから、なのかもしれない。チヌはあのとき、一番近しい龍りゆ子うこの顔を借りた。そして、龍子に自分の思いを伝えた。ただ単に、それだけのことなのかもしれない。

　龍子は玄関チャイムのボタンを押した。

　柊ひいらぎ伊い都と葉はの家の中で、ピーンポーン、という音が鳴るのが聞こえた。

　チャイムのボタンを押したのは、これが何度目だろう。二回や三回ではきかないはずだ。四回目だろうか。五回目か。

　放課後、浅あさ宮みや忍しのぶの見舞いに行くことも考えたけれど、踏ん切りがつかなかった。せめて伊都葉の家には寄ることにした。

　チャイムを鳴らす前に、あの黒白フクロウのようなずっきゅんを捜してみたのだが、見あたらなかった。伊都葉はもう見張られていないのかもしれない。

　それから、チャイムのボタンを押した。反応はなかった。しばらく待ってから、また押した。

「わたし、何回……」

　龍子は呟つぶやきながらまたボタンを押した。家の中で、ピーンポーン、と音が鳴る。

　おそらく彼女は家にいる。けれどもどうせ出てこない。出てきてくれるわけがないと思っているくせに、チャイムを鳴らす。何度も、何度も。もう、やめないと。

　龍子は柊家の玄関に背を向けた。

　二メートルと離れていないところに、小さな怪獣が立っていた。

「──ふぇっ……」

　龍子はあとずさりした。怪獣というと、映画に出てくる巨大な獣のことだ。恐竜みたいな。そうだ。怪獣。それはティラノサウルスに似ていないこともない。ずいぶん小さいけれど。龍子よりも背が低い。小さな怪獣だ。

「クラゲだよ」

　小さなティラノサウルスもどきがしゃべった。女の子か、まだ声変わりしていない男の子の声だ。

「……ク、ククク、クラゲ……さん？」

「だよ」

　クラゲを名乗る小さなティラノサウルスもどきが、頭部をかくっと上下に動かした。うなずいたようだ。

「おまえは白しら玉たま龍子だよね」

「……は、はい。たしかにわたしは、白玉龍子と申します」

「うん。知ってるよ」

「そ、そうなん……です、ね。え……？　どうして……ですか？」

「クラゲはサラマンダーの代わりだよ」

「あぁっ。つまり、ずっきゅんちゃんの……？」

「おまえに見えてるのは、クラゲのディノだよ。クラゲはディノの中にいるよ」

「……クラゲさんは、ディノさんの中に。ということは、その……ディノさんが、クラゲさんの──」

「そういうことだよ」

「……ええと」

　龍りゆ子うこはお辞儀をした。

「お仕事、お疲れ様です」

「くるしゅうないよ」

　クラゲはそう言うと、ふっ、と少しだけ笑った。

「この家の子はちゃんと見守ってるから、心配しなくていいんだよ」

「わざわざ、わたしにそのことを伝えるために……？」

「……それは違うよ」

　クラゲはディノの頭部をぷいっと横に向けた。

「全然、違うよ。そんなにピンポンしまくるのはどうかと思って、注意しにきたんだよ」

「そ、そうでしたか。それは本当におっしゃるとおりです。反省しないと……」

「あ」

「……はい？」

　龍子は首をひねった。クラゲが急にいなくなってしまったのだ。といっても、消えたわけじゃない。左方向に走っていって、路地に駆けこんだ。ティラノサウルスはあまり足が速くなかったというが、クラゲのディノは身のこなしが軽快で、なかなかすばしっこかった。尻しつ尾ぽを振り振り走る後ろ姿には、独特の愛あい嬌きようもあった。

「えっ、クラっ──」

　突然どうしたのだろう。クラゲを追いかけようとしたら、龍子の背後でドアを解錠する音がした。泡を食って柊ひいらぎ家の玄関に向き直ると、四分の一ほど開けたドアの隙間から彼女が外をのぞいていた。長い黒髪がまっすぐで、黒い服を着ている。服は真っ黒じゃない。刺しし繍ゆうだろうか。青い模様が入っている。髪飾りもきれいな青だ。

「ひっ、あ、柊さんっ……」

「白しら玉たまさん……」

　伊い都と葉はがぼそりと言った。彼女はサンダルを履いている。そのサンダルも黒と青だ。

「何か用」

「あぁ、用……というか……その、どうしているかな、と……」

「何回か──」

　伊都葉はうつむいた。そのとき龍子は気づいた。

　彼女が身につけている服の青い模様は、刺しし繍ゆうじゃない。髪飾りもそうだ。

　蝶ちようだ。

　ルリタテハのような人外蝶が、翅はねを広げてあちこちに止まっている。

「来たでしょ。何回か。私の家に……」

「……はい。ご迷惑かも、とは、思ったのですが……今日も──さっきも、繰り返しピンポンを、何度もしつこく……」

「うるさかった」

「です……よね。大変申し訳ないです……」

　龍りゆ子うこが恐縮して深く頭を下げた途端、伊い都と葉はは「やめて」と低い声で言った。龍子は腰を折ったまま、上目遣いで伊都葉を見た。

「……白しら玉たまさん」

「はいっ？　何でしょう……？」

「これ……」

　伊都葉は自分の胸のあたりに手を這はわせた。

　その指先に一羽の人外蝶が、ふれてはいない。

　彼女の指は、それにふれるかふれないか、ぎりぎりのところで、そこから先には進めない、とでもいうように、小刻みに震えている。

「何か……いる？　ここに……いると……思う……？　白玉さん……」

「それ、はっ──」

　龍子は言葉を失った。柊ひいらぎ伊都葉は人外の再発者だ。でも、無自覚だった。自分の人外に気づいていなかった。そのはずだ。

「見えるわけじゃ……ないの」

　伊都葉は震える手で自分の髪の毛を掴つかんだ。そして、引っぱった。彼女の髪の毛にひっついている人外蝶が翅を揺らめかせた。飛び立ちはしなかった。

「あ、あの、柊さん」

「何……？」

「痛い、ですよ？　そんなふうに、したら──」

「……見えない……私には、何も……見えない、けど……」

「柊さん、お願いですから」

「何か、いる……わかるの……感じるの……何か、感じる……白玉さんは……？」

「それは」

「……ルカナは」

「え……？」

「どうなったの？　あのあと、ルカナは……」

「しっ──雫しず谷くだにさん……ですか」

「白しら玉たまさんは……何か、知っている……？　ルカナは、大丈夫……？」

「……わたしは──」

　龍りゆ子うこは首を左右に動かした。そのつもりだった。動かない。まるで首が石か何かになってしまったかのようだ。

「しっ……」

　でも、口は動く。

　し。

　龍子は何と答えるつもりなのか。さっき、首を横に振ろうとした。知らない。

　そうだ。龍子は、知らない、と言おうとしている。

　嘘うそをつこうとしたのだ。龍子はハイエナという人の話を聞いたのに。雫谷ルカナは存在自体が特定事案で、隔離して様子を見ている、と。

　言えない。そんなことを伊い都と葉はに言えるわけがない。嘘をつくしかない。果たして、そうなのだろうか。どうしても嘘をつかないといけないのか。他にも方法はあるはずだ。たしかに、言えない。言うわけにはいかない。だったら、正直にそう話せばいい。事情があって、言えないのだと。伊都葉は納得してくれないかもしれない。でも、嘘をつくよりはましだ。なぜ龍子は嘘をつこうしたのだろう。

　伊都葉がドアを閉めた。

　その瞬間、龍子はほっとした。嘘をつかずにすんだ。問いつめられたら、もっと困っていた。よかった。どこが？

「ちっとも──」

　よくない、と思った。

　ポシェットの中でチヌが暴れている。出てきたがっているのだ。チヌなら龍子を慰めてくれる。それとも、また口の中から龍子の顔をせり出させて、何か言うのだろうか。食べたい、と。食べさせて、と。

　何が食べたいの？

　龍子はその問いを自分の奥底に押しこめて歩きだした。チヌはまだじたばたしている。気がつくと、スマホを手にしていた。

　待っているのに。

　ずっと待っている。

　そんなに話したければ、自分から連絡すればいいのに。

　でも、できない。龍子にはどうしてもできないのだ。邪魔したくない。嫌われるのが怖い。せめて声が聞きたい。そんなふうに思っているのは龍子だけだ。飛とびはたぶん、何とも思っていない。きっと龍子のことなんか忘れている。忘れ去られてもしょうがない。
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　飛とびは寮の部屋でベッドに腰かけていた。両手で持ったスマホと、にらめっこをしているわけじゃない。

　考えごとをしていた。

　そうだ。

　色々なことを考えていたのだ。

「ケッ……」

　床の上でバクが寝返りを打って、飛に背を向けた。飛はバクの背中を軽く足蹴にした。

「何だよ」

「ハァ？　何でもねえよ。蹴るんじゃねえ」

「ケッて言ったじゃないか。今」

「言ってねえわ」

「言ったよ。聞こえた」

「じゃあ、言ったのかもな。とくに意味はねえよ。ウダウダしやがって……」

「ウダウダなんかしてない」

「してんだろうが」

「してない」

「してるっつーの」

「だから、してないって──」

　飛はベッドから立ち上がってバクを蹴っ飛ばそうとした。

「ォワッ……!?」

　バクが釣り上げられた魚のように身を躍らせて逃げようとした。そのときだった。

　誰かが部屋のドアをノックした。

「弟おと切ぎり飛。開けなさい」

　ドア越しに女性の声がした。聞き覚えはない。なんとなく生徒ではなさそうだ。大人だろう。

　飛は一瞬、バクと顔を見合わせた。バックパックに顔があるとすれば、だが。

　スマホをポケットに入れてドアを開けると、案の定、中学生でも高校生でもなさそうな女性が立っていた。ショートカットで、服装も表情もぴしっとしている。

「木き堀ぼり有ゆ希きです」

　女性はそう名乗りながら、素早く飛の部屋を見回した。

「よろしく、弟切くん」

「……誰ですか？　あなたのこと、知らないんですけど」

「選抜クラスの副担任をしています」

　木き堀ぼりは小脇に抱えていたバインダーファイルを飛とびの胸先に突きつけた。

「選抜クラスについての書類です。署名する場所に付箋を貼っておきました。明朝、提出してください」

「……は？」

「受けとりなさい」

「や、でも」

「受けとれと言ってるんですが」

　木堀はバインダーファイルの端を飛の胸にぶつけてきた。ずいぶん強硬な態度だ。飛は思わず受けとってしまった。

　バインダーファイルの表紙には、油性ペンか何かで、ようこそ選抜クラスへ、と書かれている。

「あなたを選抜クラスに招き入れることになりました」

　木堀は自分の顔を象かたどった仮面でもつけているかのように無表情だ。

「すでに理事長が決裁し、署名しています。あとはあなたが署名するだけでいい。押印は不要です」

「……入るとも入らないとも、僕は言ってないけど」

「そんなことは訊きいていません。明朝、署名した書類を提出してください。それがあなたの回答となります」

「いきなりだし……」

「明日の始業時間、東棟前に来なさい」

「や、だから」

「以上です」

　木堀はそれだけ言うと、踵きびすを返して行ってしまった。

　飛はドアを閉めてベッドに座った。膝の上でバインダーファイルを開いてみた。何ページもある。どのページも文字でびっしりだ。唯一の救いは日本語で書かれていることだろうか。読めなくはない。もっとも、読みたいかどうかはまた別だ。

　バクが芋虫のような動き方でベッドに近づいてきた。最近、ずいぶん動く。バックパックのくせに。動きすぎだ。

「どうするつもりだ、相棒？」

「……どうするっていうか」

　飛はバインダーファイルを閉じた。

「どうなるんだろうね……」
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　自分一人で決められるような問題じゃない。飛とびはまず萌も日に花かに連絡した。ハイエナには萌日花から伝えてもらった。ハイエナとは電話で話した。

　いずれにせよ、命令されて従うことになるのだろう。飛はなんとなくそう思っていた。ところが、予想が外れた。ハイエナは飛の意思を確認した。

　選抜クラスへの潜入を命じられたら、受けるかどうか。

　この任務は、魁かい英えい学園で一般生として寮生活を送りながら情報収集を行うよりも、数段上の危険が伴う可能性がある。数段上とはいうものの、選抜クラスの実態が判明していないので、危険度を評価することができない。ようするに、何が起こるかわからない。

　すでに、酒しゆ池ちほまりの安否が確認できている。彼女は無事だった。選抜クラスへの潜入という手段をとらなくても、彼女の卒業を気長に待って、特案にスカウトするという方法も考えられる。彼女を特案に引きこむことができれば、魁英学園選抜クラスの正体は自おのずと明らかになるだろう。

『たしかにこいつは、千載一遇のチャンスってやつだが──』

　ハイエナは電話の向こうでこんな言い方をした。

『できそうにないことを、無理やりやらせるわけにもいかんからな』

　つまり、やってもいいし、やらなくてもいい。飛が決められる。

　朝、始業前の東棟周辺は閑散としていた。東棟には職員室などもあるはずだが、授業がある教員たちはもう教室に向かっているのだろう。東棟の正面玄関はガラス張りで、ホテルか何かみたいだ。ガラスの向こうは薄暗くて、外からは中があまりよく見えない。

「来いって言われたから来てやったってのによォ……」

　バクがぼやいた。

　飛はバインダーファイルを手に、玄関前でひたすら待った。やがて始業のチャイムが鳴った。それでも飛はじっとしていた。

「やっとかよ」

　バクが、ケハッ、というような音を立てた。とうとう玄関の自動ドアが開いて、三人の選抜生が姿を現した。人外もいる。三体だ。

「グモーニーン！　オトギリー！」

　ましゃっとは元気一杯だ。でも、髪の毛に寝癖がついて跳ねている。ましゃっとは飛の前で右目をつぶって合掌してみせた。

「ごめごめごめん！　有ゆ希き先生に言われて、俺、迎えに来る役だったのに、ばっちり寝坊しちゃってさぁ！」

　黄色いウサギ人間的なルーヴィが、ましゃっとの斜め後ろで体をゆらゆら揺らしている。ましゃっと自身のウインクも相あい俟まって、真剣に謝っているようにはとうてい見えない。

「マジでっ！」

　ほまりんこと酒しゆ池ちほまりは腕組みをして、おかんむりだ。

「ましゃっと、部屋のドア鬼ダンしても起きないんだもん！　終わってるしょや！」

　顔面がナマケモノ似の軍鶏しやも人外デッドオーは、ルーヴィではなく、もう一体の人外につきまとっている。

　その人外は大きい。それでいて、小さくも感じる。本物のバッファローならもっと大きいはずだから、ミニチュアサイズのような印象を受けるのだろう。硬そうな外皮が青緑色だし、何にせよバッファローに似ているだけで、あくまでも別物だ。デッドオーにたびたび頭突きされても、その大型人外はびくともしないし、気にするそぶりも見せない。

「よっ！」

　ミニバッファロー人外の主あるじウッシーは、最初に会ったときとは打って変わってほがらかだ。飛とびに向かって、なのだろう。ウッシーはこめかみの横あたりで右手の人差し指と中指をそろえて立て、こちらにビッと振ってみせた。

「歓迎すっぜ、オトギリ！　俺は宇う代しろ轟ごう堅けん。相棒はタウロ。これからよろしくな！」

「……よろしく」

　飛が顎を引いて少しだけ頭を下げると、ウッシーはニカッという感じで笑った。妙に白くて、かなり頑丈そうな歯だ。顎の力もさぞかし強いだろう。小石くらいなら噛かみ砕くだいてしまいそうだ。

　三人の案内で、飛は東棟一階奥のエレベーターに乗った。その際、ましゃっとがカードキーのようなものを使用した。

「魁かい英えい学園選抜クラス生徒証明証。俺たちはカードって呼んでるけど。まあ、学生証かな。選抜生しかもらえないんだよね。今日は金曜だから、オトギリも来週にはもらえるんじゃない？　なくしちゃうと再発行まで時間かかるっぽいから、気をつけてね」

　広いエレベーターだ。三人の選抜生とバクを担いだ飛、そして三体の人外が乗っても、まだけっこう余裕がある。ましゃっとはＢ１というボタンを押した。行き先は地下一階だ。すぐに到着して扉が開いた。

　エレベーターを出ると、向かって左の壁一面が水槽になっているホールだった。水槽の中では、小型のエイやサメを含めた様々な魚が泳いでいる。

　水槽の壁を背にして進むと、突き当たりから左右に通路が延びていた。壁に掲示された標識によれば、右に行くと体育館、左に行くと教室らしい。

　ましゃっとたちは左の通路を選んだ。地下のわりに解放感がある。天井が鏡張りだ。壁の光るラインが照明設備らしい。

　左手にドアが並んでいる。手前から順に、女子トイレ、男子トイレ、サーバーＲ、機材Ｒ、という室名札がついている。どのドアにもカードリーダーが据え付けられているので、あのカードがないと入れないようだ。

　ましゃっとはカードを使ってＡ教室のドアを開けた。

「普段、授業を受けるのはここね。オトギリ、入って入って」

「フゥッ……」

　バクがため息をつくような声を発した。

　飛とびはましゃっとが押さえているドアを潜くぐってＡ教室に入った。意表を衝つかれた。

　地下一階なのに、窓がある。しかも、窓の外は原っぱだ。草原の上に青々とした空が広がっている。

　そんなわけがない。映像なのか。それは窓なんかじゃない。窓のようなディスプレイらしい。でも、リアルだ。本物の草原、実物の空にしか見えない。

　それ以外は、いわゆる教室だ。

　教卓があって、黒板ではなくホワイトボードがある。席は横に四列、縦に三列、その後ろにもう一つ。全部で十三だ。

　生徒は九人いる。その九人に、ましゃっと、ほまりん、ウッシーを加えると、選抜クラスは十二人。飛を入れて、十三人か。

　当然、と言うべきだろう。

　人外もいる。

　ましゃっとの黄色いウサギ人間的な人外ルーヴィや、ほまりんのナマケモノに似た顔面を持つ軍鶏しやも人外デッドオー、ウッシーの青緑色ミニバッファロー人外タウロのように、この教室に集う選抜生たちの人外は多種多様だ。

　でも、少ない。

　ちゃんと数えるまでもなく、おかしい、と飛は感じた。

　数が合わない。

　足りない。

　飛を迎えにきた、ましゃっとたち三人を除いて、選抜生の人数は九人。

　ところが、人外は五体しかいない。

「オトギリ・トビ」

　教卓に手をついている痩せぎすの男に呼ばれた。

　チャコールグレーのスーツに、黒いタートルネック。ブーツ。下向きの矢印のような鼻。潰れた菱ひし形がたの目。柄が悪い。人相も悪い。好印象を抱きようがない。

　愛あい田だ日ひ出で義よし。

　あの男はカワウソの先輩を殺した連中の一味だという。

「さっさと来い。こいつらにおまえを紹介してやる」

　愛あい田だの隣には木き堀ぼり有ゆ希きが立っている。彼女は選抜クラスの副担任だと言っていた。教卓を前にしているのは愛田だ。ということは、愛田が担任なのか。

　ましゃっとやほまりん、ウッシーが席に着いた。人外たちは、主あるじのそばに控えているものもいれば、教室の中でうろうろしているものもいる。

「飛とび」

　バクが囁ささやいた。

「このオレがついてるんだからよ。ガツンとかましてやれ」

　正直、飛は緊張していた。緊張していると自覚することもできないほど、身も心もかちこちになっていた。それがやわらいだ。バクのおかげだ。

　飛は教卓の近くまで歩いていって、選抜生たちに向き直った。

　選抜生は十二人。

　人外は八体。

　やはり人外のほうが四体少ない。でも、どこかに隠れているのかもしれない。龍りゆ子うこのチヌがポシェットの中でおとなしくしているように。目立たないだけかもしれない。とても小さいとか。浅あさ宮みやの人外は首に巻きついていた。選抜生の全員に人外がいるわけじゃないのかもしれない。萌も日に花かは人外視者だ。けれども、人外がいない。

　選抜クラスのことはまだ何もわかっていない。

　これからだ。飛が探る。

　書類に署名しないで、戦抜クラス入りを拒否することもできた。魁かい英えい学園に編入したばかりだけれど、極端な話、転校することも可能だと、ハイエナには言われた。

　逃げたければ逃げてもいい。

　誰も飛を責めない。

　萌日花が学園に残って、カワウソやサラマンダーのサポートを受けつつ、調査を続ける。それでいいじゃないか。

　そんなふうには思えなかった。

　理由をあれこれと並べることはできる。しかし結局のところ、自分だけ尻しつ尾ぽを巻いて逃げるのは気が進まなかったのだ。

　ましゃっとがウインクをしてぺろっと舌先を出してみせた。ほまりんは笑顔で手を振っている。ウッシーはまた右手の人差し指と中指をそろえて、ビッと動かした。

　他の選抜生たちも皆、飛に視線を注いでいる。

　一人、とくに目立つ男子生徒がいた。さすがにウッシーほどじゃないとしても、体格がいい。明るい色の頭髪にはウェーブがかかっていて、眉は太いもののきっちり整えられている。横長でくっきりした二重瞼まぶたの目は、途と轍てつもなく我が強そうだ。

　オーラがある、というのだろうか。

　その男子生徒は、居並ぶ選抜生たちの中で異彩を放っている。おそらく、そうとうな自信家だ。きっと周りを見下している。十中八九、飛とびのことも。

　その男子生徒の隣で、お座りのような体勢をとっている人外の見てくれも、なかなかに威圧的だ。

　そいつは、立ち上がったら人間と変わらないくらいの背丈だろう。逞たくましい二本の後脚と、四本指の手を備えた前脚を持つ、爬はち虫ゆう類るい的な人外だ。頭はヘビやワニ、トカゲよりも、カメレオンに近い。あくまでも近いだけだ。やつの頭部には三本の角が生えている。まるで王冠を被かぶっているかのようだ。

「さっき話した、おまえらの新しい──」

　愛あい田だ日ひ出で義よしが顎をしゃくって飛を示した。

「オトモダチだ」

　決して友だちなんかじゃない、とでも言いたげな、いかにも含みがありそうな発音の仕方だ。数人の選抜生が軽く笑った。その中にはあの男子生徒も含まれていた。

「さあ、自己紹介しろ」

　いやだ。

　そう言い返して、あっかんべえでもしてやったら、少しはすっきりするだろうか。

　飛は一度目を伏せ、そっと息をついた。もちろん、あっかんべえなんかしない。飛は十四歳で、まだ中学校二年生だが、幸か不幸か仕事にありついた。もう子供じゃない。

「弟おと切ぎり飛。選抜クラスのことは何もわからない。色々教えて──」

　ちょっと迷ってから、飛は頭を下げた。

「ください」

「拍手ぅ！」

　ましゃっとが手を叩たたいた。ほまりんやウッシーと、二、三人の選抜生が拍手した。

「貴様に──」

　あの男子生徒が口を開いた瞬間、ましゃっとたちの拍手は一斉に止やんだ。

「教えてやったとして、俺に何の得がある？　言ってみろ。弟切飛とやら」

　ものすごく高圧的な物言いだ。でも、腹は立たなかった。貴様。彼はそう言った。その言葉自体は知っている。使われたことはない。目下の相手を蔑んだり罵ったりするときの二人称だ。普通は使わない。日常生活で耳にするような言葉じゃないはずだ。

　飛は面食らっていた。

　貴様、とか。本気で言ってる……？

　ひょっとして、彼なりの冗談だろうか。だとしたら、どんな冗談なのか。

「辰たつ神がみが訊きいてるぞ、オトギリ・トビ」

　愛あい田だが薄笑いを浮かべて貴様男子学生に目を向けた。

　辰たつ神がみ。

　それが貴様男子学生の名らしい。

「あぁ……」

　飛とびは考えこんだ。しまった。

　すっかり貴様発言の部分に気をとられていた。

「ごめん。質問、何だっけ」

「貴様に教えてやったとして！」

　辰神は一瞬、声を荒らげかけた。

「俺に何の得があるのかと訊きいたんだ」

「得……は、べつにないかな」

「ない、だと……」

　辰神は目を剥むいた。わりと感情的になりやすい質たちのようだ。

「だから、無理に教えてくれなくてもいいよ。得がなくても教えてくれる人に訊くし」

「ほう」

　辰神は左眉だけ吊つり上げ、指をパチンと鳴らした。

「いい度胸だ。ならば、俺が貴様に色々教えてやるとしよう」

「えぇ……」

「いやだと言うのか？」

「まあ、なんとなく」

「よかろう。今この瞬間から、貴様の教育係はこの俺だ。皆、異存はないな？」

　辰神とその人外が教室中をぐるりと見回した。

「異議なーし！」

　真っ先に手を挙げたのはましゃっとだった。他の選抜生たちも、次々と思い思いに意思表示をした。反対者は一人もいなかった。





+++ + ++++






　辰神は態度こそ高飛車だが、飛を連れ回して選抜クラス専用の地下一階をちゃんと一通り案内してくれた。

　教室はＡ、Ｂ、Ｃと三つある。Ａ教室は選抜生が全員集まる際に使われ、Ｂ教室には机や椅子がない。飛んだり跳ねたり走り回ったりしても問題ないという。Ｃ教室は二十のブースに仕切られていて、各ブースには机と椅子、ディスプレイ、パソコン、タブレット端末が備えつけられている。

　選抜生は、担任の愛あい田だ、及び副担任の木き堀ぼりと相談して、各自カリキュラムを組む。愛田か木堀がＡ教室で一日に一時間か二時間、授業を行う以外は、基本的にＣ教室で自習するらしい。

　自習といっても、パソコンやタブレットで授業と解説の動画や資料を見ながら、出題された問題を解いてゆく。わからないことは人工知能講師ＡＩＴに訊きけばいい。

　それから、これは木堀に渡されたバインダーファイル内の書類にも書かれていたが、選抜クラスにはゲームという特別な課題がある。担任か副担任がゲームの開始を宣言した場合、選抜生は必ずこれに参加しなければならない。

「言うまでもなかろうが、我々選抜クラスのゲームは単なるお遊びではない──」

　辰たつ神がみは体育館に併設されているジムでトレーニングマシンを使ってみせた。椅子に座った状態で、紐ひもの先に重りがついている棒を両手で持って下方向に引っぱる。ラットプルダウンとかいうらしい。重量は百キロ以上だとか。よくわからないが、すごそうだ。

「ふんっ……選抜生の評価は……ふぅんっ……ゲームによって、決まるといっても……はあぁっ！　過言では……くぉあっ！　ないのだからなぁぁ……！」

　地下一階が体育館の二階で、ジムはこの二階部分にある。二階部分にはジムだけじゃなく、体育館を一周するランニングコースもあって、選抜生は自由に走っていいとのことだ。更衣室にはシャワールームも付いている。辰神は愛用しているらしい。

　選抜生専用体育館は、見たところバスケットボールのコートが基準になっているようだ。広さも天井の高さも一般的な体育館と同じくらいだろう。地下にこんなものがあるなんて。しかも、たった十数人しかいない選抜クラスのためだけに。

「どうだ、弟おと切ぎり？」

　辰神は人外を従えて体育館の真ん中あたりに立つと、周りのすべてが自分のものであるかのように両腕を広げてみせた。

「これが選抜クラスの一端だ。一端、と俺は今、言ったな？　そう。一端でしかない。東棟の最上階は理事長のプライベートオフィスということになっている。しかし、それは事実ではない。最上階には、俺たち選抜生のために設しつらえられた居室がある。貴様も選抜生の端くれだ。間もなく一部屋与えられるだろう」

「それ、断れるの？」

　飛とびが訊くと、辰神は「何っ？」と左眉をぐいっと持ち上げた。左眉を動かすのが辰神の癖なのかもしれない。

「今、貴様……何と言った？」

「断れるのかなって。僕は寮でいいし」

「愚かなことを。選抜生の特権だぞ」

「そういうの、興味ないんで」

「本気で言っているのか」

「うん」

「ほう……」

　辰たつ神がみは人外の首を撫なでて横長の目を細めた。

「変わったやつだ」

「……アイツに言われたくねえよな」

　バクが呟つぶやくと、辰神は「ふはっ」と笑った。

「貴様の人外も変わっている。言うなれば、珍種だな。弟おと切ぎり、貴様の人外、名は何というんだ」

「知りたきゃオレに直接訊ききやがれ！」

　バクに怒鳴られて、辰神は少し鼻白んだ。

「……そうだな。貴様に直接問うとしよう。名は何という」

「オレはバクだ。おまえの人外は？」

「バク──」

　何がそんなに面白いのか、辰神は肩を揺らしてしばらく笑っていた。

「この辰神令れいを、おまえ呼ばわりするとはな、バク。人外の分際で上等だ。よかろう。俺の人外の名を教えてやる。聞いて驚くなよ」

「……もったいぶりすぎだろ」

　バクの言うとおりだと飛とびも思った。そこまでハードルを上げられてしまったら、そうとう奇想天外な名前でないとびっくりできない。

　辰神が高らかに謳うたった。

「ロード！」

　迷うところだ。

　ここは一応、驚いておいたほうがいいのか。辰神は驚いて欲しそうだ。

「……かっこいい名前だね」

　ロード。

　かっこ悪い、とは思わない。かっこいいか、かっこ悪いか。その二択で、必ずどちらかを選ばなければならないとしたら、かっこいい、のほうだろう。

「そう褒めるな。わかっている」

　強烈な自尊心に彩られた辰神の顔はつやつやしている。辰神の隣でお座りをしている人外・ロードも、背筋をぴんと伸ばして誇らしげだ。

「ちなみに、ロードは道ではなく、君主、統治者のロードだ。Ｒ、Ｏ、Ａ、Ｄ──」

　辰神は、チッ、チッ、と舌を鳴らして人差し指を左右に振ってみせた。

「Ｌ、Ｏ、Ｒ、Ｄ。言わずもがなだろうが、な」

　それから飛とびは、Ｃ教室でパソコンやタブレットの使い方を教わった。ましゃっとやほまりんが声をかけてこようとすると、辰たつ神がみに追い払われた。

「日ひゆ向うが匡まさ[image: ]と。酒しゆ池ちほまり。貴様らは俺ほど効率よく弟おと切ぎりに端末の使用法をレクチャーできるのか？　どうだ？　できまい。ならば、おとなしく下がっていろ」

　言い方は居い丈たけ高だかだが、たしかに辰神は頭が切れて説明がうまい。飛は午前中のうちにパソコンとタブレットを一人でだいたい使えるようになった。パソコンのマウスは、辰神に言わせれば「弟切、貴様はセンスがある」とのことで、意外と簡単だ。慣れないと難しいキーボードの文字入力にしても、練習用のプログラムがある。

「……辰神、おまえ、実はけっこういいやつなんじゃねえのか」

　バクが言うと、辰神は高らかに笑った。

「この辰神令れいが好人物だとでも言いたいのか、バクよ？　くだらんな。俺はただ、観測可能なだけで二兆個以上に及ぶという銀河を内包する宇宙のように、度量が広いだけだ。さて、そろそろ昼飯だぞ、弟切。食堂にデリバリーを頼むなら、本来は端末からでもできるが、貴様はまだカードが発行されていない。俺がついでに頼んでやるとしよう。何がいい。タブレットのメインメニューに、専用のアプリがある。そう、それだ。そのタブレットは貴様のカードと紐ひも付づけられていないから、まずは俺の学生識別番号を入力する。見ろ。この番号だ。十桁だぞ。間違えるな」

　飛は辰神の番号を入力して、適当に日替わり定食を注文しようとした。

「馬鹿め。コースにしろ、弟切。そう。その日替わりランチコースだ。数量は、二。日替わりランチコースは、オードブルとメインディッシュ、パスタにデザート、ドリンクもつく。ドリンクはむろん選択可能だ。俺はコーヒー。貴様はどうする？　オレンジジュースだと……？　まあよかろう」

　頼んだ食事はエレベーターホールまで運ばれるらしい。同時間帯に注文した選抜生たちがホールで待っていたら、やがてエレベーターが一階から下りてきた。扉が開くと、白い服を着て白帽を被かぶった老婆とキッチンカートがエレベーターに乗っていた。

「おばば様」

　辰神がそう呼びかけて胸に手を当ててみせた。ひどく皺しわくちゃでかなり身長の低い老婆は、無言でキッチンカートをホールまで押しだすと、エレベーターの扉を閉めた。キッチンカートは選抜生たちの昼食を満載していた。

「……おばあちゃんなの？」

　飛が訊きくと、辰神は「まさか」と笑った。

「彼女は理事長のお祖ば母あ様さまらしい。百歳だか九十九歳だかの高齢だという話だが、かくしゃくたるもので、第二学生食堂を差配している。愛あい田だ先生と木き堀ぼり先生、我々選抜生以外でこのフロアに立ち入れるのは、理事長と彼女だけだ」

　昼食はＡ教室でとった。ましゃっと、ほまりん、それにウッシーが机をくっつけてきて、少々鬱陶しく感じなくもなかったけれど、好きなようにさせた。ほまりんは五目そば、ウッシーは日替わり定食で、ましゃっとはパン定食だった。

「どう？　オトギリ？　選抜クラス。どんな感じ？　今んとこ。楽しい？　面白い？　馴な染じめそう？」

「待って」

　飛とびは質問してくるましゃっとを制止して、日替わりランチコースを片っ端から搔かっ食らっていった。何がどういう料理なのかよくわからないけれど、野菜も肉もスパゲッティのようなものも、高そうな味がする。全部おいしい。

「……てか、早すぎだしょや」

　ほまりんのそばを食べる手が完全に止まっている。気にしないで食べて、と言いたいのは山々だが、飛は口の中が食べ物で一杯だからしゃべれない。ウッシーが苦笑した。

「フードファイターかよ……」

　飛はデザートの真っ白いプリンのようなものを一口で平らげ、どうもプリンではなさそうだと思いながら、オレンジジュースを一気飲みした。残った氷はすべて口に流しこんで、ガリガリ噛かみ砕くだいた。机に掛けられているバクが、皮肉っぽい口調で訊きいてきた。

「うまかったかよ？」

　バクはかなり腹が減っているようだ。これだけ食べたのに、飛も満腹感がない。きっとバクの餓うえが影響している。

「まあね」

　飛は三者三様に茫ぼう然ぜん自じ失しつしているましゃっと、ほまりん、ウッシーを見回した。なんとなく気まずい。

「ええと……ごちそうさま」

　今後もこうやって食事するのか。いささか不安だ。

　でも、食べ物の味は悪くない。おそらく、かなりいい。ちょっと信じられない。これが無料だなんて。

　勉強にしても、やる気さえあれば何だって学べそうだし、選抜生はやたらと優遇されている。その上、卒業後、十年間にわたって毎年四百万円の後援金がもらえるという。書類には後援金についても書かれていて、増額されることはあっても、減額されることはない、と記されていた。ずいぶんとまあ、いい身分だ。

　気になることはある。

　まずはゲームだ。選抜生は参加を義務づけられている。特別な課題らしい。どう特別なのか。その内容は依然として不明だ。

　それから、人外。

　飛とびを除いて、選抜生は十二名。そのうち八名に人外がいる。

　あるいは、四名、人外を持たない選抜生がいる、と言うべきだろうか。

　選抜生の名前は全員、確認できた。だから、四名の中に見守り対象者が含まれている事実も、飛はすでに掴つかんでいた。

　魁かい英えい学園に入学した見守り対象者は二人いる。

　北海道出身の酒しゆ池ちほまり。

　そして、大分県出身の津つ堂どう亥がい。

　やはり津堂も選抜生だった。

　彼はウッシーや辰たつ神がみに負けないほど図ずう体たいが大きい。容貌も体つきもごつごつしていて、大おお袈げ裟さに言えば豪傑風だ。それでいて、不思議なほど人目を引かない。無口なのか。黙りこくっているわけじゃないが、たいていタブレットを眺めている。飛は彼の後ろを通りかかって、タブレットの画面を確かめてみた。どうやら、電子書籍を読んでいるようだ。選抜クラスのタブレットには、そうとうな数の電子書籍を自由にダウンロードして読めるアプリがインストールされている。彼は読書家らしい。

　そして、人外がいない。

　──いない、わけがないのだ。

　津堂亥は、見守り対象者だったのだから。

　彼には人外がいて、人外視者でもあると特案は見なしていた。彼の人外は、外骨格を持つ瓜うり坊ぼう、すなわち、カブトムシとイノシシの子供を足して二で割ったような見た目だったという。

　そんな人外がいたら、すぐにわかる。

　見あたらない。

　いない、ということだ。そんな人外は、どこにもいない。

　食事はさっさとすませたし、トイレに行こうとしたら、一人では無理だということに飛は気づいた。この地下一階では、カードがないと部屋から出ることはできても入れない。仕方なく、ましゃっとが食べ終えるのを待って、トイレに行きたいと頼んだ。ましゃっとは「俺も行きたかったし！」と、こころよく応じてくれた。

　トイレの個室に向かおうとしたら、ましゃっとに訊きかれた。

「もしかして、ギリだった？」

「まあ……」

　飛は曖昧に答えて個室に入り、鍵を閉めた。バクが何か言おうとしたので、人差し指を突きつけて黙らせた。

　スマホを出すと、画面の上部にアンテナマークがなかった。代わりに「×」が表示されている。圏外だ。

　Ｗｉ－Ｆｉはある。「xaiei_sbc」というのが選抜クラス用のＷｉ－Ｆｉだ。教室の壁にパスワードが掲示されていた。でも、Ｗｉ－Ｆｉは使うなと指示されている。

　だめだ。地下にいる間は外部と連絡がとれない。

　バクが飛とびに体を押しつけて囁ささやきかけてきた。

「大丈夫か、飛？」

　飛はうなずいてみせた。外に出れば連絡はとれる。ハイエナに電話することも、萌も日に花かにテキストメッセージを送ることもできるのだ。カワウソやサラマンダーのずっきゅんも学園の敷地内にいる。何も慌てることはない。そうだ。どうせ放課後になれば寮の部屋に帰れる。津つ堂どう亥がいや人外のことは、それから報しらせればいい。

　放課後、地上に出たら龍りゆ子うこにも連絡しよう。用事はない。でも、龍子のことだ。あれこれ気を回して心配しているかもしれない。無事だと伝えれば安心するだろう。ついでに、そちらはどうかと訊きけばいい。それくらいなら飛にもできる。ちっとも難しくない。

　飛はスマホをしまって、トイレの水を流してから個室を出た。ましゃっとは手を洗っていた。

「あれ？　早かったね。オトギリ、食べるのも爆速なだけに？　ちょい下品か！」

「何でも早いんだ」

　飛は適当に返事をしただけだが、ましゃっとは腹を抱えて笑った。

　Ａ教室に戻ると、ほまりんはまだ五目そばを啜すすっていて、ウッシーは席を離れていた。辰たつ神がみが食事の手を止めて、ウッシーと何か話している。あの二人は仲がいいのか。ウッシーは飛とましゃっとに気づくと、ニヤリと笑った。

「早かったな、オトギリ」

「何でも早いんだってさ！」

　ましゃっとが言うと、ウッシーは「ぐほっ……」と噴きだした。

「やだ、ちょっとぉ」

　ほまりんも抗議しながら笑いだした。

「まだほまり、食べてる途中だしょや！」

「余計なこと言うからじゃねえか」

　バクにまで嘲わ笑らわれた。何でも早い。どうして飛はあんなことを言ってしまったのだろう。我ながら、軽口をたたくなんて、らしくない。いい面つらの皮だ。





+++ + ++++






　デリバリーしてもらった昼食の食器は、キッチンカートに載せておけば理事長の祖母が持っていってくれるようだ。

　午後はＣ教室でパソコンの操作を練習しながら、人外を持たない選抜生を観察した。津つ堂どう亥がいはタブレットで読書ばかりしているが、他は熱心にパソコンをいじっていたり、タブレットを見ていたり、誰かと話していたりと、まちまちだ。

　人外を持たない選抜生たちは、何か様子がおかしいような気もする。

　あるいは、飛とびがあの四人だけ人外がいない、という目で見ているせいで、変な感じがするのか。それだけなのだろうか。

　おかしいと言ったら、ましゃっとこと日ひゆ向うが匡まさ[image: ]とは異様なほど人懐こい。辰たつ神がみ令れいは容姿以上にその言動が独特すぎる。ウッシーこと宇う代しろ轟ごう堅けんは、飛や他の選抜生たちと同い年らしいが、見た目は十歳以上、皆より年長だ。選抜クラスは個性派ぞろいなので、おかしいと言いだしたら、わりと全員おかしい。

　午後は、一般クラスの六時間目終了にあたる十五時半にＡ教室集合、担任と副担任が解散を告げたら、あとは自由のようだ。十五時半が近づいてきて、Ｃ教室から出てゆく選抜生もいる。

　飛は思いきってましゃっとのブースに行った。ましゃっとは椅子の上であぐらをかき、何やらタブレットを操作していた。

「ましゃっと」

　声をかけると、ましゃっとはタブレットを机に置いて飛を見た。

「オトギリ。ちょうどいいや。俺さ、話しときたいことがあったんだよね」

「……話しておきたいこと？」

「でも、いいよ。俺の話はあとで。お先にどうぞ」

「人外のことで」

　飛は一応、声をひそめた。

「いる人といない人がいるけど。なんでだろうって」

「ああ、それね」

　ましゃっとは含み笑いをした。意味ありげだ。

「俺が話したかったことにも、ちょっと関係あるかな。金曜でしょ、今日」

「うん。それが？」

「毎週金曜日は定例のゲームがあるんだよね」

「ゲーム……って、どんな？」

「そんな不安げな顔しなくても大丈夫だって」

　ましゃっとはからかうように飛の肩を軽く叩たたいた。

「負けちゃったら、地味にけっこう大変だったりするけど、このゲームは奥の手があるからさ。奥の手？　違うか。ルールで禁じられてるわけじゃないしな。合法的に回避できるっていうかね」

「けっこう大変ってのは、どういうこった？」

　バクが身を乗りだして尋ねると、ましゃっとは、おいで、というふうに手招きをした。飛とびは腰を屈かがめてましゃっとに顔を寄せた。ましゃっとは飛の耳みみ許もとで言った。

「教えない」

「てンめえッ……！」

　飛はいきり立つバクを押さえつけた。

「……話せないってこと？」

「まあ、ゲームは先生が予告なしで生徒に課すものなんだよね。ただ、金曜のゲームは毎週やってるし、毎回、同じルールだから、俺らは内容把握してる。オトギリだけ何も知らないってのも不公平でしょ？　えっと、そうだ、ウッシー！」

　ましゃっとに呼ばれて、青緑色ミニバッファロー人外タウロを引き連れたウッシーがやってきた。

「おう。例の件か？」

「それそれ」

　ましゃっとは人差し指で宙に四角を描いた。

「このあと、先生に紙を渡されるから。参加者はオトギリ入れて、九人か。で、その紙に、一人の名前を書く。自分以外ね。たとえば、ＡがＢの名前を書いて、ＢがＡの名前を書いたら、成立。ＡとＢがゲームをして、どっちかが勝って、どっちかが負ける。ようするに、両想いじゃないとだめってこと」

「つまり、俺がましゃっとの名前を書いて──」

　ウッシーはましゃっとを指さした。その指先を、飛、自分自身、ましゃっと、飛の順に移動させた。

「オトギリが俺、ましゃっとがオトギリの名前を書けば、この三人は誰ともバッティングしねえことになるだろ？」

　飛は頭の中で整理してみた。

　ウッシー→ましゃっと

　飛→ウッシー

　ましゃっと→飛

　たしかに、三人とも自分以外の名前を書いているし、ましゃっとが言う両想いにもなっていない。仮に、三人以外の誰かに自分の名前を書かれたとしても問題ない。三人はその誰かの名前を書いていないわけだから、両想いにはならない。ゲームは成立しない。

「……それで、そのゲームって──」

　飛は言いかけて口をつぐんだ。チャイムとは違う。ブザーのような音が鳴り響いた。

「時間だ」

　ましゃっとが席を立って、飛とびではなくバクを撫なでた。

「行かないと、Ａ教室」

「今の忘れんなよ、オトギリ」

　ウッシーはこめかみの横で人差し指と中指をそろえ、ビッと動かしてみせると、教室の出入口に向かった。Ｃ教室にはもう、飛とましゃっととウッシー、そして二人の人外、ルーヴィーとタウロしかいない。

　飛もましゃっとやウッシーと一緒にＡ教室へと急いだ。選抜生たちは席に着いている。担任の愛あい田だ、副担任の木き堀ぼりもいた。

　飛が十三番目の席に腰を下ろすと、木堀がリモコンのようなもので照明と窓の映像を消した。Ｃ教室の天井にはプロジェクターが設置されている。何も書かれていないホワイトボードに光が投射された。

　愛田は教卓上のパソコンを操作している。

　木堀が選抜生たちに紙とペンを配りはじめた。飛の机の上にも、スマホくらいのサイズの紙と、一本のボールペンが置かれた。飛自身の名はすでに印刷されている。

　スクリーンと化したホワイトボードに、戦抜、という字が表示された。

　飛はまばたきをし、目を凝らして見直した。

　選抜、じゃない。

　戦、だ。

「わかってるだろうが、今日はこれから──」

　愛田の声はやけに低くて、聞きとりづらいほどだった。

「お待ちかねの戦抜だ。新入りはルールをちゃんと確認しておけよ」

　スクリーンの表示が変わった。





〝戦せん抜ばつ十じゆ掟つてい〟


一、戦抜投票用紙に、自身を除く参加者一名の名を必ず記入の上、提出すること。

二、戦抜投票で双方が互いの名を記入した場合のみ、戦抜は成立する。

三、投票結果発表後、体育館に移動して戦抜を行う。

四、戦抜は選抜生一名とその人外を一組とし、二組の間で行う。

五、一方の人外が他方の人外を捕食することで、勝利が確定する。

六、選抜クラス担任及び副担任が戦抜の審判を務める。

七、戦抜中、以下の行為を禁止する。




　　・故意の人外による選抜生への攻撃と、選抜生による人外への攻撃。

　　・故意の選抜生による選抜生への攻撃。

　　・逃亡。




八、選抜生と人外は審判による禁止行為への制止、裁定に従うこと。

九、戦抜中、審判は中断、無効、再開を宣言できる。無効の場合、後日、再実施する。

十、今戦抜の参加者は以下の九名とする。




　　　犬いぬ飼かい茉ま知ち　　　宇う代しろ轟ごう堅けん　　弟おと切ぎり飛とび

　　　酒しゆ池ちほまり　　辰たつ神がみ令れい　　　音ね津づ美み呼こ

　　　日ひゆ向うが匡まさ[image: ]と　　　蛇へび淵ぶち愁しゆ架うか　　由ゆ比い唯ただ虎とら








「理解したか、オトリギ・トビ？」

　愛あい田だは顔を上げた。あの男は教卓を前にして立っている。おかげでホワイトボードに影ができ、ルールの一部は醜くゆがんだ彼の顔に投射されていた。愛田は笑っている。

「戦抜投票、開始だ」

「……飛」

　バクの声はほとんど呻うめき声のようだった。

　飛はボールペンを手にした。前もって教えられていなかったら、そうとう悩んだに違いない。

　戦抜。

　ひょっとして、それが選抜クラスの正体だったのか。

　捕食。

　人外に人外を食べさせる。もしかして、だからなのだろうか。人外を持たない選抜生がいる。戦抜で負けた。他の人外に食べられてしまった。そういうことか。

　でも、人外を失ったら、虚心症になるはずだ。虚心症の症状には個人差があるという。そうはいっても、このクラスの人外を持たない選抜生たちは、普通にタブレットやパソコンを使ったり、しゃべったりしていた。紺こんちあみや浅あさ宮みや忍しのぶとは違う。かけ離れている。虚心症とはとても思えない。虚心症じゃないのか。

　それとも、虚心症が治ったのか。治った？

　治せるのか？

　もし、四人の人外を持たない選抜生が戦抜の敗者で、人外を失い、一度は虚心症に陥って、回復したのだとしたら、どうにかして治せる、ということだろう。

　だとしたら、浅宮もよくなるかもしれない。治せるのなら、治してやりたい。浅宮は飛のことを友だちだと言ってくれた。もっと親しくなることもできただろう。その機会を、いいや、浅宮の未来を奪ってしまった。取り戻せるものなら、取り戻したい。

　間もなく木き堀ぼりが投票用紙を回収していった。九人分の投票用紙が愛田のもとに届けられた。愛田はそれらを一枚一枚確認して、パソコンに入力していった。たいして時間はかからなかった。

「選抜投票の結果を発表する」

　一瞬、Ｃ教室が真っ暗になった。

　スクリーンに投票結果が投影された。





　犬いぬ飼かい茉ま知ち　　→　音ね津づ美み呼こ

　宇う代しろ轟ごう堅けん　　→　弟おと切ぎり飛とび

　弟切飛　　　→　宇代轟堅

　酒しゆ池ちほまり　→　蛇へび淵ぶち愁しゆ架うか

　辰たつ神がみ令れい　　　→　弟切飛

　音津美呼　　→　酒池ほまり

　日ひゆ向うが匡まさ[image: ]と　　→　弟切飛

　蛇淵愁架　　→　犬飼茉知

　由ゆ比い唯ただ虎とら　　→　辰神令






「ほほぉ……」

　愛あい田だは脇にどいてスクリーンを眺めた。投票の結果を入力したのは愛田だ。わざわざ見なくても、わかっているくせに。

「新入りなのに人気者だな、オトギリ・トビ。三票で一位じゃねえか」

「く、く、く、く……」

　誰かが笑いはじめた。

　えらく芝居がかった笑い方だ。

「はっはっはっはっ……あぁーはっはっはっはっ……」

　辰神だ。高笑いしている。これは、何だ。どういうことなのか。

　飛はウッシーの席に目を向けた。ウッシーが振り返り、こめかみの横で人差し指と中指をそろえ、ビシッとこちらに振ってみせた。ずいぶんニヤけている。いったい何がそんなに嬉うれしいのだろう。

「まあ、正々堂々やろうぜ？　間抜け野郎」





+++ + ++++






　こうやって体育館でウッシーこと宇代轟堅と向かいあっていても、まだぴんとこない。

　飛はこれから何をしようとしているのか。

　ウッシーは、青緑色のミニバッファロー人外タウロの背中をしきりとさすりながら、その耳みみ許もとで何を囁ささやいているのか。

　戦抜投票用紙に、ウッシーは飛とびの名を書いた。ましゃっとの名を書くはずだったのに。そうすれば、飛→ウッシー→ましゃっと→飛、となって、少なくともこの三人は戦抜だか何だかに巻きこまれることはない。

　飛は二階のランニングコースを振り仰いだ。ましゃっとはフェンス上部の手すりに肘をついて寄りかかり、一階を見下ろしている。ウインクをして、舌先をぺろっと出した。

「アイツ……ッ」

　バクが身み悶もだえた。とっさに飛がストラップをぎゅっと掴つかまなければ、バクは躍り上がっていたかもしれない。そうか。

　ウッシーだけじゃない。あの取り決めは三人でした。ましゃっともグルだったのだ。しかも、ましゃっとはウッシーと同じく、投票用紙に飛の名を書いた。

　それから、辰たつ神がみも。

　辰神は傲然と胸を張って飛を見下げている。

　そういえば、昼食のあとでトイレから戻ると、ウッシーと辰神が何か話していた。

　罠わなだったのか。

　仕組まれていた。

　辰神とウッシー、ましゃっとは、初めから飛と戦抜をする気だった。どうして。何のために。新入りを潰してやる。そんな魂胆だったのか。

　飛とバク、ウッシーとタウロは、バスケットボールコートのセンターラインを挟んで対たい峙じしている。お互い、センターサークルを踏んでいるか踏んでいないかという位置だ。

　タブレット端末を持った副担任の木き堀ぼり有ゆ希きが、相変わらずの仏ぶつ頂ちよ面うづらでサイドライン付近に立っている。

　担任の愛あい田だ日ひ出で義よしは、センターサークルとセンターラインが交わる場所で、何をやっているのだろう。

「オトギリ・トビ」

　愛田が手にしている物体は、もしかしてトランプか。シャッフルしている。なぜ今ここでトランプを切る必要があるのか。面白半分の悪いた戯ずらなのか。からかっているのか。

「おまえに戦抜の報奨リワードを選ばせてやろう。文句はねえな、宇う代しろ？」

「オッケーっす」

　ウッシーが軽く応じると、愛田はトランプを切りつづけながら飛に視線を向けた。

「ストップと言え」

「ストップ」

「即かよ」

　愛田はシャッフルをやめて、一番上のカードを開いてみせた。どうやらトランプじゃなかったようだ。そのカードには、赤字で「×４」と書かれていた。

「シャアァーッ！」

　ウッシーがガッツポーズをして叫んだ。ランニングコースの選抜生たちがざわついている。愛あい田だは×４のカードを床に放った。

「報奨リワードが決定した。この選抜の勝者は後援金が四倍になる。初期設定の年額四百万から一気に千六百万だ。十年で一億六千万。いいカードを引いたな、オトギリ・トビ」

「俺はすでに六倍だが？」

　辰たつ神がみがランニングコースから口を挟んできた。なんとも自慢げだ。

「令れいは三勝してっからな」

　頼んでもいないのに、ウッシーが教えてくれた。

「安心しろよ、オトギリ。俺も戦抜はこれが初めてだから、条件はイーブンだ。俺のタウロは、令のロードとよくスパーリングしてるけどな。ロードはめちゃくちゃ強えぞ。ただし、タウロの突進力はロード以上だ」

　タウロが右の前脚で引っ掻かくように体育館の床をガツガツ蹴りはじめた。

「オ、オトギリ……！」

　ほまりんに名を呼ばれた。飛とびが二階を見上げると、ほまりんはしゃがんでランニングコースのフェンスにしがみついていた。デッドオーが彼女の両脚に挟まれ、締めつけられている。ちょっと苦しそうだ。

「ほまり、何てゆえばいいか、あれだけど……がんばって……ね？」

「ヘッ。がんばるのは飛じゃなくて、オレだぜ！」

　バクは鼻息が荒い。バックパックだから、鼻なんてどこにもついていないくせに。

「ユキ」

　愛田が木き堀ぼりに声をかけた。木堀がタブレットを操作すると、体育館の照明が落ち、巨大なスクリーンが天井から下りてきた。スクリーンに戦抜十掟ていが映しだされた。

　ダダン、ダン、ダダンッ。

　体育館内の数箇所に設置されているスピーカーが、大太鼓を打ち鳴らすような音を発した。体がびりびりするほどの大音量だった。

　ダダン、ダン、ダダンッ。

　センターサークルの中心あたりに、10、という数字が投射された。

「用意しろ」

　愛田が飛とウッシーに告げた。ダダン、ダン、ダダンッ。数字が９に変わった。

　ダダン、ダン、ダダンッ。数字が８に変わる。

「一億六千万だ……！」

　ウッシーがタウロの大だい腿たい部ぶを強く叩たたいた。

　ダダン、ダン、ダダンッ。数字は７だ。

「飛とび！」

　バクはやる気だ。ダダン、ダン、ダダンッ。数字が６になった。

　やるしかないのか。

　ダダン、ダン、ダダンッ。数字は５に変わった。

　飛はスクリーンを見た。戦抜十掟てい。五、一方の人外が他方の人外を捕食することで、勝利が確定する。捕食。

　ダダン、ダン、ダダンッ。数字が４になった。

　人外に人外を食べさせる。

　ダダン、ダン、ダダンッ。センターサークル中央の数字はもう３だ。

「俺のタウロ……！」

　ウッシーはわかっているのか。人外が人外を食べる。それが何を意味するのか。人外が人外を食べたら、どうなるか。

　ダダン、ダン、ダダンッ。数字が２に変わった。

　もちろん、飛とバクは知っている。バクは人外を食べた。味を占める、という言葉がある。一度食べてしまったら、もっと食べたくなる。食べずにはいられない。

「飛……ッ！」

「わかったよ！」

　飛はストラップから手を放すだけでよかった。ダダン、ダン、ダダンッ。数字は１だ。バクが猛然と飛の肩を乗り越えてゆく。もうバックパックじゃない。バクには二本の足がある。腕だって二本ある。四本指の手は大きすぎるほど大きい。バクの筒みたいな頭には口しかない。手の甲で目玉がぎょろついている。

「変身しやがった……！」

　ウッシーの大声はダダン、ダン、ダダンッという音に半ばかき消された。

　数字が０になった。

「戦抜、始めぇ……！」

　愛あい田だが怒鳴った。途端にいくつものスポットライトがセンターサークル一帯を照らしだした。

「行け、タウロ！」

　ウッシーに逞たくましい臀でん部ぶを撲ぶたれて、タウロが駆けだした。突っこんでくる。角をこちらに向けて。鉄みたいな、見るからに硬そうで、先が尖とがっている二本の角を。バクが飛のすぐ前にいる。飛に背を向けている。

「バク……！」

「ッ──」

　バクは避よけようとしたのか。でも、避けたら、飛が。そうだ。

　もしバクが横っ跳びしてタウロの突進を躱かわしたら、そこには飛とびがいる。

　だからなのか。バクは真っ向勝負を挑んだ。タウロを受け止めたのだ。真後ろにいる飛には見えなかったが、バクは両手でタウロの角を掴つかんだらしい。そうしてタウロを押し止とどめようとしたのだろう。踏んばりかけたバクが、しかし、何がどうなったのか、突然、宙を舞った。

「──オァッ……!?」

　タウロか。当然、タウロの仕業だ。それ以外に考えられない。単なる体当たりじゃなかった。激突した瞬間、タウロは首をひねってバクを撥はね上げたのだ。

　バクは斜めに回転しながら、三メートル近く浮き上がった。

　落下してきたところに、タウロが待ち構えていた。

「あっ……」

　飛は思わず目をつぶりそうになった。角。タウロの角が。あの角は、きっと突き刺さる。バクに、タウロの角が。バクはまた撥ね上げられた。

「グホォッ……！」

　角は刺さったのか。わからないが、タウロが半分竿さお立だちになって全身をひねった。一度目の撥ね上げはおおよそ真上だったけれど、二度目は角度がついている。飛から見て、斜め右上方向だ。一度目より高い。どう見ても、バクは三メートル以上、浮いている。

　飛は突っ立ってその様子を見ていた。

　バクが錐きりもみ状に降下して、体育館の床に叩たたきつけられるのを、手をこまねいて見ていることしかできなかった。

　なんで。

　飛は愕がく然ぜんとした。どうして自分は痛くないのか。

　バクが床に激突したとき、ひどい音がした。すごい音どころじゃない。ひどい、むごたらしい音だった。

　飛は息が止まりそうになったし、心臓がぎゅうっと縮んで、体中が痺しびれた。けれども、こんなものじゃないはずだ。バクが感じた痛みは、絶対、こんなものじゃなかった。なぜ飛も同じ痛みを覚えていないのか。そのことが飛には不思議でならなかった。だって、他でもない、バクなのだ。

「バク……ッ──」

　飛はバクに駆けよった。バクは這はいつくばってさえいない。倒れている。仰あお向むけでも、うつぶせでもない、中途半端な体勢で床に倒れ伏すバクを、二つか三つのスポットライトが照らしている。バクは動かない。何てことだ。ぐったりしている。今のバクはバックパックじゃないのに、あれではただのバックパックと大差ない。

「バク！」

　飛とびはバクの頭をさわった。あたたかくも冷たくもない。飛とバクの体温は完全に一致している。あたりまえだ。飛とバクは一心同体なのだ。飛がいて、バクがいる。バクがいないと飛は飛じゃない。

「バク……！」

　声が上ずった。心臓が馬鹿みたいに大暴れして口から出てこようとしている。出てきたっていい。かまうものか。飛はもう一度、バクの名を呼ぼうとした。

　そのときだった。バクの目が、右手の甲の目玉が動いて、飛を見た。

「……飛」

「大丈夫か、バク!?」

「オレ、は──」

　バクは起き上がろうとした。声に力がないし、動作も機敏とはとても言えない。見たところ、血か血のようなものが出ているとか、どこかに穴が空いているとか、手や足がちぎれているとか、そういったことはなさそうだ。でも、無事じゃない。あんなふうに吹っ飛ばされたのだから、確実に何らかのダメージを受けている。

　飛はバクを助け起こそうとした。戦抜十掟ていで、人外が選抜生、選抜生が人外、また、選抜生が選抜生を攻撃するのは禁止されている。選抜生が自分の人外にこうして手を貸すのは、べつに問題ないはずだ。

「オイッ、飛……！」

「え──」

　不意にバクが両腕で飛を抱えこんだ。飛も戦抜中だということを忘れていたわけじゃないが、すっかりバクに気をとられていた。タウロだ。

　頭を下げて、突撃してくる。

　タウロだけじゃない。

「ハッハァーッ！　オトギリィィ……！」

　乗っている。タウロの背中に、ウッシーがまたがっている。

「──クァッ……！」

　抱きかかえた飛ごと、バクが横っ跳びした。間一髪だった。ほんの一瞬でも遅れていたら、タウロは飛もろともバクを撥はね上げていただろう。バクのおかげだ。なんとかタウロを避よけることができた。飛は自分たちのすぐ脇を駆け抜けてゆくタウロを見た。まさに、本当にぎりぎりだったから、タウロの角がバクか飛を引っかけてもおかしくなかった。

　飛にも、バクにも、タウロは接触しなかった。紙一重だったとはいえ、掠かすりもしなかったのだ。

「うぉらぁ……！」

　断じてタウロじゃない。断言できる。ウッシーだ。

　タウロに乗っているウッシーが、すれ違いざまに足をのばしてきた。

　蹴ってきたのだ。

「ボォッ!?」

「ぅあっ……」

　バクは横よこ様ざまに蹴り倒され、飛とびも巻き添えになった。

　ウッシーを乗せたタウロは、複数のスポットライトを浴びながらエンドラインまで走っていって、悠然と方向転換した。

「──っそぉ……！」

　飛は力任せに、ほとんどバクを持ち上げるようにして跳ね起きた。

「反則だ！　タウロじゃない、ウッシーに蹴られた！」

　愛あい田だ日ひ出で義よしはセンターサークル付近にいる。潰れた菱ひし形がたの目を、まず飛に向けた。それから、まだタウロの背にまたがっているウッシーを見やった。

「そうなのか、宇う代しろ？」

「いいや？」

　ウッシーは満面に笑みをたたえて、ゆったりと首を左右に振ってみせた。

「偶然だよ、愛田先生。なんとなぁーく、ちょーっと足を出したら、たまたま当たっちまった。それだけだよ」

「なッ──」

　バクが気け色しきばんで凶暴な歯を剥むき出だしにした。

「てめえ、よくもぬけぬけと……ッ！」

「認めよう」

　愛田は平然とうなずいた。

「故意の攻撃じゃないなら、問題なしだ」

　飛はスクリーンに映しだされている戦抜十掟ていを一いち瞥べつした。しっかりと読み返して、ウッシーとタウロから目を離す羽目になるのは得策じゃない。

　故意。たしかにそう書かれていた。

　戦抜中の禁止行為は、故意の人外による選抜生への攻撃と、選抜生による人外への攻撃。並びに、故意の戦抜生による選抜生への攻撃。

　あとは、逃亡。

　逃げることはできない。

　そして、審判、すなわち愛田による禁止行為への制止、裁定に従うこと。

「……そういうことか」

　飛は荒ぶるバクの背中に右手を押しつけた。バクは牙みたいな歯をぎりりと噛かみあわせて、なんとか冷静になろうとしている。














　そうだ。

　落ちつかないと。

　戦抜は人外と人外の戦いなんかじゃない。禁止行為に該当するかどうかは愛あい田だが判断する。言い換えれば、愛田が認める範囲なら何をしてもいい。事実上、これは飛とびとバク、ウッシーとタウロ、二対二の勝負なのだ。冷静になって力を合わせないと、たぶん負ける。

「どうした、おまえらァ！」

　愛田が両腕を振り上げて煽あおった。

「食わなきゃ食われる！　食らい合え！　闘フア争イトだ……！」





To be continued.
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　３巻です。

　僕はこの『いのちの食べ方』とほぼ並行して『恋は暗黒。』という小説を書いていて、同じＭＦ文庫Ｊから刊行しているのですが（また少し違った雰囲気の物語ですが、もしよければそちらも読んでみてください）、双方の原稿を時間差でチェックしていたら、どちらにも鉄棒をするシーンが出てくることに気づきました。

　思い返せば、小学生の頃、僕は鉄棒が好きで、よく一人でぐるぐる回っていました。一緒に鉄棒をしてくれる友だちがいなかったのです。中学生の頃からバンドを組みたかったのですが、友だちがいないので仕方なく部屋の中で一人、ギターを弾いて歌っていました。高校でようやく組むことができたバンドは、ライブに向けた練習の最中、脆もろくも解散。大学生時代も友だちがいなかったので、路上で一人、弾き語りをしていました。小説は一人で書くもので、友だちがいなくても問題ありませんから僕に向いています。よかった。

　最後に、Ｅｖｅさんと関係者各位、まりやすさん、イラストを担当してくださっているｌａｃｋさん、担当編集者の中なか道みちさんと、この小説を読んでくださった皆さんに心より感謝します。また次巻でお会いできたら嬉うれしいです。


十じゆ文うも字んじ　青あお

























電子書籍特典　書き下ろし短編

『バクさん』





「なァ、飛」

　ふとした思いつきだった。

　バクはベッドの上で自分を枕代わりにして文庫本を読んでいる飛に声をかけた。

「オレのこと、今からバクさんって呼べよ」

　飛は文庫本のページをめくった。

　それから、「……は？」と返してきた。

「だから、今後、オレのことはバクさんって呼べよ。いいな？」

「……なんで？」

「なんでってこともねえけどさ。いいだろ、べつに」

「バクのことを、さん付けで？　僕が？」

「そりゃそうだろうが。オレはおまえに言ってんだからよ」

　飛は文庫本を閉じてそのへんに置くと、はあ……と、ため息をついた。

「どうして僕がさん付けしなきゃならないんだよ」

「理由なんかとくにねえってば。なんとなくだよ。そういうのもいいかなって。ただオレをバクさんって呼ぶだけだぞ？　そんなにイヤかよ？」

「まあ、そんなにいやかっていうと……いやかな。それなりに」

「なんでだよッ」

「だって、さん付けでしょ。なんか……」

「ていうか飛、おまえ、かたくなにオレをバクさんって呼ばねえな。さん付けとは言っても、バクさんとは是が非でも口にしねえつもりだな。強情なヤツめ」

「じゃあさ、バクも僕のこと、飛さんって呼ぶならいいよ」

「ハァ？　飛をさん付けでェ……？」

「うん。飛さんって。試しに言ってみて。一回」

「冗談じゃねえッ。誰が飛のこと、さん付けなんかしてやるもんかッ」

「なら、僕もやだ」

「……よし、待て、わかった。一回な？　一回やってみるか。さん付けな。やってみようぜ。お互いな。一回だけな？」

「お互い、一回だけね」

「そういうことなら、いいぜ。じゃ、飛からな」

「僕からは、絶対やだ」

「クッソ！　なんでだよ……ッ！」
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